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こ の 報 告 書 は 、 日本 自 転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の

一部 で あ る 機 械 工 業 振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て 昭 和48

年 度 に 実 施 した 「文 書 情 報 処 理 に 関 す る 調 査 研 究 」

の 成 果 を と り ま とめ た も の で あ り ま す 。
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経済 の成長 と情報化 社会の進展に ともな って著 しい変貌 を遂 げつつ ある産業

界において、経営 者が常 に安定 した企業経営 を維持 してい くためには 、経営 の

ための関連情報 を十分 に活用 して適確な意思 決定 を行 な う必要が あ り、 このよ

うな情報を必要に応 じて経営者 に提供する、いわゆる経営情報 システムの開発

が 、内外の企業 、研究機 関等 において活発に行 なわれてお ります。

当財 団にお いて も、昭 和43年 度以来 、 コンピュータを有効に利 用 して合理

的 な経営情報 システムを確立 す る とい う観点 か ら、あらゆる レベルの管理 者に

理 解 しやすい情報 を提供 するため の情報処理 シ ステ ムについて調査 ・研究 を実

施 して きま した。昭和48年 度には 、その一環 と して、従来 わが国 では コンピ

ュータの出力が欧文字 、数字 または カ タカナで記述 され ていたため に 、 とか く

あいまいで ある とされて きた文書情報 を、漢字 かな湿 り文 で提供 で きる ように

した 日本語情報処理 システムの基本構成 を検討 し、カ タカナけん盤 に同音異義

語 の判別処理機能 を組合せ て考案 した、カタカナ入力漢字 かな湿 り文 出力方式

の 日本語情報処理 システ ムについて考察 を加え ま した。

その結果 として、わが国 にお いては、日本語文 の合理的な入 出力方 式を確立

す ることが もっとも重要 な課題 で あるとい う認識 を深める とともに、日本語情

報処 理 システムの構築 に あた って は、漢字 けん盤 に よる入 力方式の それ と比較

してデータ入力 の操作が簡便で、 しか も理解 しやすい出力情報 を得 る ことがで

きる、 このカ タカナ入 力漢字かな湿 り文出力方式を広 く採用 する ことが望 ま し

い との結論 を得 ま した。

ここに、今年度 の研究 実施に ご尽力な らびに ご支援を賜 わった 、若松清司 、

上田陸奥夫、船崎武 男、矢 田光 治 、高森寛 、杉本 太郎、後藤榛 男、野添篤毅 の

各氏 および関係各位 に心 よ り感謝 の意 を表 します とともに、 この報告 書が各方



面に活用 され わが国情 報処理産業の発展 の一助 として寄与 で きれば幸いに存 じ

ます。

昭和49年3月

財 団法人 日本情 報処理開発 センター

会 長 難 波 捷 吾
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1.総 論

1.1研 究 の 目 的

昭和47年 度の事 業報告書 「階層構 造の情報処理 システ ム」 にお いて、

日本語情報処理 システムにおける新 しい処理 方式 をとりあげ、情報の価値を

高めるため の工夫 の1つ として当財 団で考案 した カタカナ漢 字変換の処理

方式を紹介 した 。考 案 した方式では 、日本語情報 をカナけん盤 で入 力 し、

カナ コー ドで情報 の蓄積 と伝送 を行 ない、漢字か な湿 り文 で出力す るよう

にな っている。そ こでは 、効率 の尺度 として単 に カタカナか ら漢字への変

換率 を採用 せずに 、い わゆる出力情報 を利用 す る者の理解度を高め ること

に着 目したカ ナ漢字変換 システムの有用性 を強調 した。情報 の価値 は 、必

ず しも変換率 の高低 に よって決 まるのではな く、変換率 がた とえ低 くとも、

専門分野 の知識 が深 ければ 、漢字に変換で きなか った用語 を太字 のかな文

字で出力 する とい う工夫だけで、理解度の高い 日本語情報 を利用者 に提供

で きることを例示す る とともに 、人間の理解力 に応 じた出力情報 を提供で

きるよ うにするため には 、カナ漢字変換テ ー ブルを階層化 する必要が ある

ことも指摘 した。当財団で考案 した方式で も、時間をかけさえす れば変換

率 を改善 して専門知識の浅い人達に理解度の高い出力情報 を提 供で きるこ

とはい うまで もない 。 しか しなが ら迅速に情報提供を行 な うために は、 ト

ップか ら現場 までの各 レベル ごとに漢字 で出力 しない と誤解を招 く恐れの

ある重要な用語 を十分に吟味 して、変 換テ ーブルの充実 をはかる必要があ

る。そこで同音異義語 の判別回数を少 くするための手段 と して 、漢 字述語

の区切 りを原則 と して2つ に した変換単語 テ ーブルを作成 し、変換 テ ーブ

ルのなかに どの ような漢字を最小限い くつ単独 に用意 しておけば 、あらゆ

る レベルの管理 者に理解度の高い出力情報 を提供 で きるかを解 明 して 、有

効な 日本語情報処理 シ ステムを実現 するための手 掛 りを示 した。
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この よ うな 昨年 度 事業 の結論 に も とついて 昭 和48年 度 の事 業 で は 、現

在 各 機 関 に お いて開 発 され て い る漢字 け ん盤 入 力 方 式 に よ る 日本語 情報 処

理 シ ステ ムを調査 ・検 討 した 結 果 、 一般 の漢 字 け ん盤 入 力 方 式 では 規模 が

大 き く、操 作 も複 雑 で 人間 工 学 的 な 問 題が ある こ とを究 明 した 。 この よ う

に わ が国 に お いて は 、 日本 語 文 の 合理 的 な入 出 力 方 式 を確 立 す る こ とが も

っ と も重 要 な課 題 で あ る とい うこ とを認識 した 。 この よ うな 技 術動 向 を背

景 と して当 財 団 では 、 日本 語 文 入 力方 式の実 験 的 考察 を行 な い 、 カ タカ ナ

け ん盤 と同 音 異義 語 の 判 断 機 能 を組 合 せた 日本 語 文入 力 方 式 に よ る文 書情

報 処 理 シ ステ ムの開 発 を進 め た 。 すな わ ち 、 この研 究 で は カ タ カ ナけ ん盤

に よ って入 力 した情 報 を漢 字 かな 湿 りの 日本 語 情 報 に文 書 化 して出 力 す る、

い わ ゆ る カ タカ ナ入 力 ・漢 字 か な湿 り文 出力方 式 の 実験 シ ステ ムを検 討 し、

日本 語 情報 処 理 シ ステ ムを 合理 的 に運 用 す るた め の ソ フ トウ ェア技 術 を究

明 した 。 また 、文 書 情 報 の 蓄 積 と検 索 を効率 的 に 運 用 す るた め の コ ン ピュ

ータ ・マ イ クロ フ ィル ミング方 式 に関 す る調査 研 究 も行 な った 。

な お 、 わが国 で は 、"情 報"と い う言 葉 の概 念 が不 明確 な た め に 、 ¶文

書 情 報'と か 、 旬文字 情 報'と か 、'日 本 語情 報'と い った 形 で"情 報"

とい う言 葉 が きわ め て あい ま い に 使 われ てい る。

そ こで、tt情 報(1・9・ ・m・ti・n)と ・ ミ・ニ ケ ーシ ・ン(C・m-

munication)の 定 義 づけ"に つ いて述 べ る ことに す る。

"情 報"と い う概 念 は
、 か な り抽象 度 の高 い もの で 、だ れ で もが納 得 の

い く厳 密 な 定義 は 難 しい よ うで あ る 。 しい て問 われ れ ば 、辞 書 に 書 い て あ

る よ うに 、そ れ は 「こ とが らの 知 らせ 」 、 「事 情 の 知 らせ 」 で ある と答 え

る以 外 に ない か も しれ な い 。 しか し、そ れで は こ とが らや 事情 の知 らせ と

は 何 の こ とか とい う問 い を提 起 す る だけ で 、あ ま りよい解 答 に な らな い 。

そ れ に して も 、日本 語 に お い て は 、情 報 とい う言葉 が便 利 な ため に か 、い

さ さか乱 用 気味 とい え る 。便利 な 言葉 とい った わ けは 、 と くに 、他 の 言葉
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と容 易 に 結 び つい て新 しい熟語 を形 成 す る こ とが 可能 だ か ら で あ る 。た と

え ば 、文字 情 報 、文 書情 報 、言 語 情 報 、パ タ ー ン情報 、音 声 情報 、 日本 語

情 報 な ど口 口 情 報 とい う具 合 に どん な言 葉 を前 に持 って きて も うま く結 び

つ い て しま う。 その ほ か 、情報 化 、情 報 化 社 会 、情報 処 理 とい うよ うに 別

の言 葉 を後 につ け て熟 語 を形成 す る ケ ー ス も多 い。情 報処 理 とい う言 葉 は

英 語 の 「DataProcessing」 の訳 語 で あ り、情 報 化 社 会 は ダ ニエ

ル ・ベル の いった 「ThePostIndustrialSociety」 に あた

る といえ よ う。 この よ うに英 語 では 、別 にInformationと い う言 葉

が使 われ て いな い熟 語 で も 、 日本語 に訳 され る と情報 とい う言 葉 が 使 われ

る こ とが多 い 。 日本 語 の情 報 とい う言 葉 は そ れ だ け広 い概 念 を も っ てい る

の であ る 。言 語 情 報 とか 日本 語 情 報 に対 応 す る英 語の訳 語 とい って も 、

LanguageInformationと かJapaneseInformation

な ど とい う熟語 は通 用 しな い だ ろ う。

情 報(Information)と 類 似 の言 葉 に コ ミュニ ケ ーシ ョン

(Communication)と い う言 葉 が ある が 、そ の概 念 に つ い て も多

くの人 々に よ って い ろい ろ の定義 が な され て い るのは 、 日本 語 にお い て も

英 語 に おい て も同 じで あ り、 コ ミュ ニケ ーシ ョンの定義 づ け に はか な りの

混 乱 が み られ る 。

ここ では 、情 報 と コ ミュニケ ーシ ョ ンを対 比 しなが ら 、2つ の概 念 を整

理 してみ よ う。

まず 、情 報 の 概念 で あ るが 、一般 に 情報 とい うと きには 送 り手(Sender)

と受 け手(Receiver)を 想 定 し、伝 達 され るものは 知 識 で あ る と し

て い る。 また 、伝 達 さ れ る内容 は 知 識 で あれ 何 で あれ 、記 号 系 列 に 変 換 さ

れ い る こと を前提 に してい る。 た しかに 、手 振 り足振 りで 何 か を知 らせ て

も 、その 手 振 り足 振 りは 記号 で あ る ことに は 違 いな い 。

.い っぽ う、ほ かの 定 義 に よれ ば 、 意思 決 定 とか問題 解決 しよ うとす る主

体 に と って 、判 断 の 助 け とな る もの は な ん で も情 報で あ る とい うもの もあ
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る 。 この 定義 では送 り手 が い な くて も、情 報 は 存 在 す る 。情 報 は記 号 系列

に変 換 され た知 識 で な くて もよ く、 フ ィー リン グ とか 匂 い な どで も よい と

い うことに な る 。 も っと も、 フ ィー リングや匂 い で あ って も 、それ らが意

思 決 定 や 問 題 解決 に 役 立つ とな る と、 それ は 立 派 な知 識 で あ る といい 出 す

人 も出て くる か も しれ な い。

情 報 に 関 す る これ らの 定義 の うちで 、 どれ が 妥 当 で あ るか につい て は こ

こで は あま り論 じない こ とに す る。

企 業活 動 な ど人 間 の組 織 活動 に おけ る情 報 伝 達 や情 報 システムの あり方 を

究 明 するために情 報 とい うものを論 ずる ときには、① 送 り手と受け手 の両 方がい て 知

識 が伝 達 される状 況 での 情報 と、② 意思 決 定 に お け る判 断 の 素材 と して の情

報 とを区 別 して考 え る方 が混 乱 が な くて よい 。 さ らに 、前 者 の状況 に おけ

る情 報 は 「コ ミュニケ ー シ ョン」 と区 別 して情 報 を考 えな け れば な らない

し、後 者 の状 況 に おけ る情 報 は 「デ ー タ」 と区 別 して考 え るべ きで あ る。

一般 に 、情 報 とい う言 葉 に は 、送 り手 と受 け手 の間 、 と くに 、人間 と人

間 の 間 に 、な ん らかの知 識 、 す な わ ち意 味 内容 が伝 達 され る状 況 が想 定 さ

れ て いる 。 しか も 、送 り手 が 伝 えた い知 識 や意 味 内容 は記 号 系列 に変 換 さ

れ 、 また 、受 け手 が その 記号 系 列 を知 識 や 意 味 内容 に変 換 して 、は じめ て、

理 解 され る ことに な って い る。記 号 とは前 も って意味 が与 え られ て い る シ

ン ボル で あ る 。言 葉 、文 字 、数 字 、図形 な どが普 通に 使 わ れ る 記号 で あり、

数 式な どの よ うに論 理 的 に厳 密 な も の も あれ ば 、自然言 語 の よ うに論 理的

に は ル ーズ な もの もあ る。 しか し、大 切 な こ とは 、送 り手 と受 け手 の 間 で

正 し く意 味 内容 が 交換 され る よ うに 、 す な わち 、情 報 とい うもの が成 立 す

る た め には送 り手 と受 け手 の間 に か な り共 通 の理 解 、あ るい は 知識 や 合 意

が 存在 し ていな け れば な らない こ とで あ る。 少 く とも、記 号 の意味 に つ い

ては 共 通 知 識 が必 要 で あ り、 た とえ ば 、 あ る数 字 が ど こか の会 社 の電 話 番

号 な のか 、 自分 の会 社 の売 上 げ 高な のか 、株価 な のか 、 とい うこ とに つい

て も共 通 理 解 が 双 方 の間 で 明確 に な ってい な けれ ば な ら ない。伝達 さ れた
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数 字 や、 コン ピ ュ ー タが打 ち 出 した 数字 が ど うい う意 味 を も ち、 それ らが

ど の よ うに 活用 さ れ る かに つ いて も共通理 解 が な けれ ば な ら な い。 あ る地

域 に住 む世 帯 の平 均 家 計支 出が い くらで あ る と メッセ ージ が送 られ て も、

そ れ が送 り手 か ら受 け手 へ の知識 の伝達 とな るに は 、 送 り手 と受 け手 の双

方 に 家計支 出 とか平 均 値 とい う概念 に つ いて の共 通知識 が あ るか ら理 解 で

きる ので あ る。 しか も、 この メ ッセ ージが 時 間 的 に いつ伝 達 さ れ る かに つ

い て も、双方 間 に 合意 が あ る こ とが 多い 。合意 は暗黙 の 合意 であ る こ とも

あ る が、 これが無 視 され る と この メ ッセ ージは 情 報 と して の 意味 が 失 われ

る こ ともあ る 。情 報 は 知識 の伝 達 で ある とい う意 味 で の情 報 が 成立 す るに

は 、 まず 、そ の伝 達 され る知識 を記 号系 列 に変 換 す る送 り手 と、 それ をさ

らに 変 換 して意 味 内容 を くみ とる受 け手 の双 方 に共通 の認 識 とか知 識 の枠

組 み が 必要 で ある 。 そ れ ら共通 の ものが なけ れ ば 、送 り手 の伝 え よ らとす

る意 味 内容 は 伝 わ らな い か 、伝 わ って も送 り手 が伝 え よ うと した も の とは

異 った意 味 内 容 が受 け手 に伝 え られ る可 能 性 が 大 き くな る 。

組 織 だ った人 間 活動 とか シ ステ ムにお いて構 成 メンバ間 の情 報 交 換 が正

確 か つ効 果 的 に行 な わ れ るため には 、そ れ ら構 成 メ ンバ が 事前 に つ ぎの よ

うな多 くの も のを共 有 していな けれ ばな らな い 。 その共 有 され るべ き もの

は 、認 識 や 知識 だ げ に と どま らず 、 目的 、 期 待 、予想 、関 心 な どをは じめ、

と きには 、経 験 や習 慣 、価 値 観 や世 界観 まで 含 ま れる。 こ のよ うに 、組織

や グル ー プ内 の構 成 メンバが 共有 す る もの 、共 通性 を 促 進 しよ うとす る努

力 ・行 為 は コ ミュニケ ーーシ ョン と呼 ばれ るも の で ある 。 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ

ン(communication)と い う言葉 は ラテ ン語 のcommunisか

ら きた もの で 、 これ は 共 通(common)と い う意味 で あ る。

正 午 を知 らせる ベル の 音や 一 日の 就業 時 間 の終 了を告 げ る ベ ル の音 が情

報 と して の意味 を もつ のは 、事 前 に、 正午 と夕 方5時 には ベ ルが な るとい

う合意 、習 慣 が あ った か らで あ り、 ベ ルの音 が人 々の どんな ア クシ ョンに

つ なが る かにつ い て もす でに コ ミュニケ ー シ ョンが確 立 して い るか らであ
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る。 コ ミュニ ケ ー シ ョンを と もな わな い状況 に お け る単 な る情 報 発 生 の例

は,大 学 に おけ る大 衆 団 交'で あ ろ う。 ここでは 、互 に 向 い あ って い な が ら

情 報 の送 り手 の意 味 した メ ッセ ージは 受 け手 に伝 わ らな い か 、 と きに は、

全 く反 対 の 意 味 内容 に受 け と られ るこ とが ある 。 こ のよ うに コ ミュニ ケ ー

シ ョンが 貧 弱 な状 況 に お い て は 、送 り手 が あ る意味 や知 識 を記号 系 列 、た

と えば言 語 に して送 って も 、受 け手 の方 は送 り手 が意 図 した意味 や知 識 と

は かな り異 った も のを受 け と るのが普 通 で あ る。 そ こでは 、知識 の伝 達 と

い う意味 で の情報 は流 れ て いな い。 しか し、 この よ うに 送 り手 の意 図 した

意 味 内容 で は ない もの を受 け手 が受 け取 った場 合 で も、 そ れが受 け 手 に な

ん らかの反 応 を惹 き起 し、そ の意 思 決 定 や アク シ ョンに影 響 を及 ぼ す な ら、

そ の受 け 手 は情報 を受 け た こ とに な る。 この よ うな場 合 は 、そ の メ ッセ ー

ジの送 り手 が意 図 した意 味 や知 識 は伝 わ らない ので あ るか ら 、送 り手 は単

に デ ータを送 ったに す ぎな い。 その場 合 には 、 デ ー タを受 け手 な りの知識 、

観点 、偏 見 で 評 価 して 、 な ん ら かの意 味 づ けを した ので あ る。

最 近 は 、全 国情 報 ネ ッ トワー ク化 とか経 営 情 報 シ ステ ム化(MIS)な

ど コ ン ピ ュ ータを活 用 して の情報 シ ステムの整 備 が うた わ れて い る が 、そ

・ れ らの情 報 シ ス テムが 、利 用 す る人 間集 団 や組 織 に と って役立 つ もの とな

るか ど うかは 、結局 の と ころ 、組織 構 成 メ ンバ間 の コ ミュニ ケ ーシ ョンが

充 実 して い るか ど うか に か か っ てい る 。 この ことは あ ま り強 調 され て いな

い ようで ある 。効 果 的 な管 理 情 報 シ ステ ムを構 築 す るた めの 前提 条 件 と し

て 、だ れ が 、なに を する ため に 、 どんな情 報 を 、 いつ 、必 要 とする か に つ

いて 共通 理 解 ・合 意 が な けれ ば な らな い。 そ こか ら得 られた 情報 が どんな

応 用 の され方 をす る の かに つ いて共 通 認識 が必 要 で ある 。組 織 内 の どの管

理 者 が どん な意 思 決定 に 、 どんな情 報 を必要 とす る かが わ か らなけ れ ば 、

その意思 決 定 者 に有 益 な情 報 を提供 す る こ とは で きな い。 有 益 で効 果的 な

情 報 シ ステ ムは 豊 か な コ ミュニ ケ ー シ ョンを前提 と して成 立 す る ので あ る。

これ まで考 え られ て きた 、 コン ピ ュータを主 役 とす る情報 シ ステ ムで は
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そ の入 力 も出 力 も記 号 系 列 で あ り、 そ の中 で の情 報操 作 も主 と して論理 操

作 で ある。 これ まで の情 報 シ ステ ムは 記号 、数 字 、論 理 だ け で機 能 す る き

わ めて非人 間 的 な組 織 と いえ よ う。 そ の よ うな シ ステム か ら どんな に多 量

の 出力 が打 ち 出 され て も コ ミュニケ ーシ ョンの貧 しい環境 に お い ては その

出力 は 利用 者 に と って情 報 とい うよ りむ しろ単 な る デ ータに す ぎな い。管

理 者 や意 思決 定者 が そ れ ぞれ 異 る認 識 、概 念 、価 値 、 目的 な どで情 報 シ ス

テ ムか らの デ ー タに思 い思 い の意味 づけ を行 な った と した ら 、そ の情 報 シ

ステ ムを コ ミュニ ケ ー シ ョンに役 立 てる こ とは 不 可能 で あ る。 む し ろ、 コ

ミュニケ ーシ ・ンを一層 混乱 さ せ る事 態 を ひ き起 しかね ない 。 した が って、

企 業 や組 織 に お け る情報 シ ステ ム化 の進 展 は必 ず しもそ の ま まで は コ ミュ

ニ ケーシ ョンの 充 実 に は 結 び つ か な い 。情報 シ ステム化 の進 展 の ために は、

コ ミュニ ケー シ ョンの 問題 を真 剣 に と りあげ る必 要 が あ る 。

1.2報 告書 の概要

当財 団 では 、 昭和43年 度 以 来経 営 情 報 シ ス テ ムに 関す る 調 査研 究 の成

果 と して、43-SOO4「 経 営 情 報 シ ステ ムの理論 とサ ブシ ステ ム」 、

44-SOO3「 中堅 企 業 のMIS構 造」 、45-SOO4「 機械 工業 の

生 産情 報 シ ステ ムに お け る意思 決定 機構 の解 析 」 、45-SOO1「 経営

予 測 のた め の デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト」 、46-SOO6「 記 事情 報 検 索 の

た め の デ ータ ・マネ ジ メン ト」 、46-SOO7「 機 械 工 業 に お け る制御

情 報 シ ステ ム」 、47-SOO1「 階層構 造の 情 報処 理 シ ステ ム」 とい っ

た 一 連 の報告 書 、 お よ び47-ROO1「 日本語 情報処 理 の技 術 動 向 調査

報 告 書」 を と り まと め て い る 。

今 年度 の報 告 書 は8つ の 章 か らな ってお り、各 車 で それ ぞ れ つ ぎ の よ う

な 内容 を と りーまとめ て い る 。

第1章 「総論 」 で は 、研 究 の 目的 を記述 し、(情 報'と い う言 葉 の背 景

を究 明 して 、文 書情 報 、 日本 語 情 報 、文 字 情報 な どの定 義 づ け を 明 か に し
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てい る。

第2章 「日本 語 情 報 の分 析 」 で は 、 日本 語 情 報 処 理 シ ステム を開 発 す る

こ との意 義 や必 要性 に つ い て述 べ る と ともに 、日本 語 情報 処 理 の適 用 可 能

な 分野 、お よび現 状 の技 術 動 向 に つ い て述 べ て い る 。

第3章 「日本 語 情 報処 理 のた め の カ タカ ナ入 力 方 式 」 では 、日本 語 情 報

処 理 を行 な ううえ で も っと も重 要 な 課題 とな ってい る入 力 方 式 につ い て考

察 す る と ともに 、 カ タカ ナ入 力 方 式 の 利点 につ い て解 説 してい る。

第4章 「固 有名 詞処 理 の ため の カ タカ ナ入 力 方 式」 で は 、 日本 語情 報 の

な か で も も っと も需 要 の 高 い とい わ れて い る固有 名 詞 に つ い てそ の構 成 を

概 述 し、 固有 名 詞用 の変 換 テ ー ブル の あ り方 、 お よ び 固有 名 詞で ある事業

所名 ・人 名 ・地 名 に つ い て の漢 字単 語 を分析 してい る,。

第5章 「分野 別 の漢 字 お よ び漢 字単 語 の分析 」 で は 、専 門 分野 別 の変 換

テ ー ブル を作成 す る ため の準備 と して 、大 学 内 文 書 と医 学 文 書に 関 す る漢

字 お よ び漢 字単 語 の調 査 結 果 を考 察 して い る 。

第6章 「カ タカナ入 力漢 字 かな湿 り文 出力 シ ステ ムの 実験 」 で は 、当財

団 が 考 案 した 、 カ タカ ナ入 力 方式 に よる 日本 語情 報 処 理 シ ステ ムに 関 す る

実 験 結 果 を概 説 して い る 。

第7章 「文 書 情 報 と マ イ クロ フ ィル ム」 で は 、情 報 蓄 積 の1つ の 方法 と

して マ イ クロ フ ィルム を と りあ げ 、文 書 情報 の検 索 シ ス テ ムへ の適 応 性 を

述 べ る と と もに 、 マ イ ク ロ フ ィル ムの技 術 動 向 を紹 介 してい る。

第8章 「今後 の課 題 」 で は 、当財 団 が考 案 した カ タ カナ入 力 方式 に よ る

日本語 情 報処 理 シ ステ ムの展 望 に つ い て述 べ て い る。
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2 日本語 情 報 の 分 析

2.1漢 字 の 役 割 り

コ ン ピ ュー タをは じめ と して 、そ の周 辺 装置 や 通信 回線 、 お よび端 末 機

器 の発達 や進 歩 は 、 あ らゆ る分野 に お いて情 報 処 理 のEDP化 を急 速 に拡

大 して きた 。

この こ とは 、 コン ピ ュー タが ソロバ ン代 りの演 算処 理 を 目的 と して利用

され てか ら、情 報処 理 シ ステム と して の オ ペ レー シ ョナル な 日常 業 務 の処

理 、管 理 資 料 の 作成 、OR的 手 法 な どを利 用 した いろ いろ な統 計 資料 の作

成 、経 営 計画 に 関 す る戦 略 的 な資 料 の作 成 な ど幅 広 く利 用 され る よ うにな

って きて い る事 実 をみ て も理 解 で き よ う。

しか し コン ピ ュー タを利用 した ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テムの発 展 ・拡

大 の過 程 を ふ りか え る と、そ の基礎 をな してい る のは 、各種 の数 値 情 報 で

あ る と思 わ れ る。 存 在 す る大 量 のデ ー タの な か か ら必 要 な情 報 を い かに効

率 よ く選 択 、分 類 、処 理(演 算)し て、利 用 する かが各 企 業 に と って も個

人 に と っ ても重 要 な 問題 で あ り、 コン ピュー タを 中心 と したEDPシ ステ

ム発 展 に大 きな 影 響 を及 ぼ す もの の1つ で あ る といえ る。 コ ン ピ ュー タ処

理 の 中心 とな って い るの が数値 計算 で あ る が 、 これは情 報 の量 全体 や質 か

らみ る とほ ん の一 部 に す ぎな い 。 そ のため 、今後 コン ピ ュ ータを利 用 して

処 理 す る分 野 を さ らに広 げ てい くため には 、文 書 情 報 を 扱 う処1理 に期待 が

大 きい。 この ため文 書情 報 の処 理 を必 要 とす る分 野 の研究 が さ らに一 段 と

進 め られ る こ とは 、 もはや 疑 う余地 の な い所 で あ る。

この こ とは 、 コ ン ピ ュータが米 国 で発 明 され た もの であ る とい う こ とと、

数字や英字 の ように文字の数や順 序関係が は っきりしている場合に は、人

間 用 の 情報 か ら コ ン ピ ュータ用 の情 報 へ の変 換(コ ー ド化)が 行 な い や す

く、数値 計算 を 中心 と した処 理 に お いて 、処 理 遂行 の際 に 、数 字 や 英 字 、
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特 殊 記 号 が 使用 で きれ ば 十分 活 用 す る こ とが で きる こ とな どが あげ られ る。

このた め給 与 計 算 、販 売管 理 、在 庫 管理 、生 産管 理 、財 務 管理 。 会 計管

理 な ど、い ろ い ろな 分 野 の事 務処 理 に お い て 、情 報 の処 理 面 で は効 率 が良

くて も 、出力(印 刷)の 面 で は 、 コ ン ピ ュー タの処 理 結 果 を 表示 す る文 字

に対 して 不満 が 出 てい る。 そ れ は 、従 来 の情 報 処理 が 、処理 面 の効 率 追 求

に あ った た め で あ り、 こ の追 求 心 が今 日の 進 歩 を もた ら して は きた けれ ど

も 、欧米 と 日本 との比 較 で は問 題 に な らな い文 字 表 現の 問題 が 、最 近 と く

に大 きな問題 とな って きてい る 。

こ れは 、漢 字 か な 湿 り文 を扱 う日本 人 で あ る とい う こと と 、 コン ピ ュー

タの 利用 分野 が広 が って きた こ と、 コン ピ ュー タに人 間 が 使 われ る の で な

く、 コ ン ピ ュ ータは あ くまで も人 間 が情報 処 理 を行 な うため の道 具 で あ る

か ら、そ れ を使用 す る 上 での い ろ いろ な制 約 は 、人 間 の 側 か ら よ りも道 具

と して の コ ン ピ ュータ側 か ら人 間 が満 足 で きる よ うな形 に接 近 して くるべ

きだ とい う理 由 で 起 こって きた 。

これ は 日本 人 と して 当然 の要 求 で あ り、従 来 の情報 処 理 に対 す る新 しい

見方 で あ る とい うこ とがで きる。 我 々が 日常 の生 活 の なか で用 いた り、企

業 活 動 を す る場 合 に使 用 して い る ほ とん どの情 報 が 日本 語 で あ る こと か ら

も漢 字 か な湿 り文 に よる情報 処 理 が 当然 要 求 され て くる 。 しか し、 わが国

ヘ コン ピ ュー タが導 入 さ れた 当 初 は 、 コ ン ピ ュ ー タは 、数 字 、英 字 、特 殊

記号 しか 使用 で きな い もの とい う考 え方 が多 い ため 、 日本 語 の文 章 を英 字

や ロ ー'マ字 で処 理 を行 な い 、そ の後 よ うや く漢 字 かな 湿 り文 に よ る表現 に

対 す る要 求 が強 くな って 、英 字 と同'じ表音 文字 で あ る カ タ カナに よ る表現

が可 能 とな った 。

これ は コン ピ ュー タに よる情 報 処 理 の出力 表 示 の方 法 と して は 、非 常 に

大 きな 前 進 で あ った とい う ことが で きる。

従 来 、手 書 きや ゴム印 な どを使 用 して処 理 され てい た 給与 明細 書 の人 名

や 、販 売 、購 買 関係 の台帳 に 使 われ る顧 客 や 下請 業 者 の名 称 、 お よび住 所、
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製 品名 や規格 寸 法 な どの処理 や官 庁 関係 の届 出資 料 の 文 字 情 報 の1部(カ

ナ文 字 の使用 が許 さ れ てい る範 囲 の もの)に つ いて 、 そ れ ぞれ カ タ カナを

利 用 し、事務 の省 力 化 が な され る よ うにな った。 と くに 、企 業 に お い ては、

このほ か に も、販 売 ・購買 ・在 庫 ・生 産 な どの分野 で使用 され て い る各 種

の伝 票 類 な ど、カ タ カ ナの利 用 され る範 囲 は かな り広 い。 また コン ピ ュー

タのハ ー ドウ ェア 、 ソ フ トウ ェア 、お よび端末 機 器や 通 信技 術 の 進 歩 に よ

って 、情 報 サ ー ビ ス(文 献検 索 や出 版 物 の サー ビス、 ダ イ レク ト ・メ ール

な ど)の 分野 に お い て もEDP化 が 進 み 、 カ タカ ナの使用 が 多 くな って来

た 。

しかし、これ で コン ピ ュー タの 出力(印 刷)に 対 す る不満 が 解 消 さ れた わ

け で は な い 。 日常 使 用 して い る 日本 語 の文 章 は 、 この よ うな か な文 字(ひ

らが な 、 カタカ ナ)ば か りで は な く、新 聞 、雑 誌な どの文 書 は すべ て漢字

か な湿 り文 で表 現 され てお り、 生活 環境 の な かには 、漢 字 か な 湿 り文 が 、

感 覚 的 に も感 情 的 に も一般 的 な表 現 方 法 と して受 け と られ 、か な文 字 だけ

の 表現 に対 して は 、 と くに幼 い子 供 で ないか ぎ り異 和感 を覚 え る。

ーまた
、 かな文 字 は 表 音 文 字 で あ る か ら個 々の文 字 に は 一定 の音 だ け が あ

って意 味 は な く、 い くつ かの文 字 を組み 合 わせ て言葉(単 語)と な った と

きに は じめ て意 味 が 表 現 され る のに対 して 、漢 字 の よ うな 表 意 文 字 は 、個

々の 文 字 に固有 の意 味 が あ り、文 字 そ の ものが 、単語 と して・め音 を そ な え

てい る。

そ のた め 、か な文 字 は 、漢 字 の よ うな表 意文 字 とち が って文 字 の意 味や

感 情 や情 緒 な ど文 字 と しての ニ ュア ンスが伝 わ らない の で 、 日本 語 と して

の 異 和感 が生 じる もの と思 わ れ る。 かな文 字 だ けの表 現 方 法 を用 い た場 合

には 、同 音 異義 語 な どの取 り扱 い が で きない ため 、誤 った情 報 が伝達 され

た り、意 味 を取 り違 え るな どの 問題 が生 じる恐 れが ある 。

そ こで最 近 に な って 、 コン ピ ュー タの出力 情報 と して漢 字 の 必 要性 が 叫

ば れ 、漢字 処 理 の シ ス テムや漢 字処 理 の た め の入 出力 装置 が コ ン ピ ュー タ
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・メーカな どで数 多 く開 発 さ れ て きて い る。 この よ うに 我 々が 、 コ ン ピュ

ー タに対 して持 ってい た"処 理 面"の 要 求 の ほ か に 、 よ り使 い やす い とい

う"満 足 面"の 要 求 が強 ま って き てい る こ とと 、従 来 の数値 計算 中 心 の情

報 処 理 か ら文 章情 報 を 中 心 と した情 報 処理 の 分 野 まで 、その適 用面 が広 が

って きた た め で ある とい え る。

こ う した企 業 活動 にお ける重 要 な機 能 で あ る情報 処 理 の 分 野 にお い て 、

文 書情 報 と くに 漢字 に よる表 現 が重 要 視 され る よ うにな った の は、

① コ ン ピ ュー タに よる情 報処 理 分野 の拡 張

② 文 書 情 報処 理 の 省 力化

③ 文 書 情 報 処 理 の迅 速化

④ 文 書 情 報 処理 の正 確性

と い った面 か ら も理 解 で きる。

この こ とは 、各 企 業 とも十分 認 識 して い る とは 思 うが 、 コ ンピ ュー タ ・

メ ーカや報 道 、出版 な ど限 られ た業 種 を除 い て あ ま り普 及 して お らず 、 こ

こ2～3年 前 頃 か ら製造 業 な ど一般 企 業 に お い て も隙 々に 利用 され る よ う

に な って きた。

しか し、前 述 した よ うに企 業活 動 の ほ とん どの情 報 は 、 日本 語 で あ り、

日本語 を処理 す る うえ で切 り離 す こと の で きな い 漢字 か な湿 り文 が 、 その

必 要 性 を認 め られ な が ら も普 及 しな か った理 由 と しては 、

① 漢 字 か な湿 り文 を処 理 す る のに適 当 な ハ ー ドウ ェアや ソ フ トウ ェアが

な か った 。

② ハ ー ドウ ェア が あ って も、高 価 で あるた め 、人 手 で それ を処 理 す る労

働 力 と比 較 して あま り効 果 が な い 。

③ ハ ー ドウ ェアの制 約(文 字 数 や 出 力表 示 方 式 な ど)が 多 く、特 定 の用

途 以 外 に 利用 で きな い。

④ ハ ー ドウ ェアの取 扱 い が非 常 に 専 門 的 で 、 高度 の技 能 的熟 練 度 が要 求

さ れ る。
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⑤ ハ ー ドウ ェアを 取 扱 う熟 練技 能 者 の教 育 訓練 が 十分 に で きない た め 、

なか な か補 充 す る のが むつ か しい 。

が あげ られ よ う。 そ のた め 、や む な く英 数 字 の組 合せ や カ タカ ナを 使用 す

る か 、そ れが 使用 で きな い箇 所 は 、従 来 通 り人 間側 に負 担 を さ せ て きた 。

い っぽ う、最近 に な って ハ ー ドウ ェアの進 歩 に よ り、処 理 時 間 の速 い 、

大 容量 の活 字 が扱 え る(4,000～6,000字)漢 字 入 出力 装置 が 開発 さ

れ た ことや 数百 語 の け ん盤 を数 千語 の文 字 に展 開 す る よ うな制 約(書 体 、

文 字 の大 きさ、横 書 き縦 書 きな どの制 約)が 比 較的 自由 に 選択 で きる ハー

ドウ ェア も開発 され 、入 手 で き る よ うに な った こ とが 、最 近 の漢 字 入 出力

装 置 の普 及 に つ なが って い る。

だが 漢 字入 出 力 装 置 が 高 価 で あ る とい う問題 は 、まだ解 決 され てい ない。

これは 漢 字情 報 を直 接 入力 す る こ とに問 題 が あ り、ハ ー ドウ ェア と しての

漢 字入 出 力装置 が 高 価 に な る原 因 に な ってい る と思 われ る 。

ま た 、表意文 字 と して の漢字 の宿 命 で あ ると い えるが 、英 字 や か な 文字

の よ うな 表音文 字 に 比 べ て

① 文 字 の字 数 が非 常 に多 い。

② 字 形 が複 雑 で ある 。

③ 一定 の ノレール(英 字 の場合 のABC順 、か な文字 の場 合の 五 十 音順)

で分 類 した り、配 列 した りす る ことが で き ない 。

④ 文 字 の 読み 方 が 、 一定 していな い 。

な どが あ げ られ 、 これ ら漢字 の特 徴 が 、 コ ン ピ ュ ータで情 報 を処 理 す る上

で は短 所 と な って い る 。

このた め漢 字 を コ ン ピ ュー タで処 理 す るた めの コー ド化(ビ ッ トの構 成)

を考 え る場 合 、

① 取 り扱 う字数

② 分 類 方法

③ 配 列
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④ 読 み 方

⑤ 同 字 異 体

な ど を ど うす る かが 問題 で ある 。現在 の と ころ これ らに 絶対 的 な ル ールが

ない た め 、ハ ー ドウ ェア ・メーカ独 自の考 え 方 で処 理 され てい る。 そ のた

め 、 各 メ ー カご とに独 自 の ビ ッ ト構 成 を と って お り、 ハ ー ドウ ェア の互 換

性 が な く、 しか も 日常 使用 され て い る漢字 を カ バ ーす るため には 、 ど うし

て も大 が か りで高 価 な ハー ドウ ェアに な って しま うとい う事 情 が あ る 。

2.2漢 字 かな 混 り文 出 力 の必 要性

今 日 、多 くの企 業 に お い て 、経 営 計画 、販 売 、購 買 、生 産 、人 事 、会計、

財 務 、技 術 、研 究 、設備 保 全 な どい ろ いろ な分 野 に お い て 、 そ こで発 生 ・

伝達 ・処 理 され る情 報 の処 理 手 段 と して コ ン ピ ュ ータが広 く使用 さ れてい

る 。

そ して 、 これ ら い ろい ろ の分野 に お け る情 報 は 、

① バ ッチ処 理

② リモ ー ト ・バ ッチ処 理

③ リアル ・タイ ム処理

④ タイ ム ・シ ェア リング処 理

な どに よ って処 理 されて い る。

また こ れ らの情 報 は 、

1)数 値 情 報

2)文 章 情 報

3)図 形 情 報

に分 類 さ れ るが 、 いず れ に して も業 務 の目的 、性 質 、 ハ ー ドウ ェア の制約

な どに あ わせ て使 用 され て いる の が現状 で あ ろ うと思 わ れ る。

情 報 処理 の中心 に な って きた のは数 値 情 報 で あるが 、企 業活 動 に お け る

情 報 処 理 の 手 段 と して 、EDP化 が進 んで オ フラ イ ンか ら オ ン ライ ン 、計
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算処 理 か ら情 報検 索 や 図形処 理 へ とそ の適 用 範 囲 が広 が って くるに したが

って 、従 来 あ き らめ て い た漢字 かな 湿 り文 出力 の 問題(日 本語 に よ る出力)

に も メスが入 れ られ 、か な文 字 や漢字 の入 出力 装 置が 、作 られ る ように な

った 。

この ことは 、情 報 を処 理 す る内容 が数値 計算 を 中心 と した も のの場 合に

は 、取 り扱 う文 字 も数 字 を中心 と した も ので あ り 、その補 助 的な役 割 と し

て(タ イ トル や項 目の 説明 な ど)英 字 や カ タ カナ をわ ず か に 使用 す れ ば よ

か ったが 、情報 処理 の適 用範 囲 が広 が り、情報 検 索 や タイ ム ・シ ェア リン

グ ・シ ステ ムが 取 り扱 われる よ うに な った り、漢 字 の入 出 力 装 置 が 開発 さ

れて くる と、 日常 使 ってい る文 字 を 自由 に使用 して、情 報 を処 理 した い と

い う要 求 は ます ます 強 い もの に な って くる。 日常 生 活 を支 え てい る 情報 の

基礎 は 漢字 に ある。 漢 字 の もつ 特長 をぬ きに しては わが国 の情報 を 取 り扱

う ことは考 え られ な い 。従来 、情 報 処 理 の 効 率 化 が強 く要 求 され 、重 要

視 され て い たた め 情報 処 理 に お ける漢 字 の 問題 は 、印 字 効率 の低 下 を招 く

な どの理 由 に よ り軽 視 さ れてい たが 、 コ ンピ ュー タに よる情 報処 理 の適用

分 野 が広 くな って くる と、漢 字 の問 題 を軽 視 す る ことは で きな くな り、 コ

ン ピ ュ ータに よる情 報 処 理 に 漢字 の問題 が取 り入 れ られて きた。 わ が 国 の

"情 報"の 中心 が 漢字 を主 体 と した漢 字 か な湿 り文 で あ る こ とを考 え てみ

て もそ の重 要性 は理 解 で きる し、今 後 ます ます そ の役 割 りの重 要 性 が理 解

さ れ る で あろ う。

わが 国 で は 、 身 の ま わ りの情 報 が 、発 生 、整 理 、計画 、決 定 、実 施 の段

階 でそ れ ぞ れ いか に情 報 が処 理 され 、そ の処 理 を行 な う場 合 の行 為 と して

ど んな も のが あ り、 その行 為 がEDP化 の対 称 と して 、 どの よ うな適用 業

務 が 考 え られ る で あ ろ うか 。そ の行 為 を理 解 する ため に 、各 段 階 に お ける

行 為 の要 素 を表2-1に 示 す 。

この よ うに情 報 を処 理 する場 合 、受 け取 った情 報 を正 し く理 解 し、 その

情 報 に も とず い て計 画 をた て た り、決 定 を した り、実 施 を す る とい う行 為
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表2-1人 の行 為 要 素

行為

段階
行 為 要 素

行為

段階
行 為 要 素

(受 ける) 分析 ・研 究

発 受付 ・受 理 (作 る)

生
受 入 ・戻 入 ・振替 作成

受信
整

作票 ・作表

段
受領 ・収納 調整 ・調剤

階 購入 (集 め る)

検収 収集

(書 く)
理 編集

記 入 ・記帳 ・記録 ・消 込 (分 け る)

、

筆 記 ・速 記 ・転 記
分配 ・配 分 ・割 当

仕 訳 ・分類 ・分析
トレ ー ス ・写 書 ・浄 書

(整 え る)

整
タ イ プ ・印 刷 段 整 理 ・整 頓 ・整 備

起案 準備

(計 算 する) 綴込 ・切 抜 ・添付 ・挿 入

理 計 算 ・算 出 ・集 計 移管

検 算 ・精算 ・決算 階 修繕

(調 べ る) 清掃
段

調 書 ・再 書 ・下調 (話 す)

照 合 ・対 照 ・校 正 ・読 合 せ 連絡

階 照 査 ・精査 ・点検 ・診 療
計
(考 える)

測 量 ・測 定 計 画 ・企 画
画

検 査 ・試験 ・選 考 発 案 ・立 案 ・考 案

段
検収 見積

審 査 ・審議
階

設計
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行 為

段階
行 為 要 素

行 為

段階
行 為 要 素

調整 司会

計 研修 (送 る)

検討 送 付 ・返送 ・発 送 ・運 搬

画
研究 (出 す)

段
(話 す)一 発 信 ・呼 出

交 渉 ・打 合 ・折 衝 実 払 出 ・振替 ・支払 ・納 付

階 討 議 ・合議 ・会 議 発 行 ・発表

査 定 ・算 定 提 出 ・出願 ・届 出 ・掲 示

(決 め る)
施 派 遣 ・出席 ・参 加 ・出 張

決 決 定 ・専 決 ・決裁 ・採択 (配 る)

定
承 認 ・確 認 ・認 証 交 付 ・回付 ・回 覧 ・供 覧

評 定 ・認 定 ・算定 ・決算 配 付 ・配 布 ・配 給

段 段
指定 (知 らす)

階 検 印 ・捺 印 通 知 ・通 牒 ・通 告 ・通 達 ・

契約 社達

実
(伝 える) 階 報告

施
命 令 ・発 令 ・指 令 ・指示 回答 ・応答

監 督 ・視 察 申告 ・上申
段

立 会 ・督 促 (整 え る)

階
管 理 ・統 制 保 存 ・保 管 ・格納
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が な され る 。 しか しこれ らの 各 段 階 に お け る行 為 は 、ほ とん ど個 人 の な か

だ け で処 理 され る ので な く、 そ の個人 に関 連 す る まわ りの人 達 との間 で情

報 の伝 達 とい う行 為 が な され る。 この ため受 け と った情 報 を正 しく理 解 す

るた めに 、書 いた り、 計算 す る とい う行 為 に 始 ま って 、調 べ た り、分 類 し

た り、作表 す る とい う よ うな情 報整 理 の行 為 が行 な われ る。 さ らに この整

理 され た情 報 を も とに 計画 し、決定 し、実 施 す る。

こ の よ うに 受 げ取 った情 報 を正 し く理解 し、それ に も とず く意 思 決 定 を

正 確 に他 の人 に伝 達 す るた め に 、浄 書 を した り、 タイ プ した りして い る し、

資 料 を作成 した り、検 討 、調整 、決 定 、指示 、発 表 、報 告 も行 な って い る。

そ して こ の一連 の情報 処 理 に用 い られ て い るほ とん どすべ て の情報 は 、 日

本 語(漢 字 か な湿 り文)を 中心 と した情 報 で行 な われ て い る。 この ため わ

が 国 に お いて は 、情 報 を正 し く理 解 して意 思決 定 を行 な い 、誤 りな く正確

に情 報 を伝達 する に は 、漢 字 の 問題 を 無視 して情 報 を処 理 す る こ とが で き

な い ことは 言 うまで もな い。

そ の ため 、 コ ンピ ュー タを 利用 した 情 報処 理 の取 扱 い の 中 に も漢 字 の問

題 が 取 り上 げら れ 、漢 字用 の入 出力装 置 が 開発 され る よう にな った 事 は 当

然 の 問 題 で ある。 この コン ピ ュー タを利 用 した漢字処 理 の問 題 は 、従 来 人

手 に よ って処理 してい た 、

① 文 書 情 報 の検 索

② 人 名簿 の処 理

③ ダ イ レ ク ト ・メー ル

④ 証 券 、株 式の処 理

⑤ 文 書 管理

⑥ 見 積 作 成

⑦ マ ニ ュアル作 成

⑧ 官 庁 提 出用 資 料 の作 成

⑨ 営 業 ・経 理 ・購 買 ・在 庫 な どの 台帳 作 成
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⑩ 各 種 帳 票 類 の発 行

な どEDP化 の 新 しい適 用 分 野 が 開 発 で きよ う。

また これ ら情 報 処 理 にお け る漢字 出力 の問題 は 、従来 コ ン ピ ュータの出

力 と して使用 され て きた ローマ字 や カ タカナ な どに比 べて 、情 報 を受 け と

る側 か ら見 て読 み や す くしか も理 解 しやす いば か りで な く、従 来 す で にE

DP化 され てい る他 の シ ステ ム(人 事管 理 、営 業 管理 、会 計処 理 、購 買 管

理 、在 庫管 理 、生 産 管 理 な どの情 報 処 理 シ ス テ ム)と 一元 的 に連 続 したも

の と して処 理 で きる メ リ ッ トが 得 ら れる 。

この こ とは 、 コ ン ピ ュー タで処 理 された 出力 レポー トを わ ざ わざ人 手 を

かけて漢 字 に書 き直 した り、 タイ プで打 ち直 す必 要 もな くなる 。 こ の よ う

に 一度 コン ピ ュー タで処 理 した情 報 を読み に くい とか 読 み誤 りの可 能性 が

あるため に人手 に よ って再加 工 す る とい った問題 は 、人 名 、会 社名 、住 所、

製 品名 、部 品名 、規 格 、工程 名 な ど比較 的 固定 化 されて い なが らも、繰 り

返 し性 の 強 い ものが 多 く見 受 け られ 、多 大 な労力 と時 間 を 費 す もの が多 い、

この よ うな情 報 の 再加 工 の問題 は 、漢 字 出力 が 可能 に なれ ば な くな る し、

漢 字 処 理 の問 題 は 、 す でにEDP化 され て い る シ ステ ムに組 込 む こ とに よ

り解 決 す る こ とが で き る。

ま た人 名簿 や見積 書 、 マニ ュア ル作 成 作 業 の よ うに漢字 を必 要 と す る ニ

ー ズは大 きいけ れ ど も
、そ れ を処 理 す るた め の労力 や時間 が 問題 とな る も

の は 、 コ ン ピ ュー タ に よる処 理 を考 え ず 、最 初 か ら人 手 や 印刷 に よ って行

な われ てい るこ とが 多 い。

2.3固 有名詞処理に対す る需要

わが国にお ける文 書の情報処 理(そ れは当然漢字処理の問題 に繋が るも

の で ある)の うち、大量 事務処理の範疇に属 するものを取 り上げ てみると、

その筆頭 になるべ き ものは、 なん とい って も各種 の名簿 の作成 と郵便 物な

い しは これ に類 する往復文書な どのあて名 の印刷 で あろ う。
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参考 ま で に郵政 省 の昭和46年 度 郵 政 統 計 年 報(郵 便編)に つい て 、内

国 通常 郵便(小 包 は含 まれ な い)の 引 受 件数 をみ る と、昭 和31年 度 の

500万1,220通 に対 し、昭和46年 度 は1,175万9,449通 と、約

15年 間 に2倍 以 上 の伸 びを示 してい る。 また 、昭 和46年 度 にお け る内

国郵 便(通 常 郵 便)の 料 金 納 付形 態別 件数 の割 合 をみ る と、切 手貼 付 の も

の が56%、 料 金 別納 お よび料 金 後納 に よ る ものが44%で 後 者 の比 率 が

予 想 外 に 高 い 。 もち ろん 、料 金 別 納 な どの場 合 で も、 あて名 印刷機 を用 い

た り、 あ る いは手 書 きに よ る もの の比 重 が 圧 倒 的 に 高 い とは思 わ れ るが 、

コン ピ ュー タの普 及 、人件 費 の上 昇 な どに よ り、 コンピ ュータか ら の出力

に よる ものの 件数 が相 当 上昇 しつ つ あ る もの と推定 さ れる 。

と ころで 、名 簿 お よ び あて名 を構 成 す る主 な 要 素 は 、(1)個 人 、法 人 また

は各 種 の機 関の名 称 と、(2)そ れ らの住 所(ま た は所 在 地 ・本 籍 な ど)を 示

す地 名 で あ る こ とは い うまで もな い。 そ こで 、現行 の 各種 事 務 処 理 シ ステ

ムお よ び コ ンピ ュー タの利用 状 況 か らみ て 、地 名 、人 名 、企業名 お よび事

業 所名(官 公 署名 を含 む 。以 下 「固有 名 詞 」 と総 称 す る)の 漢 字 に よ る出

力 に対 す る利用 の可 能性 お よび そ の程 度 を、 ア プ リケ ーシ ョン別 に推 測 し

た も のが 、表2-2で あ る 。同 表 自体 、未 だ試 案 の域 を 出 な い もので ある

が 、 これ らの 固有 名 詞 、 と くに地 名 お よ び人 名 の 処理 に対 す る需 要 が きわ

め て強 い こ とは 、疑 う余地 が な い。
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表2.2漢 字 に よる固有名詞処 理 システムに対す る需要の見通 し(試 案)

ユ^1.

(勲]ミII∫D

適 川 業 務
使 用 す る 固 有 名 詞 の 種 類 需 要 の

タイ フ
業 務 内 容 の 例 示 備 考地 名 人 名 企 業 名 騨 ‡ 官 公 署名

厚 ∫ILw トノ'1川 鉄保険 ・健康保険 ・児 童手当 ○ ○ ○
.

目
◎ 保険料徴収事務、裁定事務、支給事務

労 働w 脱窒保険 ・労働者災害補償保険 ○ ○ ○ ◎ 同L

警 察 庁 自動 ・卜運 転 免許 管 理 ○ ○ ㊦
運転免許証の発給、違反通告、免許の停止 ・

取消し通告

運 輸 省 r1動 車 登 録 ○ o ○ O ○ ◎
自動車登録証の発行、手数料徴収、重量税の

徴収、 リストの作成

国 税 庁 源 泉 所 得 税 徴 収 ○ ○ ○ 乙 受領通知の発行

" 叩{`i所 得 税 徴 収 ○ ○ △ ◎
申告用紙の配布、納入告知書の発行 、書促通

知、受領書の発行

" 法 人 税 徴 収 ○ ○ ∠ 同 卜

都 道 府 県 ト蚕 業 税 徴 収
○ ○ ○ こ、 同 上

" r1動 車 税 徴 収 ○ ○ o ◎ 同1.

llll《 町 村 軽 口 動 車 税 徴 収 △ ○ ○ 心 同 じ

" 住民 税徴 収(申 告分) 乙 ○ ○ ◎ 同L

" 源 泉 住 民 税 徴 収 o ○ ○ ○ △ 納税顧の通知,督 促し受領通知

" 固 定 資 産 税 徴 収 ○ ○ ○ o 同 上

" 国 民 年 金 △ O △ 同 上

" 国 民 健 康 保 険 ム O △ 同.ヒ

'「 選 挙 公 営 △ o ○ 連単人名簿作成、投票所入場券発行

川 腰 の'f鳩 の◎繊 輪 ステAb』b・ 移行が蹟 縮 臥 ◎ぽ 行・P・TLの類 とNt・ て舷 の蜘 がmeさh"も の、△噸 牢 でにや領 鯛 撤 するとみられるもの.tmt。
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N
》9
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ユ ー ザ 適 用 業 務
使 用 す る 固 有 名 詞 の 樋 類 需 要の

タ イ プ
業 務 内 容 の 例 小 備 月

地 名 人 名 企 業 名 反 問 事業所 名 Tl公 署 名

市 区 町 村 住 民 福 祉 △ O O
米穀通帳、就学通知、児童r当 、共済事業、

各種表彰者の名簿作成、通知苫の発U

・

地 ゐ 公 営 企 業 ポ迫事 業.下 水道事 業 ○ o O C O 納入通知書およひ受領画の発行

山 冠 公 社 料 金 徴 収 ○ ○ ○ ○ ⑤ 同1

NHK 同L ○ ○ o C 同1
ノ

屯 〃 会 社 同}』 ○ ○ C C ○ 同}三

ガ ス 会 社. 同1' c ○ で c ○ 同L

郵 政 省 簡 坊 生 命 保 険 ○ c △ lld}.● よ ひ 所 得 控 除 証 明1駕 発II

生 命 保 険 会 社 生 命 保 険 ○ ○ 斥 同1.

損 害 保 険 会 社 火災保険 ・日動車{'《険 ・傷害保険 ○ O ビ ε 同 ヒ

巴 毯 川、'.s組 合

ト共同または委託)
農 桑 共 済 ○ c e △

名簿の作成、引受通知書、納入通知 ξ}、支

払通知書等の5t行

1、 樋 戊1、済 組 合 年 金 中業 、医 療給 付 ○ ○ o ⊂ ○
名簿、組合員証、年金証山、支給通知等の

発行

辰K協 同 組 合

共同または委託)

'農 業 事 業 全 般
△ ○ △ △

組合員名簿、共済事業の受払、信川、経済

等の各種事業の受払通箱1

斬1川 ・出 版 ・

放 追 再=業
新聞 ・出版 ・放送Lμ業 ご ○ C C o ●

原稿の送受信、編集、版F作 成、配事の保

存、斌光 ニュース・7駐 の編集

大 学 等 学 籍w理 等 ○ ○ △
学籍簿、成栢簿、授業料徴集、成績証明 、`}

発行等

大 作 文 株 式 業 務 ○ o ◎ 株主名簿の作成、総会招集、配当支払等

各 種 企 業 対 顧 客 サ ー ビ ス o ○ C C e ◎ 顧客名簿作成、ダイレク トメールあて名記入

官公庁古 び摘縫 業 杭」1調査・1目論調査 ・市場調査 C ⊂ 「 ⊂・ c △ ○
母集団または個別的 な標本の名 簿の作成、

訪問通知、調査票上 の回答者欄の記入

`匡1じ2こ)ヒ 電 報 △ △ △ △ △ △



2.4公 文 書 処 理 の 考察

わ が国 にお け る情 報処 理 の分 野 で は、近 頃 、 文 字情 報 の処 理 あ るいは文

書 情 報 の処 理 とい うい わ ゆる 日本 語 の情 報 処理 が 、 に わか に脚 光 を 浴 びる

よ うに な って きた。 そ して 、 日本 語 の漢字 単 語 、文 法 お よび構 文 の 研究 を

は じめ と して 、漢 字 入 出力 装 置 の開 発 、漢 字 の字種 や 、 コ ー ドお よび キ ー

ボ ー ド上 の配 列 の統 一 な どの動 きも 、逐 次本 格 化 しつつ あ る。

しか しなが ら、 日本語 情 報処 理 シ ス テムの開 発 に あ た って 、 も っと も重

要 な 問題 点 の1つ で あ る文 書 そ の ものの性 質 の 解 明 や 、形 態 的 な分類 につ

い ての研 究 は 、情 報 処理 シ ステ ム との関連 づけ とい う点 に着 目す る 限 りに

お いて は 、未 着 手 の状 態 といえ る。

第1章 「総 論 」 で 、t情 報'と い う言 葉 の背 景 を究 明 した が こ こ では、

各 種 の文 書 の中 で も、情 報処 理 の対 象 と して も っ とも適 切 と み られ る 公文

書 を素材 と して 、 カ タカナ入 力 方 式 を採用 した 日本 語情 報 処 理 シ ステ ムの

開 発 に と もな う諸 問題 を と りあげ 、 これ を通 じて 、 日本 語 情 報 処理 の全般

に わた る問題 解 決 の端 緒 を得 る こと を狙 って考 察 した も の で ある。

2.4.1公 文 書 の定 義

公文 書 も 、文 書 の一種 で あ るこ とは 、い う ま で もな い 。 した が って 、

公文 書 の性 質 を明 らか に す るた め に は 、順 序 と して 、ま ず文 書 とは いか

な る もの で あ るか を考察 す る必 要 が あろ う。

(1)文 書 とは

「文 書 」 とい う言 葉 の定 義 に つ い ては 、 い くつ か の説 明が行 な われ

てい るが 、つ ぎに代 表 的 な例 を2つ ほ ど掲 げ る。

① 文 書 とは 、文 字 そ の他 の記号 の組 合 せ に よ っそ 、思 想 的 な 意 味を

表 現 して いる有 形物 をい い 、そ の記 号 は 、電 信 符 号 や 略号 で も よ く、

有形 物 に は 、木 、石 、金属 を も含 む が 、写 真 、音 盤 、楽 譜 の よ うな

も のは 、文 書 では ない(末 川博編 、 日本 評論 社 刊 、新 版 法 学 辞 典)。

② も っ とも普 通 の用 法 と して は 、書 面 の意 味 に用 い られ 、口頭 に よ
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る表 示 に対 する もので あ る(請 願 法 第2条 、政 治 資金 規 正法 第6条

第1項 等)。

訴訟 法 上 では 、物 体 に各 人 が 知覚 で きる 記号 に よ って思 想 を表示

した もの 、 また は紙 片 、帳 簿 、布 ぎれ な どに文 字 そ の他 の符 号 に よ

って思想 を あ ら わ した もの 、 と解 され てい る 。後 者 の 意 味 に お け る

文 書 で証 拠 とす る こと がで きる ものを書 証 と い う(民 事 訴訟 法 第

311条 ～第331条)。

刑 法 上 で は、事 実 の証 明 または権 利 義務 を 内 容 とす る意 識 の 表示

で発 言 で きる符 号 また は象 形 に よ って物 体 に記載 された もの をい う

も の と され 、 この うち 、発 音符 号 に よる もの を狭 義 の文 書 とい い 、

象 形 に よる もの を図 画 とい う(刑 法第155条 、第156条 、第158

条 お よび第159条)。 公 職 選 挙法 第]42条 の文 書 図 画 も この意

味 で あ る 。(佐 藤 達 夫 ほ か2名 編 、学 陽書房 刊 、法 令用 語 辞 典)

い っぼ う文 書 の 内容 を構 成 す る もの は、 「文 章 」 で ある。 「文 章 」

は 、思 想 、感 情 、事実 な どを示 す1つ ま たは2つ 以 上 の つ なが りを も

っ文(セ ンテ ンス)の 集 りを いい 、一般 的 には 、書 き言 葉 で あ り、文

が連 続 した 散文 形 式 の もの を指 す ことが 多 い 。文章 が 、紙 な どの 記録

媒体 上 に 、文 字 そ の他 の記 号 の組 合 せ に よ って表 現 さ れた と きに 、そ

れ は文 書 とな る。文 は 単 語 およ び区切 り点 な どの 記 号 で構 成 され 、単

語 は 文字 で構 成 され る。

文 章 は 、その執 筆 の 目的 か らみ て 、つ ぎの よ うに分 類 す る こ とがで

きる 。

① 書簡 文 … ……特 定 の相 手 と交 信 す る ため の文 章

② 記事 文 …… …事実 を 記録 し、また は報 道 す るた め の文 章

③ 解 説 文 … ……知識 を 秩 序 だ てて解説 す るため の文章

④ 文 芸作 品 ・論 説文 …… …読 者 の思 考 や行 動 を促 す ため の文 章

上 記 の よ うな各 種 の用語 の相 互 関連 を図 示 す る と、図2-1の よ う
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に な る 。

図2-1 用語 の相互関連

(2)公 文 書 とは

「公文 書 」 とい う言 葉 は 、元 来 、刑 法 お よび民 事 訴 訟 法 に お い て、

「私 文書 」 に対 す る言 葉 と して用 い られ て きた も ので あ る が 、 これに

も大別 して 、2と お りの説 明 が行 な わ れてい る。 すな わち 、刑 法第

155条 第1項 で 「公 務 所 マ タハ公 務 員 ノ作 ル可 キ文 書 」 と規定 して

い るのは 、組 織 体 と しての官 公 署 と、裁判 官 、検 察官 、公 証 人 、普 通

地 方公共 団体 の監 査 委員 な どの よ うに 単独 で権 限 を行 使 す る公務 員 を

も区別 す る趣 旨 か ら述 べ られ た もの と思 われ 、法 律 関係 の辞 典 な どで

は 、同 趣 旨の 説 明 が 一般 的 に行 な われ てい る 。 これに 対 し、官 公 署 名

に よる文 書 で あ って も、 その 作 成 のため の書 記的 作 業 は 、 自然 人 であ

る公務 員 が行 な うの で ある か ら、そ の 作成者 を 「公 務 員 」 で ある と し、
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「公務 員 が そ の職務 上作 成 した文 書 をい い 、そ れ以 外 の く私 文 書 〉 に

対 す る 」(平 凡 社 、世 界大 百 科辞 典)と 説 明 してい る例 もみ られ る。

行 政 の分 野 で は 、公文 書 に相 当 す る用 語 と して 、 「公文 」 な い しは

「交 換 公 文 」 とい う言葉 が用 い られ る こ とが 多 く、 昭和21年12月

9日 の次 官 会議 申 合 せ に よ る 「官 庁 の用 語 ・用 字 をや さ し くす る件」

に おい て も 、 「公文 用語 の手 引」 と い う表 現 が用 い られてい る。 また、.

「公用 文 書」 とい う表 現 も、当用 漢 字 表(昭 和21年 内 閣告示 第32

号)の 「ーまえが き」 に見受 け られる 。 なお 、 これ らに類 似 する用 語 と

して は 、 「公 用文 」 とい うの が あ り、現 在 で も比 較 的 頻繁 に用 い られ

てい るが 、 これは 、 「官公 庁用 の文 章」 に 相 当 す る もの といえ よ う。

以 上 の例 に見 られ る よ うに 、司 法 の分 野 で は、 あ らゆ る文 書 を 、公

文 書 と私 文 書 の2つ に区分 してお り、行 政 の分 野 で も、多 少 の表 現 の

差 異 が認 め られ る場 合が あ る に して も、 ほ ぼ大 同 小異 で 、 これ ら の考

え方 が 、他 の分野 に も、広 く波 及 して い る よ うに見 受 け られ る 。

い っぽ う、事務 管 理 の立 場 で は 、 「ドキ ュメ ン ト」 、 「帳票 」、「フ

ァ イル 」 な ど、文 書 を意 味 する 言葉 が盛 ん に用 い られて い るが 、公 文

書 と私文 書 とい うよ うな分類 は 、特 別 に は問題 に されて いない よ うで

あ る。

しか しなが ら 、 日本 語 情 報処 理 の立 場 か らは 、文 書 の分類 に対 する

上 記 の よ うな認 識 だけ で 十分 とい え るで あ ろ うか。公 文 書 で な い もの

は 、 す べて 私 文書 と して一括 して さ しつ か え な いか ど うか 。 これ らの

点 に ついて は 、 この際 改 め て検 討 の必要 が あ ると思 われ るが 、結 論 か

ら先 に言 えば 、 あら ゆる文 書 を 、 まず 「業 務 用 文 書 」 と 「私文 書 」 に

大 別 し、前 者 を さ らに 、 「公文 書 」 と 「事 業用 文 書 」 に区分 す るのが

よい ので は な かろ うか 。そ の理 由 の要 点 だ け をあ げ れ ば 、第1に は 、

官 公庁 以 外 の企 業 、団体 な どが業 務 上作 成 する文 書 を 「私文 書 」 と し

て 、個 人 が他 人 と交 際 上交 換 す る手紙 の種 類 と同 一視 す るの は 、 明 ら
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か に不 合理 と考 え られる こ とで あ り、第2に は、そ れ らの 事業 用 文 書

の内容 お よび形 態 が 、個 人 間 に交 換 され る書簡 な ど よ りも、む しろ公

文 書 に近 似 して い る こ とで あ る。

2.4.2公 文書 の特 徴N

公 文 書 と私 文 書 とを対比 す る と 、 い くつ か の相 違点 が 見受 け られ るが、

そ れ らの う ち、公 文 書 の特 徴 と して あげ られる のは、 つ ぎの よ うな もの

で あ ろ う。

① 内容 に 強 制 力 を伴 うことが多 い。

② 普 遍性 お よび 公 開性 が 高 い。

③ 文 書 と しての 寿 命が長 い。

④ 冗 長 度 が極 め て乏 しい。

⑤ 形 態 が統 一化 され て い る 。

⑥ 取 扱 手続 が制 度 化 され て い る。

⑦ 作 成権 者 が 限定 され て い る。

⑧ 解 釈 上 の共 通 的 な 原則 が確 立 され てい る。

⑨ 階 層 構造 を して い る。

上 記 の よ うな公 文 書 の特 徴 は、情 報処 理 シ ス テム構 成 の 基本 仕 様 に対

し、大 きな影 響 を 与 える もので あ るの で 、改 め て細 目に わた る検 討 を進

め る必 要 が ある。

2.4.3公 文 書 の種 類 と作成機 関

わ が国 に は 、立 法 、行 政 、司 法 の3つ の機 関 が あ り、 そ れ らの 機 関 の

性 質 に よ って、 作成 され る公 文 書 の種 類 も異 ってい る。各 機 関の種 類 と、

そ こで 作 成 され る公 文 書 の種 類 に つ いて 、相 互 の関係 の 概略 を図 示 す る

と、 図2-2の とお りで あ る。
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国

の

機

関

(議 員提 出)

立法機 関 立 法に 関す る文書

へ

← 政機関

司法機関

法 律 ・条 約 ・予算 ・決算

㊦ ＼ 規 則
　 ニ 　

、行政幽 する嬬_口 ・ 不

㍉夕 ㌧
/へ__驚 ∴ ∴

文 ・各種 調書な ど

国 の機 関 と公文書の種類図2-2

注:点 線 は 、当 該機 関 の内 部 管 理(司 法行 政 な ど)に 関す る もの で 、衆

議 院規 則 、最 高 裁 判 所 規 則 な どが 、 これに該 当 す る 。

地方 公共団体 の場 合は、図2-2の うち、司法 に関す る部分 、政 令お

よび府 ・省令の部分 を除 いて、国の機 関の場 合に準 ずる。

2.4.4そ の他の問題 点

公文書 を対象 とす る情報処理 システムの設 計にあた っては 、上記のほ

か 、つ ぎのような諸 問題 について も、 さらに具体的 な検討 を進め る必要

が あろ う。

① 公文書 について の内容 ・性質 に よる分類 の確立

② 基本 単語 の抽出のための基礎 となる文献 の選定

③ 単語表の編成区分の設定

④ 法令名の略語 、共通的 な接 尾語 、同 音異義語 な どの取扱 い
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2.5機 械 化 の 諸 問 題

日本 語 文 書 を書 く方 の 問題 と して は 、 まず 、書 くこ とに 非 常 に時 間 が か

かる こ とで ある 。 そ れ は漢 字 の文 字 パ タ ーンが きわめ て複 雑 だ か らで あ る。

た とえ ば 、 「漢 字 」 とい う単 語 も、表音文 字 の かな文字(ひ らか な 、 カ タ

カ ナ)で 発 音 どお りに 、 「か ん じ」 と書 くな ら きわめて簡 単 で あ るが 、漢

字 で書 けば 、 「漢 」 が14画 、 「字 」 が5画 で あ る よ うに 、合 計19回 の

紙 面 へ の タ ッチが要 求 され る。 も し、一般 的 な か な文 字 タイ プ ライ タを使

って 「か ん じ」 と打 つ な ら 、指 先 の タ ッチは4回 で済 む 。 この よ うに 日本

語 文書 を清 書 す るの に かか る労力 と時 間は 大 変 な もので あ り企 業組 織 、あ

る いは 社会 全体 と して も負 担 は大 きい 。 これ は主 と して 、表 意 文字 で ある

漢 字 を使 う こと とか な文 字 を使 うこ ととの比 較 で ある が、 日本語 を書 くた

め の機械 化 、 すな わ ち ピ日本 語 のた め の タ イプ ライ タの普 及 も さまた げ ら

れ て い る。和 文 タイ プラ イタで は 、熟練 者 で な い か ぎ り手 で 書 くよ りも操

作 速 度 は遅 い し、 しか もそれ を 使い こなす には職 業訓 練 が必 要 で ある 。 し

た が って 、和文 タイプ ラ イタは単 な る清 書 機 械 に す ぎず 、 日本 語 文書 を書

く作業 を機 械 化 す る とい う意 味 での タイ プラ イ タで はな い 。書 く作 業 を機

械化 す る手 段 と して は 、言語 の表 記法 に 、何 らかの表 音 文 字 体 系 を採用 し

な ければ な らな い。 あ る企 業 で は 、社 内文 書 に か な文 字 を採用 して い るケ

ー スが ある
。 このか な文 字 を採 用 して生 ず る メ リ ッ トは 、か な文字 タ イプ

ラ イタを活用 で きる の で書 くことの機械 化 が 可 能 で あ る と い う ことで ある。

著 作 家 のな かに も、 か な文字 タイ プ ライ タで原 稿 を書 く人 が 何人 か いる と

聞 く。

日本 語 文 書 を読 む こ とに 関す る問 題 と して は、 まず 、書 くこ とが 機 械化

で きない場 合手 書 きの文 章 では 文字 の読 み ず らさが ある 。 これ は書 く人 そ

れ ぞれ が 大 きな文 字 、 小 さな文 字 、各人 勝 手 な略 字、誤 字 、 ーまち ま ちの送

りが なで 書 くとい うこ とが主 な原 因 で ある 。急 いで文 字 を 書 くと きな どは、

自分 で 書 く文 字 の大 きさ な ど コ ン トロール で きな い もの で ある。 そ こで読
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みや す くす る には 、字 の 上手 な人 に清 書 して もら うか 、和文 タイ プ ライ タ

で打 つ しか な い 。 しか しなが ら ど ち ら も非常 な労 力 と時 間 を要 す る 。清書

す る とい って も、直 筆 の文字 に は必 然 的 に個性 的 な特 徴 が 混入 し、規 格化

され た文 字 を書 くこ とは で きな い。組 織 内 の管 理情 報 として は 、文 書 が も

た らす 内容 に書 く人 の個性 が あ らわ れる のは と もか く、 媒体 と して の文 字

は非 個性 的 な規 格化 され た もの が望 ま しい。媒 体 ーまで 、個 性 化 され てい る

よう では 、読 む 側 に と って は む しろ雑音(ノ イズ)に 感 じる。 それ よ りも、

文 字 は情 報 伝達 の正確 性 を第1に 期 す もので あ り明 確 で読 み や す い記 号 で

な け れ ばな らない。

日本語 は 、な ん とい っ て も、読 む ことよ りも書 くこ とに問 題 が あ り、そ

の表 記法 の トラ ブル の元 凶 とい えば 、表意 文 字 で あ る漢 字 を使 うこ とに あ

る。 まず 、第1に 、 日本 語 は正 書法 が確立 してい な い とい う意 味 で、世 界

で も類 の ない言語 とい われ る 。た とえ ば 、 「わか る」 、 「分 る」 、 「解る」、

「判 る」 、 「分か る」 、 「解 か る」 、 「判 か る」 な ど各 個 人 に よ って 書 き

方 が ま ち まち で ある 。 しか も文 字 種 が非常 に多 い こ と、 そ して 、そ れ ら多

種 の 文 字 を識 別 す るた め に 、文 字 パ ター ンが複 雑 とな って 、二重 の負 担 と

な って い る 。字種 が多 いば か りで な く、一般 の人 に は は っ き り何種 類 か と

い う こ ともあ ま りよ くわ か らない 。 この ため 、和文 タイ プ ライ タの普 及 も

遅 れ て い る。送 りが な に 関 す るル ール も不 明確 きわ ま りな く、 しか も、 と

きど き修 正 され た り してい る。 これ な どは 、 日本 語 の表記 法 にお いて 、表

音体 系 で あ るか な文字 と表 意体 系 の漢 字 とが混 然 と結 び つ い て い る ことか

ら生 じて い る もの で ある 。 しか も、分 かち書 きを しな い こ とが多 い か らま

す ーます とま ど う。表 音体 系 とい って も、カ タカナ 、ひ らが な 、の ほ か に

NHKな どとい う よ うにPRの 外来 語 には英 字 もつ か う。 この よ うな複 雑

な表 記法 を もつ言 語 は 、他 の文 明 語に は類 が な い 。 これ は 日本語 情 報 処理

シ ステ ムの技術 開発 に と っ て大 きな負 担 で あ る。
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2.6適 用 分 野

一 般企 業 にお け る 日本語 情 報 処理(漢 字 か な湿 り文 出力)の 適 用 分野 と

して 、人 事 ・販 売 ・購 買 ・経 理 とい った特殊 な適 用分 野 や 、特 許情 報 ・文

献 情報 ・役員 会 資料 ・官庁 提 出用 資 料な ど限定 された分 野 の 情 報 や 業 務 が

あ る。 しか しな が ら こ うした 一部 の 分野 に は 、適 用出 来 るが 、 そ れ以 外 の

分 野 や業務 に は適 用 で きな い とい う性 質 の もので は な く、 コン ピ ュー タに

よる情報処 理 の 出力 結 果 と して漢字 が要 求 され る もの や 、 ロ ーマ字 や か な

文 字 に比 べ て漢 字 の方 が よ り効 果的 で あ る とい うもの を取 り扱 う分 野 や業

務 に対 しては すべ て適 用 す る こ とが 出来 る。 しか しこ こで は 、 い ろ い ろな

視点 か ら見 て利 用 価 値 が大 きい と想 像 され る分野 の例 を い くつか 取 りあげ

る こ とに した 。

日本 語情 報 処 理 シ ス テム の適 用 分 野 は 、

① 文 献検 索 の よ うに大量 の デ ータを迅 速 に読 んだ り、照 合 した り 、検 索

す る必要 の あ る もの 。

② 顧 客 サ ー ビスの向 上 に つ なが る もの 。

③ 氏 名 、住 所 な ど固 有名 詞 の多 い もの。

④ 読 み誤 りを な く し、正確 性 を重 視 する もの 。

⑤ 同 一 デ ー タ(製 品名 ・工 程 名 ・規格 な ど)を 繰 り返 し使 用 す る もの。

⑥ ロ ーマ字 や か な文 字 では ま ぎ ら わ しい もの 。

⑦ 現 在EDP化 され てい る もの で 、出力 レポ ー トを漢字 に なお す ため に

手 書 きによる 再加 工 を行 な って い る もの。

⑧ 漢字 でな け れ ば な らな い ため人 手 に よ って処 理 さ れ て い る もの 。

な ど、そ の処 理 の 内容 が 省力 化 、正 確 性 、迅 速性 、サ ー ビ ス向上 に つ なが

る業務 に つい て適 用 で きる。

しか しその 反面 、 日本 語 情 報 処理 システ ムの導入 は 、

① 漢 字 を処 理 す るた め の ハ ー ドウ ェアの導 入

② 日本語 情 報 処 理 シ ステ ムの 開発
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③ 漢 字 を処 理 す るた め の デ ー タ ・パ ン チや オペ レー シ ・ンの ため の要 員

の 教 育

な ど新 し く発 生 す る費用 が 、 すでに 導入 され て い る コ ン ピ ュー タの費用 に、

'ほ とん ど置 き代 る ことな く加 わ
って来 る 。 日本語 情報 処 理 の問題 は 、適用

面 に お け る メ リ ッ トと、漢 字 を処 理 す るた め に新 し く発 生 す る費用 や要員

の問 題(一 般 に従 来 の パ ンチ ャや ペ レ ーシ ョンの作 業 に 比 べ て複雑 で高度

の熟 練 を要 す るの で 、要 員 の確保 や教 育 に問題 が あ る)な ど デ メ リ ッ トな

面 と を十分 検 討 した うえで 、 そ の導 入 を決定 す る必要 が あ る。

以 下 に使用 目的 か ら見 た適 用 可 能分 野 の例 を挙 げ る。

2.3.1日 本 語 文章 の情 報検 索

今 日 の よ うに 企業 を取 りま く環 境 が つ ぎつ ぎと変化 した り、技 術 革新

の進 歩 が は げ しい時 代 に、企 業 が外 部 か ら取 り残 され る こ とな く、環境

の変 化 に順応 し、 時代 と と もに歩 ん で い くた め に は 、企業 を とりま く内

外 の情 報 をい かに 上手 に コン トロー ル して い くかが 重要 な問題 で あ る。

この企 業 環 境 の激 しい変 化 に対 応 す るた め企業 活 動 と して の情 報 管 理 を

ど うす るか とい う事 が 重要 視 さ れてい る 。

今 日 の情 報 の増 加 は 、爆 発 的 な増 え方 を して お り、集 中的 な情 報 管理

を行 な わな け れば 、相 当 大 きいむ だ な労 力 や 時間 や費用 を費 す こ とにな

る ため 、 ど う して もEDP化 した り、全 社 的 な 立場 にた った情 報管 理 シ

ス テ ム を作成 す る必 要性 が出 て くる 。

こ のた め つ ぎに示 す よ うな い ろ いろの 情報 源 か ら必 要 な情報 を見 つ け

出 し、加 工 ・分析 した うえで 、整 理 ・記 録 してお き、利 用者 か ら要 求 の

あ った と き、 必要 な情 報 を提 供 した り、 ある いは変 化 す る情 報 をつね に

新 しい ものに 更新 した り、不 要 に な った情 報 を廃 棄 す るた め の情 報 を管

理 した り、 よ り広 い 活用 をは か る た め のPRを 行 な った りす るた め の情

報 管 理 シ ステ ムが要 求 され る。

① 各 種 論文 や雑 誌 な どの文 献 類
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② 官公庁 刊行物

③ 業 界や学会 の研究 報告 、統 計資料 、調 査資料類

④ 社内 の研 究報告 、統 計資料、調査報告 書類

⑤ 内外 の特許情報

⑥ アン ケー ト結 果

⑦ その他新聞の切抜資料 や各種 印刷物

⑧ 講習会資料

ーまた
、 この ような情報管理 システムの うちで も、その大部分 を占める

文章に 関する情報検 索 システムの開発 にあた っては、非常 に多 い情報源

のなかか ら

1)必 要 な情報 を見 つけ出すむず か しさ

2)分 析 ・加 工す るむずか しさ

＼3)分 類 ・整理 するむ ずか しさ

な どの困難な問題が あるため、図書館学 の技術 や特殊な ドキュメンテー

シ ョンの技 術を必要 とする。 そのため 、多 くの企業 にお いては 、専 門の

セクシ ョンを設 け 、専門の担 当者 の もとで、EDPセ クションの協力 を

得る ことに よ って開発 を行 な った り、シ ステムの運営 を行 な うよ うに し

てい る。

また このほか、社内 一般 のユーザや専門分野 の人達 に対 するサ ービス

として 、文献 の コンテ ンツ ・サー ビスや抄録 サービスを行 な って いる。

日本語文章 の情報検索のなかで主要 な分野 を占める文 献検 索 システム

や特許情報管理 シ ステムにおいては、

① 収集 した情報 を取捨選択 した うえ 、固有 の分類 によ って配列 した収

集資料 目録 の作成

② 情報 のア ブス トラク トを示す抄録 の作成

③ 新 しく収集 した情報 の内容 を簡単 に まとめた解説案 内の作成

な どの作業が発生 する。
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そのため 、これ らの作業に 日本語情報処理 を適用 す る ことは、従来の

ローマ字やかな文字に比べて 、

1)利 用者 が読 みや すい

2)文 脈が は っきりす る

3)学 術名 や技術用 語 な ど、ま ぎらわ しい ものが は っきりする

4)読 み誤 りをな くし、正確 度 を向上 で きる

5)国 内 ・海外 の情報 の区分 がは っ きりする

な どの メリッ トが得 られ る。

い っぽ う、ローマ字 や かな文字 に比べ て、文字 の絶対数 が多 いため 、

決 定的な分類 、配列 が で きない ので 、漢字 けん盤 にない文字 や漢字出力

装置 にない文字が発生 した場 合 の処理 に ついて も考慮 してお く必要 があ

る。

2.3.2
,人事管 理(人 名簿 の作成)

企 業の規模 や業種 、あ るいは企業 の方針 や性格に よって企業組織 や構

成 は異 なるが、一般的 な人事 の業務内容 と範囲 は、下記に示 すよ うなも

のが あ り、それ らの業務 を通 して多 くの統計資料 や従業員1人1人 に 関

す る資料が作成 され てい る。

① 人事政策に関 するもの

② 管理組織 に関す るもの

③ 人事管理 のための各種規定に関 す るもの

④ 給与制度に関する もの

⑤ 採用 ・異動 ・定員 ・配 置な ど人事計画 に関するもの

⑥ 福 利厚生に関す る もの

⑦ 安全衛生 に関す るもの

⑧ 教育訓練 に関する もの

⑨ 労 働組 合に関する もの

⑩ その他 、人間関係に 関する もの
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これ らの業 務 の うち給与 計算 や 各種 の人 事 統計 作 成 作業 は 、 す でに

EDP化 され て い る 企業 が多 い し、個 人 の住 所 ・学歴 ・職歴 ・所 属 ・家

族 構 成 や考 課 な ど従 業員 各 人 の デ ー タも人事 検 索 シ ステム を通 してEDP

化 され てい る。

しか しこれ ら個 人 個 人の デ ー タの うち姓 名 ・所属 ・住所 ・学歴 ・職歴

な ど本来 漢 字 で 表 現 したい項 目で あ って も コ ン ピ ュー タの 入 出力 装 置 や

端 末装 置 に英 字 、数 字 、カ タカナ 、一部 の特 殊 記号 しか取 り扱 えな い と

い うハ ー ドウ ェア の制 約 か ら限定 されて い る た め 、 あ らか じめEDPシ

ス テ ム のな か か らそ れ らの項 目を除 いてお い て、 あ とで それ らの項 目を

人手 に よ ってお ぎな った り、 ある いは 、 コ ー ド化 を した り、 カ タカナを

使用 した り して い る現状 で あ る。 このため 出力 結果 を見 る場 合 、 その表

示 方法 に慣 れ て いな い と

・理 解 しに くい

・ コ ー ド変 換 が要 求 され る

・同 音 異 義 語 の取 扱 いが不 明

・分 かち書 き(文 ・節 ・区 ・語 の区 切 り)の 問題

・読 み に くい

・誤 りや すい

な どの 不便 さが生 じる 。

このため コ ン ピ ュータの出力情 報 を人 手 に よ って 人 事 資料 の 作 成 作業

を行 な っ た り 、漢 字 項 目を加 え る ため の 再加 工 を した りしな けれ ば な ら

ない問 題 な どが生 じる。

これ ら ロ ー マ字 や カ タカナに よ る処理 や 、人 手 に よる処 理 か ら生 じる

不便 さを解 消 す るた め に も、 あるいは また 事務 能率 を向 上 させる た め に

も漢字 をEDPシ ステ ムに取 り入 れ る ことは 、大 きな メ リ ッ トで ある。

このほ か 日本 語 情 報 処理 の可 能 なEDPシ ステ ム ・フ ァイル と して 、

姓 名 、住 所 、学歴 、職 歴 、所 属 、特技 、専 門 技 術 、家 族構 成 、 家 庭 状況、
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考課 な ど個人別名 簿 を作 成 しておけばよい。 そ うす ることに よって従来

人手 で処理 していた。

・人 事統計や人事管理資料 における漢字処理

・従 業員 の住所録 や社内電話番号簿の作成

・辞 令や身分証明書 などの作成

・国税 や地 方税 の納税者 台帳 など各種台帳 の作成

・健 康診断 票や労災資料 作成

な どの名簿 ・台帳 ・帳票類 の作成 や幅広い コン ピ ュータの活用、および

EDPシ ステム と台帳 システム との断絶 や処理 の重複 がな くなるため、

コン ピュータを利用 した管理 シ ステムの一元化 が で きる。 そのため

① 省 力 化

② 正 確 化

③ 迅 速 化

④ 円 滑 化

がはかれ人 事管理効率 を あげるとともに企業全体 の生 産性 の向上に寄与

する ことが できるな どの メ リットが 得 られ る。

また人事管理 の問題 と同 じよ うに して

・販売 ・購買 な どに利用 する顧客 や下請 業者 の業者 テ ーブルの作成

.・購買 ・在 庫 ・会計 で利用 する単価簿の作 成

・販 売 ・営業 で利用 する ダイ レク ト・メ ールの宛名

・見積書や注文書 の発行

・生 産管理 で利 用 する標準 作業工程書や標準 作業時間 テ ーブルの作成

・機械 台帳 や固定資産台帳 の作成

・商品 カ タログの作成

な ど名種台帳類や伝 票類の作成 ・発行 が考 え られ る。

この ように コンピ ュータに よる日本語情報 処理 は、EDPシ ステムの

今後の新 しい適用分野 の開発 や活用 に大 きく貢献が期待 される。
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2.3.3伝 票 の 発 行

現在 、企 業 においては 、販 売 ・購 買 ・生 産 ・会 計 な ど企 業 活動 の あ らゆ

る分 野 で いろ い ろ な種 類 の伝 票 が それ ぞ れの 目的 で 使用 され てお り、こ

れ らの伝 票 は情 報 伝達 の手 段 と して重 要 な 役 割 りをは た して い る。

そ の ため これ らの各種 の伝 票 は 、情 報処 理 を含 む事 務 管 理 制 度 上 か ら

要 求 され る機 能 に 、 も っと も よ く適 合 す る よ うに設 計 され 、処 理 され て、

運 用 さ れる よ うな もので なけ れば な ら ない 。 このため 、企 業活 動 の 目的

を達 成 す る うえ で 、伝 票本 来 の 目的に適 合 す る よ うな 固 有 機 能 を備 え て

い る こ と、記 入 や 取 り扱 いが誤 りな く行 な われ る よ うに 設 計 され てい る

ことな どが必 要 で あ る。 この ほ か に伝票 は 、処理 を容 易 に す る ため に 、

・書 きや す い こ と

・読 み や す い こ と

・取 り扱 い や す い こ と

・伝 票処 理 を含 む シ ステム全体 の コス トが安 くで きる こ と

な どが要 求 され て い る 。

その ため 、伝 票処 理 をEDP化 す る場 合 、そ れ らの処 理 を含 む 事 務管

理 シ ステ ム の 目的 ・機 能 ・運 用 を十分検 討 した うえで 、 そ れ に も っ とも

適 した形 に伝 票処 理 シ ステ ム を設 計す る よ うに して い る。

しか し現在 の コ ン ピ コー タで 取 り扱 える文 字 の制約 か ら英 字 や数 字 、

お よび カ タカ ナ と一部 の特 殊 記 号 しか 使用 で きな い ので 、表示 面 を除 い

た 処理 面 など、システム の他 の面 の 問題 に つ いて はい ろい ろ と配慮 が な さ

れ て いて も文 字 表 示 の問題 に つ い ては 、人間 の側 に そ の譲 歩 を要 求 して

い る面 が多 い 。 ・

そ の ため 書 きや す さ、読 み やす さ、取 り扱 い やす さ とい った 、本 来伝

票 に課 せ られ るべ き要 求 が人 間 の側 に課 せ られ る結 果 とな って い る 。

現 在 開発 され て い る多 くの伝 票 発行 を含 むEDPシ ス テ ムにお いては、

これ ら漢 字 を扱 う処 理 が出来 ない ため 、
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① コ ー ド化 した り、 カ タカ ナ あ るいは ロー マ字 な どを使用 して 処理 を

行 な って い る。

② 伝 票 の 目的 や用 途 に応 じて 、最 初 か ら タイ トル や項 目の説 明 な ど 日

本 語 で表 示 す べ き性 質 の もの を事前 に 印刷 した ホ ー ム ・シ ー トを作 成

して お き、 コン ピ ュー タの出 力 に は 、な るべ く漢 字 を含 まない も ので

すむ よう に し、 どう して も漢 字 を必要 とす る部 分 だけ 、不 便 で も英字

や カ タカ ナを使 用 す る。

③ コ ン ピ ュー タの 出力 に 漢字 が使用 で きな い た め 、全体 の シ ステ ムの

中 か ら伝 票発 行 の 部 分 だ け 取 り出 し、EDP以 外 の 方法 で処理 す る。

な どの方 法 が と られ て い る。

この よ うに売 上げ 伝 票 ・注文 伝 票 ・作業 指 示伝 票 な どい ろいろ な 伝票

が コ ン ピ ュー タに よ って 、 われ われが 日常 使用 して い る 日本 語(漢 字 か

な 湿 り文)と して表 現 で きる な らば 、

・ コ ー ド化 に よる シ ステ ムの複 雑性

・英 語 や 日本 語 の ロ ーマ字 表 現 、 カ タカナ表 現 に よ る読 み に くさ、理

解 の しに くさ

・ホ ーム ・シ ー トに よる オペ レー シ ョンの わず らわ しさや処 理 効率 の

低 下

・伝 票 発行 を他 の手 段 に頼 る こ とで生 じる他 の処 理 との断絶

な どの 問題 か ら解 消 される結 果 とな り、 この意味 か ら も伝 票発 行 の分 野

に お け る コ ン ピ ュー タに よ る 日本語 情 報処 理 の メ リッ トは大 きい し、 さ

らに 現 在EDP化 され て い ない分 野 、い わ ゆ る人 手 を介 して処 理 され て

い る 日本 語 文 を主体 と した伝 票 発行 の分 野 に も適 用 す る事 が可 能 とな る

ため 、そ の メ リ ッ トは さらに大 きな もの に なる と思 われ る 。

2.3.4そ の 他 の適用 分野

こ の ほか 、業 務 と して 日本 語 文 を取 り扱 ってい る分 野 に つ いて は 、す

べ て適 用 で き る可 能性 を も って い るが、 コ ン ピ ュー タに よる 日本 語 情報
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処 理 は 、ハ ー ドウ ェアお よび ソ フ トウ ェア の コス トと、そ の情 報 の価 値

や タイ ミン グな どの バ ラ ンス を十分 検 討 しな けれ ば な らな い問題 が あ る。

変 更 処理 の な い た だ1回 だ け の情 報 処 理 の問 題 までEDP化 す る ことは

か え って デ メ リ ッ トの大 きな もの とな る。

そ の ため どんな 情 報 を コ ン ピ ュー タで 日本 語情 報処理 の 問題 と して取

り上げ るか とい う こ とは 、企 業 の性 質 や情 報 の性 質 に よ って異 な る ので、

その情 報 を扱 う人達 で十分検 討 を行 な った うえ で決定 す る必 要 が ある。

他 社 で文 献検 索 や入 事管理 に漢 字 のEDP処 理 を行 な って大 きな メ リ ッ

トが あ ったか ら とい って 、 自分 の会 社 で も うま くい くと は限 らな い 。

しか しコ ン ピ ュ ー タの適 用 分 野 の 領域 に 日本語情 報 と して の文 章 情 報

処 理 の分 野 が 開 拓 され て きた ことは 、注 目す べ きこ とで あ り、非 常 に大

きな意 義 を も って い る。

そ こで これ まで述 べ て きた業務 以 外 に どんな適用 分野 が考 え られ る か、

そ の代 表的 な適 用 項 目を あげ てお く。

(1)見 積 書 の作成

(2)ダ イ レク ト ・メールや 自動 振 込 通 知 な どの業務

(3)株 式 な どの通 知 、案 内 書 の作成

(4)各 種 マ ニ ュア ル作成 業 務

(5)全 社的 な ニ ュ ースや移 動 通知 速 報 の作成

2.7技 術 動 向

繰 り返 し述 べ る よ うに コン ピ ュー タで 日本 語情 報 を取 り扱 う際 に そ れに

付 随 して 、 い ろ い ろな問題 が生 じて い る。 ま ず 、漢字 の数 が 欧 米語 に くら

べ て は る かに多 い と い うことが あ げ られ る 。実 際 に コンピ ュー タの 必要 メ

モ リ(文 字 の ビ ッ ト構 成)は どれ くらい か 計算 してみ る と、表2-3の よ

うにな る 。
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表2-3

1ビ ッ ト

2ビ ッ ト

3ビ ッ ト

4ビ ッ ト

5ビ ッ ト

6ビ ッ ト

2種

4種

8種

16種

32種

64種

7ビ ッ ト

8ビ ッ ト

9ビ ッ ト

10ビ ッ ト

11ビ ッ ト

12ビ ッ ト

128種

256種

512種

1,024種

2,048種

4,096種

こ の よ うに 日常 よ く使 わ れて い る2,500種 の漢 字 を 表現 す る には11ビ

ッ トか ら12ビ ッ トあれば 十分 である 。一般 に コ ン ピ ュー タ処 理 では6ビ

ッ トま たは8ビ ッ トで1文 字 を表 現 してい るので 、従 来 の2字 分 で漢 字1

字 を構 成 すれ ば よい。 単 に ビ ッ ト構 成 の可能性 か らい えぱ 、漢 字 の数 が ひ

じ ょうに多 い とい っ て も、実際 に は そ れ ほ どめ ん ど うな問題 で はな い。 ま

た 、漢 字 の もつ有 意性 は 、 かな 文 字 や ローマ字 に は な く、 日本 人 に と って

情 報量 が も っとも多 い文 字 で あ り、漢 字1文 字 に16ビ ッ トを 使用 して も、

漢 字 かな 湿 り文 出力 の理 解度 か らい えぱ 、多大 な効 果 が 得 られ る。

出 力 に比 べ て問題 とな る のは入 力 の ス ピ ー ドで ある。現 在 の漢 字 テ レ タ

イ プ ラ イ タは、1分 間に70～90字 程度 可能 で ある が 、カナ ・タイ プライ

タ に換算 した場 合140～180字/分 に対応 す る(日 本語 表 現 の漢 字:

カナ は お よそ1:2)。 とこ ろ が 、通常 の カ ナ ・タイ プ ライ タでは 、1分

間 に200字 くらいで ある か ら、現 状 で は、 かな 文字 入 力 の操 作 の ほ うが

速 い 。 この比較 は専門 のパ ン チ ャや オペ レー タが パ ンチ した 場 合の こ とで、

だ れ もが容 易 に入 力操 作 で きる とい うわ けで はな い 。欧 米 の よ うに タイ プ

ライ タで 日常 文書 を打 ってい る と ころで は 、現在 の英 字 主 体 の コ ン ピ ュー

タを使 い こなす ことに対 して 、 あま り抵抗 感 は ない と思 わ れ るが 、 日本 の

よ うに入 力 や タイ プ(和 文 タイ プ ライ タな どで)は 専 門 家に ま かせ る習慣
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に あ って は大 きな問 題 で あ る。

素 人 で も取扱 いが 簡 単 な漢 字 タイ プライ タ もい くつ か開 発 され て い るが、

操 作速 度 に難 点 が あ るた め実用 的 には問 題 が あ る。

い っぽ う、漢 字 か な 漏 り文 出力 に つ いて は、1分 間 に7,000万 文 字 前後

の ス ピー ドを もつ プ リン タ も開 発 さ れて い る といわれ てお り、見 通 しは あ

か るい。 しか しな が ら 、コ ン ピ ュー タの利 用 も 、 これ まで の よ うな英 数 字

を中 心 に した も の か ら 、文 章(日 本 語)を 扱 か お うとす る と きに漢 字 の処

理 は欠 くことが で き ない もの で あ り、身 近 にせ ま って いる問 題 で あ る。

2.7.1入 力 装 置

日本 語 の文 章 で一 般的 に使 われ る漢 字 の数 は 、 お よそ2 ,500字 とい

われ るが 、 ア プ リケ ー シ ョンに よ っては 、5,000～10 ,000字 も必

要 とす る場 合 が あ る 。 この多 くの 字種 を扱 う入 力 を いか に 手 ぎわ よ くで

きる かが漢 字処 理 の ポイ ン トとな ってい る。 現 在 も っと も多 く使 用 され

てい るの が 、漢 字 け ん整 式 のさ ん孔 機 で ある 。 この形 式 の入 力 装 置 は 、

漢字 の字 種 に比 例 して キ ーが多 くな り入 力 操 作 の速 度 は 遅 く、1分 間 に

60字 ～80字 とい われて い る。装置 自体 の規 模 もかな り大 形 な もの で

ある。代 表 的 な も の と しては 、① 新 興型 け ん盤iさ ん孔 機 、②OKI型 け

ん盤 さん孔機 が あ る。

① け ん 盤 キ ー192個

シ フ トキ ー12傾

く 収 容 文 字数>2,346字

※右 手 で け ん盤 キ ーを 、 左手 で シ フ トキ ーを操 作 す る。

② けん 盤 キ ー650個

シ フ トキー4段 シ フ ト足 踏 ペ ダル方 式

く収 容 文 字 数>2,600字

※ 両手 で け ん盤 キ ーを 、両足 で シ フ トキ ーを操 作 す る。

最近 で は 、漢 字 デ ィスプ レイ装置 お よ び カ セ ッ ト ・テ ープを備 え た高
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表2-4 漢字入力装置 一覧表

メ ー カ 機 種 文字種 コ ー ド 出 力 概 要

T41121 入 力文字 をデ ィス

漢字 け ん 盤

デ ィス プ レイ
3,072

磁 気

テ ー プ

プ レ イ64文 字 ブ

ロ ック で テ ー プ に

レ コ ー ダ 書 き込む

高千穂 T4012 カ セ ッ ト 入力文字 をカセ ッ

漢字け ん盤 3,072
・テ ー プ トテ ー プに書 込 む

レ コ ー ダ

T4011 紙 テ ー プに漢 字 コ

漢字 けん盤 2,496 8単 位2列 紙 テ ー プ
一 ドを さん孔 す る

さん孔機

沖電気
漢字け ん盤

.

さん孔機
2,600

6単 位2列

8単 位2列
紙 テ ー プ

漢字 けん盤機 2行 通 常 の カ タカ ナ付

IBM 構 付29さ ん 3,600 カ ー ド カ ー ド カ ー ドさん孔 機 と

孔機 コ ー ド して も利用 で き る

FACCM〔H)1A オ プ シ ョン ボ ー ド

富士通 漢字入力 3,840 8単 位2列 紙 テ ー プ を付 加す る と 、

キ ー ボ ー ド 5376字 に な る 。

SCK-200-D リー ダ の

谷村

新興

一54

漢 字 け ん盤
2,688

6単 位2列

8単 位2列
紙 テ ー プ

接続可能

さん孔機

邦 文 タイ プ ライタ

日 電 C-5110 2,145 8単 位2列 紙 テ ー プ の変 形 で ワン タ ン

チ方式 である

東 レ
TORAY-

8510
2,240 8単 位2列 . 紙 テ ー プ
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千 穂 交 易KKのT4型 漢 字 入 力 装 置 、通常 の カ タカナ ・キ ーパ ン チ と併 用

で きるIBM29型 の入 力装 置 、また従 来 の カ ナ ・タイ プ ライ タを利用

した谷 村新 興製 作 所 のSC-400型 、和文 タイプ ライ タを利用 した 日

本 電 気 のC-5110型 な ど新 しい タ イプの 入 力装置 が 開発 され て い る。

そ の他 、 日立 製 作 所 が 開発 した 手 書 き文字 認識 装置 は 、楷 書体 の 教育

漢 字881字 とカ ナ文 字 を含 ん だ 合計952字 を ライ トペ ンを使 用 して、

手 書 きで入 力 が で きる。 また 、三 菱 信 託銀 行 が ア メ リカ のCS社 よ り導

入 した漢 字読 取 り用 のOCRな ど、最近 で は 、 いろ いろ な方 式 の入 力装

置 が開 発 され て きてい る 。

日本 語 文章 の入 力 処 理 は、大 き くわけて 、

① 原 デ ー タの作 成

② 訂 正(校 正)デ ー タの作 成

の2つ の 目的 が ある。

原 デ ー タの作成 に つ い ては 、原 稿 をみ て漢 字入 力 装置 か ら入 力 す るだ

け で あ る か ら問題 は な いが 、問題 な のは訂 正 処 理 を行 な う.ため の訂 正 デ

ータの作 成 であ る 。英 数字 や カ タカナ入 力 装置 の場 合 に は ベ リ ィ(検 孔)

とい う方 法 が あ るが 、漢 字入 力 装置 の場 合 は 、能力 的 、 コ ス ト的 に みて

もな か な かむ ずか しい。 そ の ため の1つ の方法 と して は 、 モ ニ タ用 紙 に

出 力 して印 刷物 校 正 の方 法 と同様 に訂 正 す る ことが あ る。 た だ しそ の場

合に は 、部 分訂 正 を す るか 、全 デ ー タの打 直 しをする か 、 あ るい は行 送

りは ど うす る かな ど ソ フ トウ ェア の処 理 が 複雑 にな り、た だ単 に追 加 、

訂 正 、削除 だけ に と ど ま らな い 。 い わ ゆる い くつか の編 集 業 務 を 必 要 と

する訂 正 処理 の解 決策 と して 、入 力 装置 に付 随 した漢 字 デ ィスプ レ イ装

置 が 開発 され てい る。 しか しなが ら、漢 字 デ ィスプ レイ装置 は高 価 な う

えに漢 字 処理 機 構 との接 続 が複 雑 で あ り、 コ ン ピュー タ と オ ン ライ ンで

しか処 理 で きな い な どの欠点 が あ る とい わ れて いる 。

以 上 各 種 の入 力 方 法 に つ いて述 べ た が、 一般 に扱 う約2,500字 に対
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表2-5漢 字 デ ィス プ レ イ一覧 表

沖 電 気 高 千 穂 日本電子産業 電 総 研 日 電 東 レ

文字表示形式 ド ッ ト ド ッ ト

フ ラ イ ン グ ・

ス ポ ッ ト
ド ッ ト

高解像度

ブ ラウン管
ド ッ ト

最大表示字数
32字 ×16行

(横)

64字 ×2行

(横)

32字 ×8行

(横)

16字 ×32行

(縦)

40字 ×10行
'

88字/行

×66行

20字/行

×15行

文 字 種 2,578 3,072 2,496
1,143～

2,500

バ ッフ ァ ・メモ リ 512字 128字 960字 800字

プ リ ン タ 接 続 接 続 接 続

そ の 他

ライ トペン使 用

(位 置 指 定)

最大32台 まで

接続

種 々の システム

との インタフ ェ

イス

大 型 プ ロ ジ ェ

ク ト開 発 の 一

環

ライ トペン

使 用



・漢 字 の基本 構 成 パ ター ン と素 子 の1例

3031

1 2

泣 沼

321

湘

構 成パターン
・ナンバ

38＼39

1

9
一

一

3

4

湧
素 子 ナン バ

・漢 字 のパ ターン入 力方 式 の1例 「湘」

入 力 順 序 一一__≡_

入力法1

12

321

(構 成 パ タ ー ン)

1

入 力 法2

2

3

3

4

(構 成 パ タ ー ン)

図2-3漢 字入力方法 の例
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して 、出版 な どの分 野 で は さ らに多 くの文 字 を扱 わな け れ ば な らず 、漢

字 け ん盤 上 に配 列 で きな い文 字 の入 力 方 法 を考 え る必 要 が あ る。

その 解決 策 と して考 えら れ る ことは 、漢 字 け ん盤 を使 わず に 、 日本 語

文 の読 み 方(発 音)ど お りに カ タカ ナで入 力 し、 コ ン ピ ュ ータで カ タカ

ナ か ら漢字 へ の コ ー ド変 換処 理 を行 な う方 法 が あ る。 また 、従来 の漢 字

け ん盤 の キ ー を増 した り、 あ るい は、図2-3に 示 す ような 文字 構 成 の

パ タ ーンを構 成 エ レ メン トに よ って組 み 合 せる方 法 も ある 。

い ず れに して も各 メー カは漢字 入 力 に 関 して苦 心 してお り、 い まだ最

適 な入 力装 置 は開 発 され てい な い。

2.7.2出 力 装 置

機械 式 の漢 字出 力 装 置 は 、 これ まで に も各 種 開発 され て きたが 、大 き

く分 け て

① ライ ン プ リン タの よ うな機 能 を も った もの で主 と して モ ニ タ出 力 と

して使用 す る もの。

② 印 刷 の版 下 作 成(版 組 み の合理 化)の た め の電算 植 字 と して利用 す

るもの

③ ① 、② の両 用 の もの

な どで あろ う。モ ニ タ出力 とい う のは 、文 字 品質 や文 字 の大 小 な どに は

あ まり効 果 を考 え ずに単 な る校 正用 の ゲ ラ出 力 の よ うな もの で あ る。 こ

れ に対 して、② の場 合 は 、出 力 が そ のま ま印 刷物 の原 版 とな るた め、文

字 品質 な どにつ い て良 質 の出 力 が要 求 さ れ る 。以 下 にそ れ ぞれ の 目的 ・

用 途 に よ って 、 どの よ うな 出力装 置 が 開発 され てい るか 概述 す る こ とに

す る。

(1)モ ニ タ用 の 出力 装置

モ ニ タ用 に は 、 つ ぎの よ うな種 類 が ある。

① 機 械 方 式

② 光 学 方 式
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③ ドッ ト方 式

④ ワ イ ヤ ・プ リン ト方 式

⑤ 全 電 子方 式

漢 字 プ リン タの場 合 に は、 プ リン トす べ き字 種が 入 力 装 置 の2,500

種 以 上必 要 で あ り、 しか も固有 名 詞 な ど特殊 な文 字 が 、いつ ど ん な文

字 が 必要 に な るか 予想 す る こ とが で きな い 。 その ため 、漢字 か な湿 り

文 出 力 には 欧文 の よ うに英 語 な ら26文 字 ロシア語 な ら32文 字 と上

限 が は っ きり して い る言語 を プ リン トす る場 合 と比 較 にな らな い ほ ど

の難 しさが あ る どい え る。以 下 に各方 式 の出力装 置 を紹 介 す る 。点 の

集 合 で表 示 す る ドッ ト方 式 の代 表的 な ものはFACOM6501で あ

る 。 そ の基本 的 な機構 は 、 それ ぞれ の文 字 が縦15、 横18の ド ット

・マ ト リック スに 分解 さ れ 、 その文 字 パ ターンが 、記憶 装置 に 格 納 さ

れ てい る 。 い っぽ う、 プ リン ト機 構 は 、 やは り縦15、 横18の ピン

・マ トリ ックスの電 極 で構 成 され てい る 。 この ドッ ト方 式 は1つ の文

字 信号 が送 ら れ て くる と、 記憶 装 置 が それ らに対 応 す る文 字 パ ター ン

を探 し出 し、そ れ を ピン ・マ トリ ックスの電 極 に伝 え て 、感 光 紙 に感

光 させ る方 法 で ある。

IBMの ワ イヤ ・プ リン ト方 式 では 、文 字 を縦18、 横22の ドッ

ト ・マ トリ ック、スに分 解 して 、 オン ラインの コン ピ ュー タに よ ってデ

ィスクに 記憶 さ れ る。出 力形 態 はFACOM6501が 感 光紙 に感光

させ るの に対 して 、 これは ピ ンに つい て い る イン クに よ って 通 常 の コ

ン ピ ュー タで使用 してい る用 紙 に 出力 され る。

高 千 穂交 易KKのT4100漢 字 情 報処 理 シ ステム の場 合 は、 フォ ン

ト・・メモ リとCRTを 応 用 した もので あ り文字 を 縦32× 横32の ドッ

ト ・マ トリ ックス に分 解 して 、 フォ ン トメモ リ上 に記 憶 す る 。 出力 は

フ ァイバ ・チ ュー ブに 映像 され て いる文 字 を電子 記録 紙 に印字 す る方

式 で ある 。そ の 他 に も、各 メ ーカで この方 式は多 く採用 されて い る。
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表2-6漢 字 プ リン タ性 能表

メ ー カ 日本電子産業 高千穂交易 富 士 通 沖 電 気 日本 アイ・ピーエム 日 電 谷 村 新 興 東 芝

印字方式

'

静電記録方式 静 電記 録方式 静電記録方式 静電記録方式 ワイヤ ・プ リント ワイヤ ・ プリン ト 活 字 打 鍵 多 針 電 極

用 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 通常の連続用紙 普 通 紙 普 通 紙 静 電 記 録 紙

印刷速度
12,000～24ρ00

(字/分)
72,115(字/分) 600行/分 1,240行/分

300行/分

or333行/分
100行/分 180行/分

10/
600

文字 フライ ングスポ ット 32×32ド ッ ト/分 15×18ド ッ ト/分 18×18ド ット/分 18×22ド ッ ト/分 18×18ド ッ ト 活 字 ド ラ ム 24×22ド ッ ト
パ タ ー ン

文字種類
10,000 2ρ48～8,192

2,4004,800

7,200
～2 ,600 ～10,000 3,960 4,096 4,096

文字サイズ
2,2×2.2η 加～ 2.5×2.5π π

4.5×4.5加 加の8種4.5×4.5η πの4種
3.8×4.0η π 6×6η 沈

最 大

4.6×5.8π π
4.23×4.23π π 12P 4.2×3.8 .4仇 紐

コ ン ピ ュ

ー タ と の

イ ン タ フ

ェイ ス

オンライン可能 オ ンラ イ ン FACOM230一

ゐ/35

以上 の機械 とオ
ンライ ンで稼動

ミニ コン制御

中 ・大型 とのオ

ンラインも可能

IBM360/30

(32K)

以 上の機械 とオ
ンライ ンで稼 動

米インプットに磁 米 ドットの数が多 米OCR文 字を 米CRTデ ィス × マ トリック ス 文 米多針電極によ 米漢字 タイ プラ 米 コ ン ピ ュ ー タ

気 テ ー プ,紙 テ いため種々の文 プ リン トするこ プ レイ上に表示 字発生 プログラ る静電 ドッ ト記 イ タ とオ ン ラ イ と の オ ン ラ イ ン
一プのほかに コ 字を作成できる とができるため してからプ リン ム ・パ ッ ケ ー ジ 録方式であるた に なってい る。 可

特 徴 ンピュ一夕か ら
直接入力

また 印字結果 を

オ フセッ ト印刷

タ ーンア ラウン

ドを可能にす る

トす るため、簡

単 に訂正 してプ

により漢字の種

類 ・字体などの
め、普通紙 を使

用 出来 るこ と、

モニタの役 目を

す る

米種 々のシステ の原稿として使 リ ン トが 可 能 ・ 変更ができる ス ピー ドが速い

ム と の イ ンタフェ 用 米完全 にコンピュ こ とな ど

イスが可能 一夕の ラインプ リン コス トが安い

タとして設計 され

米プリン ト制御 米磁気テ ープ装 米プ リンタ制御 米 サ ブ ・コ ン ト てい る 米 プ リ ンタ

装置 置 装置 ロ ー ノレ

米文字発生装置 来 フ ォ ン ト ・メモ リ 米 リー ド・オン リ 米 メ イ ン ・コ ン × プ リ ンタ

基本構成
米プリンタ

米入力機器(PT)

(文 字 発生装置)

米 プ リンタ

一 ・ メ モ リ

× コ ン ピュ ータ

ト ロ ー ル

米CRT

米 コ ン ピ ュ ー タ

JEM3100シ ス 米 プ リ ン タ 米 プ リン タ

テムの中の プ リ 米 ミ ニ コ ン

ン タ
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表2-7電 算植 字 シ ス テ ム性 能表

メ ー カ 写 研 富 士 通 日本電子産 業 RCA IBM

印 字 方 式 フラッシュランプ露光 フラッシュランプ露光 CRT CRT CRT

印 字 速 度 900/分 1200/分 10000/分 4200/分 13500(英 文8ポ)

文字発生方式 字母光学式 字母光学式 フライングスポ ット フライングスポット フライングスポ ッ ト

文 字 種 6400字 12762 20000 40000
外部記憶装置

に よる

文 字 サ イ ズ 9～18級6種 6～14P8種 4～24P 4～96P 4～18P

特 徴

文字 変形 た て

よ こ可

版 下 フ イルム

出力

10イ ンチ ×

100フ ィート

〃

〃

8イ ン チ ×

100フ ィー ト

〃

モニタプ リン ト可

〃
250mm巾

〃 〃

944イ ン チ 巾

コ ン ピ ュー タ

入 力 装 置

出 力 装 置

HITAC-10

紙 テ ー プ

〃

FACOM270-20

紙 テ ー プ

〃

HITAC-10

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

HITAC

8400

紙 テ ー プ

気 テ ー プ

IBM360-40

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ



(2)電 算 植 字用 の 出力 装 置

電算 植 字 とい うの は 、漢 字 プ リンタで 出力 した もの をそ の ま ま出版

物 の版 下 と して使用 す る印 字 方 式 をい う。前 述 した モ ニ タ用 の プ リン

タは 、文 字 の収 容 数 や スピ ー ドお よび出 力 用紙 に つ いて の制 限 は あ っ

た が電 算 植字 の場 合 は 、出 力 が そ のま ま印刷物 の 版 下 とな る こ とか ら、

っ ぎの よ うな要 求 ・制 限 事 項 が ある。

① 文 字 の大 小 、縦 組 ・横 組 の自由

文 字 の大 きさが 自由に 変 え られ る こ と(2～20ミ リ くらい必 要)。

文 字 の並 び が縦 に も横 に も変 え られる こ と。

② 文 字 の種 類

文 字 の書 体 が 明 朝体 だ け でな く多 くの種 類 が用 意 され て い る こ と。

※ 日本 語 → 明朝 体 、 ゴシ ック体 、教 科 書 体 な ど

※英 語→ ロマ ン体 、 ゴシ ッ ク体 、 イ タ リ ック体 、袋 文 字 な ど

③ 文 字 の品 質

何 万 、何 十万 もの 印刷 物 の原 版 とな るため 、文 字 の 品質 は非 常 に

高 い ものが要 求 され る。 通常 の ライ ン プ リ ンタの よ うに 字 が お ど っ

て い た り、 ド ッ ト方 式 で は 、点 が 目に 見 える よ うな も のは不 適 当 で

あ る。 そ のた め 、電算 植 字用 と して は ドッ ト方 式 よ りも内部 に 文字

パ ターン を もって い る もの のほ うが よ く、 その方 式 と して は 、

⑧ 光電式 一電子式

⑧ 全電子方式

が あ る。

しか し電算 植 字 は 、雑 誌 、新 聞な ど1回 印 刷 して役 目を終 わ る よ う

な ものに は非 効 率 で あ り、資料 性 の あ る もの 、部 分修 正 を加 えて何

度 も印 字 が 必要 にな る もの に向 いて い る。 た とえば 、同 じ内 容 の も

の を体裁 を変 え て出 したい と き、い わ ゆ る同 一 の小 説 を ポ ケ ット版 、

文 庫本 、単 行 本 な どで出 版 す る よ うな と きには効 果 的 で ある 。
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2.7.3ソ フ トウ エア

ー 般 に、 ソ フ トウ ェア は、 シ ステ ム ・ソ フ トウ ェア と ア プ リケ ー シ ョ

ン ・ソ フ トウ ェア に分 類 で きる 。 日本 語 情 報 を処 理 す る場 合 、 シ ス テム

・ソ フ トウ ェア と して は 、つ ぎの よ うな処 理 が あげ られ る。

(1)入 力

oフ ァン クシ ョン コ ー ド処理

入 力 した デ ー タの フ ァンク シ ・ンに した が って文 字 の大 小 、 書体

の選 択 、組方 向 、形 状 な どを処 理 す る。

。 スペ ー ス処理

パ ー レンとか 句 読点 な どの前 後 に体 裁 を ととの え る ため の適 当な

ス ペ ースを つ け る処 理 。

。キ ャ ラク タ ・ピ ッチ処 理

漢 字 や数字 、特 殊文 字 に対 して ピ ッチ付 け を し、 文字 の バ ランス

を とる 。

oペ ージ割 付 処理

1段 の字数 、行 数 な どを考 慮 して 、1ペ ージ あた りの割 付 を す る。

oノ ンブル柱 処 理

割付 が 決 ま った段階 で ペ ージ 、柱 をつ け る。

(2)棒 組 調 ・整

oジ ャ ステ ィフ ィケ ーシ ョン処 理

行 の処 理 で あ り、一定 の間 隔 内 に文 字 をそ ろえ る た め の スペ ー ス

を送 りこんだ り、取 り除 い た り、平 体 を かけ た りす る処 理 。

o禁 足 、分 離 、禁 止 処理

行 末 、行頭 に 、 カ ッコ類 、感 嘆符 、疑 問符 、半 音 な どが きた場 合

の特 別 な処 理 。

。ル ビ処 理

漢 字 の横 あ る いは上 に ふ りが な をつ け る。 この場 合 に 、均 等 配 分、
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オ ー バ した 分 不 足 の 分

① ② ① ② .

い

劾

い

/

い

⑳

い

修 修
＼ ＼ろ

ろ

ろ
ろ修

修
は ＼ ∴は

修
は

修 に は

`il
に

行末ライン

スペ ース を送 り込ん で②の

ように行末 ラインにあわせ

る'

ス ペ ースを取 り② の ように

行末 ラインにあわせる

図2-4行 未処 理 の例

中 央 揃 え 、 な どが可 能 で あ る。

、Oハ イ フ ォ ネー シ ョン

英 字 の単 語 が2行 以 上 に わた る場 合 、区 切 りに ハ イ フォ ンを挿入

す る 。

。そ の 他

合 成 、数 式 な どの処 理 を行 な う。

(3)図 版 処 理

図 版 、写 真 、見 出 しな どの版 下 を入 れ る場 所 に スペ ースを と ってお

く処 理 。

以 上 の よ うな基本 的 な文 字 、文 書 処理 を基本 と して各 種 の ア プ リケー シ
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ヨン ・シ ステムが生 じて くる。 ア プ リ ケ ー シ ョン ・シ ステ ムは 、 ユ ーザ

に よって各 々開 発 され る もの で、

① 入 出力 のハ ー ド機 能

② ユ ーザ独 自の ア プ リケ ーシ ・ン

が 考慮 され な け れば なら な い。 しか し、 い ず れに して も、上 記 の システ

ム ・ソフ トウ ェアの 全 部 か あ るいは そ の 一部 の機能 を使用 しなけ れ ば
、

日本語 情 報 の処理 は で きな い 。

現在 、開発 され て い るお もな ア プ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェア と しては、

○科 学技 術 文 献 速 報 編集 シ ステ ム

o百 科辞 典 な ど書 籍 編 集 シ ステム

O特 許 情 報検 索 シ ステ ム

o図 書 館 にお け る 図書文 献検 索 編 集 シ ス テ ム

O新 聞 自動 編 集 シ ステ ム

・そ の 他

な どが あ る。
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日本語情報処理のためのカタカナ入力方式

 

3





3.日 本 語 情 報 処 理 の た め の カ タカ ナ入 力方式

3.1カ タ カナ入 力漢 字 かな 混 り文 出 力シ ステ ム の必要 性

現代 の よ うに企 業環 境 の変 化 が激 し く、 そ れに ともな うお びた だ しい情

報 量 の中 か ら必 要 な情 報 を適 格 に 効率 よ く選 択 す る こ と は、 コ ン ピ ュータ

を中心 と した情報 処 理 シ ステ ムを ぬ きに して は論 ぜ られ ない よ うに な って

きて い る 。 この ため多 くの企 業 に お いてそ れぞれ の企 業活 動 の分野 でEDP

シ ステ ム化 が行 な わ れて お り、それ に ともな ってハ ー ドウ ェア や ソ フ トウ

ェア技 術 の発 展 が増 進 され 、そ の適 用 分 野 の 急激 な拡 大 が め ざま しい もの

とな った 。

この よ うなEDPシ ス テ ムの適 用分 野 の拡 大 が 、 日本 語 文 章 を扱 う情報

処 理 シ ステ ム の開発 に対 す る強 い要 望 とな って きてい る と思 わ れ る。 日常

使 用 してい る 日本語 文 の ほ とん どは漢 字 か な湿 り文 に よ り表 現 され てい る

事 か ら して も漢 字 か な湿 り文 を中 心 と した 日本 語 情 報 処 理 の問 題 が 、 日本

人 に と って い か に重 要 で あ るか とい う ことが理 解 され る と思 う。 また 日本

語 情 報 処 理 に 関 す る問題 は 、 わが国特 有 の問題 で あ り、他 の ア プ リケーシ

ョン ・プ ログ ラムや情 報処 理 シ ステ ムの問 題 と異 な って欧 米 な どで は発生

しな い問題 で ある。 しか し日本 語 情報 処理 シ ステ ムを開 発 す る こ とは 、英

語 を 自国 語 と しな い他 の国 々に対 して 、 コン ピ ュータに よる 自国 語 の処理

に対 する1つ の処理 方 式 を提 示 す る ことにな り、この 意 味 か ら も重 要 な問

題 で あ る とい え る。

今 日・ 日本語 の辞 書 に載 って い る漢 字 は5万 字以 上 と いわ れ 、そ の うち

新 聞 や雑 誌 な ど通 常 使 わ れて い る漢 字 は 、約3,000字 と い わ れて い る。

このよ うに 日本 語 の問 題 は 、文 字 の種類 の多 いこ と、文 字構 成 の複 雑 な こ

とな どが 原 因 とな って コ ン ピ ュータ に よる 日本 語情 報 処 理 の問題 を困 難な

も のに して い たが 、EDPシ ス テムの発 展 は 、漢字 の処 理 を可 能 に す る と
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と もに 日本語 に よる文章 情 報 処理 の効率 化 が な され る ように な って きた。

し か し漢 字処 理 は 、

・文 字 の字 数 が 非 常 に多 い

・字形 が複雑 で あ る

・一 定 の ル ールで 分 類 した り、配 列 した りす る こ とが で きな い

・文 字 の読 み 方 が 一 定 してい ない

・字 形 が 時 代 に よ って変 化 す る

な どの問 題 を解 決 しな けれ ば な らな い必 要 が あ り、 これ らは いず れ も情 報

処 理 に お け る入 出 力 の 問題 と して集 約 す る こ とが で きる 。

この た め現在 開発 さ れ 、発 表 され ている ほ とん どの 日本 語 情 報 処 理 シ ス

テムは 、従 来 の コン ピ ュー タの入 出 力 装置 とは別 に 漢 字 を扱 え る専用 の入

出力 装 置 を もち 、 そ れ に よ って処 理 が な さ れ て い る。 その ため従 来 の ハ ー

ドウ ェア ・コ ス トに加 え て漢 字 処理 のため の入 出力 装置 が 必要 に な り 、そ

れ だけ ハ ー ドウ ェア ・コ ス トが プ ラスさ れ る ことに な る。

しか しそれ で も現 在使 用 さ れ てい る漢字 を すべ て取 り扱 うこ とは 、

① シ ステ ムの 複 雑化

② 効率 の低 下

③ 高 価 な シス テム

な どの理 由 に よ り不 合理 で ある 。

本 来 、漢字 を中心 と した 日本 語情 報 処理 の 問題 は 、 コン ピ ュータの出力

情 報 と人 間 との イ ンタ フ ェー スの改 善 に あ り、人 間 の側 に た った情 報伝 達

の効 率 化 や情 報 サ ー ビスの向 上 に あ る とい え る 。 この ため コン ピ ュー タに

よる 日本 語情 報 処 理 の恩 恵 を も っと も受 け る の は、人 間 の側 に あ り、 コン

ピ ュー タの側 に と っては 、 あ ま り あ りが た い問題 とい え ない 。

しか し人 間側 の情 報処 理 の効率 向上 とい う問題 は 、情 報 の伝 達 や意 思決

定 を行 な うの が 人 間 で あ る以 上 、人 間 系 を含 めた情 報 処 理 シ ステ ム にお け

る効 率 向上 や シ ステ ム活用 につ なが る改 善 な ど、 シ ス テ ム全体 の効 率 化に
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は 大 きな 役 割 りをは た さね ば な らな い。

そ の た め 日本語 情報 処 理 のた め の シ ステ ム効 率 の向 上 と漢 字入 出力 装 置

導入 に よる コス ト ・ア ップ との バ ラ ンスを 考 え な けれ ば な らない が 、 この

場 合 ハ ー ドウ ェア の コ ス トだ け で な く、取 扱 い上 の人 間 の問題 、デ ー タの

修 正 の問題 、 シ ステム の互 換 性 の問題 な どハ ー ドウ ェアの導入 に と もな う

い ろ い ろ な問題 を考慮 す る必 要 が ある。

現在 、発 表 され てい る漢 字 入 力 装置 は、 タイ プ ライ タの よ うに漢 字 キー

ボー ドを用 い る方 法 の ものが多 く使用 され て い る 。 この場 合 、 コジ ピ ュ一

夕で処 理 す る ため には 、従 来 の入 力 装 置 と同 様 に コン ピ ュー タが 処理 で き

る よ うに文 字 を コー ド化 しな け れ ば な らな い 。 しか し漢字 に は英 字 や カ タ

カ ナの よ うに 一定 の配列 や順 序 が な いた め 、漢 字 入出 力装 置 を製 作 して い

る メ ーカ が ・それ ぞ れの コー ド体 系 を作成 し、他 社 の製 品 との互 換 性 は考

え られ て い な い 。

そ のた め 、漢 字 入 力装 置 の漢 字 キ ー ボー ドの配 列 は 、 オペ レ ータの操 作

の容 易性 を考 え、

① 文 字 の使用 頻 度 に よ る配 列

② 部 首 や画 数 な ど文 字 の形 に も とず いた配列

③ 音 ・訓 索 引(五 十音 順)や 英 字 の ア ル フ ァベ ッ ト順 な ど文 字 の読 み方

に も とず い た配 列

な どが使 用 され て い る。

こ の他 、文 字 の パ タ ーンを分 解 して 、 それ を組 合 せて処 理 した り、漢 字 入

力 用 のOMRな どで処 理 す る もの もあ る。

この よ うに漢 字 の コ ー ド化 に 関 して は 、 い ろい ろな 問題 が 混 在 して お り、

日本 語 情 報 処 理 を よ り複 雑 な もの と して い る面 が あ る。 こ うした背 景 の も

とに この文 書情 報処 理 の研 究 で は"カ タカ ナで入 力 して漢 字 で 出力 す る"

方 式 を採 用 す る こ とに した 。 この方 式 に よ って つ ぎの よ うな メ リ ットが 得

られ る 。
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① 従 来 の カ ナ ・タイ プ ライ タ(入 力装 置)が あ れば 、特 別 な漢 字 入 力 装

置 を必 要 と しな い 。

② 漢 字 の コ ー ド化 に対 す る複 雑 な 問題 か ら解 放 され る 。(一 定 のル ール

で処 理 で きる)

③ オペ レー タの操 作 が 容 易 で あ る。

④ 漢 字 コ ー ドの よ うな大 きな ビ ッ ト構 成 を と らな い ので 、処 理 効率 が 向

上 す る 。

⑤ 従 来 の もの とシ ス テムの互 換性 が 得 られ る。

⑥ デ ー タ伝 送 な ど の場 合 も特別 な(漢 字 用 の)通 信制 御 装 置 を必 要 と し

な い。

⑦ 漢字 出力 装 置 の ない場 合 あるい は漢 字 出 力 を必 要 と しない場 合 には カ

タカナで出 力 で きる ので 、 シ ステ ム の使用 範 囲 が拡 張 で きる。

⑧ 変 換 テ ー ブル(カ タカナ→ 漢字)の 構 成 を変 えれば英 語 →漢 字 な どの

翻 訳 作業 に も適用 で きる とい う ソ フ トウ ェア ・ロジ ック と して の拡 張性

を持 って いる 。

⑨ 変 更処 理 が容 易

しか し、 その反 面 、

③ 同 音 異義 語 の処 理

⑤ 変 換 テ ー ブル作 成 のむ ず か しさ

な ど問題 に な る こ と もあ るが 、④ の同 音 異 義語 の処理 は入 力 装 置 を改 良 し

た り、変 換 テ ー ブル の構 成 を工 夫 した りす る こ とに よ って解 消 され る であ

ろ う し、⑮ の変 換 テ ー ブル の作 成 も専 門分 野 別 に す るな ど して解 決 され よ

う。

こ の よ うな カ タカ ナ漢 字 変 換 シ ステム を企 業 にお け る文 章 情 報 処 理 に適

用 す る場 合 には 、た とえ ば つ ぎの よ うな利 用 方法 が ある 。

① 個 人 や特 定 の顧 客 、下請 業 者 な ど 、そ の デ ー タの件数 や名 称 、住 所 な

どが は っ き り して お り、 しか もい ろい ろな利 用 の さ れ方 や繰 り返 し性 の
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非常 に 高 い もの に つ い ては 、人 事 フ ァイル や顧 客 フ ァ イル 、業 者 フ ァイ

ルに カ タカ ナ ・デー タを入 力 してお き、そ れ と同 時 に 同 音異 義 語 の 判別

処理 を行 な った 中 間 フ ァイルを 作成 して お くこ とに よ って 、 コ ン ピ ュー

タ か ら出 力 す るた び ご とに 同音 異 義語 の判 別処 理 を しな くてす むの で有

効 で あ る 。

② 文 献 検 索 や 特 許情 報 検 索 な ど各種 の情 報 を入 力 す る場 合 には 、同 音異

義 語 の判 別処 理 が頻 ぱ ん に要 求 され る。 そ の場 合 、 これ ら同 音異 義 語 に

つ い て 、変 換 テ ーブル を専 門 分 野別(機 械 ・電気 ・化 学 … …経営 ・人 事

・生 産 な ど)・ 発 生頻 度別 の 階層 レベル 付 け な どの工 夫 を行 な ってお く

こ とで同 音 異 義語 判 別処 理 の減少 が はか れ る 。

こ の他 、 日本語 情 報 処理 にお け る音 ・訓読 の取 り扱 いや 送 りがな 、字 体

な ど複 雑 な 問題 が ある が 、 これは 表音 文 字 と表 意 文字 と の対 応 ず けが な い

こ と、漢 字 の標 準 的 な コー ド体 系 が ない こ と、 な どの理 由 に よる もので あ

ろ う。

また 今 後 ま す ます漢 字 を中心 とした文章 情報 処 理 システムの重 要性 が強 ま

って くる と思 われ る の で 、文 字 の大 きさ、 ピ ッチ、書体 、行 処 理 な ど につ

い て も 自由 に簡 単 に 扱 う こ とが で きて 、安 価 な漢 字 プ リン タ、漢 字COM、

漢字 植 字装 置 の開発 が 要望 され る 。オ

3.2力 夕 力ナ 入 力 方式 への アプ ローチ の方 法

カ タ カナ入 力漢 字 か な湿 り文 変 換 の処理 は 、 きわ め て困 難 な問題 をか か

え てい る こ とは 前述 して きた が 、 カ タ カナ か ら漢字 へ の変 換 を100パ ー

セ ン ト完 ぺ きな シ ステ ムを開発 し よう とす る試 み は 、現 実 的 で ない と思 わ

れ る 。 た とえ ば 、変換 処理 のす べ て を コン ピ ュー タで片 付 け て しまお う と

しない で 、人 間 が簡 単 に 分担 で きる と ころは 人 間 が処 理 した方 が 効率 が よ

い 。入 力 の段階 で 、分 ち書 き して入 力 する とい う こ とは そ れほ どや っか い

な こ とでは な い し、 どの単 語 を漢字 に変換 して ほ しい か を指 定 す る こ とも
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決 して大 きな負担 に な る こ とでは な い。 それ を 、分 ち書 き して な い カ タカ

ナ ・デー タを入 力 して 、そ のな か か ら、漢 字 変 換 すべ き こ とば を見 つけ る

こ とまで コ ン ピ ュー タで処理 しよ うとすれ ば 、 そ れだ け で も大 変 な 作 業で

あ り、処理 時間 も長 くな って しま う。

漢 字 変 換 処理 の 主 要 な 問題 で ある同音 異義 語 の 処理 に して も、現在 開発

が 試 み られて い るい くつか の シ ステ ムで は 、前 後 の文 脈 や 状 況 判 断 か ら同

音語 中 の特 定 の漢 字 単語 を え らぶ処 理 を完 成 し よ うと して い る よ うで あ る。

しか し、 その よ うな処 理技 術 が いか に高度 化 されて も、 や は り限 度 が ある

し、情報 処 理量 か らい っ ても現 実的 で な くな る可 能 性 が強 い こ とを 、 ここ

で強 く指摘 した い。 た とえば 、 「あな た」 とい う語 を漢 字変 換 す る と き、

「貴方 」 、 「貴女 」 、 「貴 男 」 の どれを え らぶ かを処 理 す る と き、 まず 、

そ の前 後 の単 語 か ら コ ン ピ ュー タが 判定 す る の は か な り難 しい。言 葉 づか

い が て いね い か ど うか な どで 、文 書 の 受 け手 の性 別 が判定 さ れな け れ ば、

正 解 は 困 難 で あ り、 も しそ れ が うま くい って も、 「貴 方 」か 「貴 男」 かを

え らぶ のは さ らに難 しい ことは 言 うまで もない 。 また 、 す べて の同 音異義

語 の判 定 に文 書 の受 け 手 の性 別 な どは 、判 断 す る必 要 が な く、 なか に はそ

の単語 が名 詞 か動 詞 を判 断 す れ ば よ い もの もあ るで あろう。同 音 異義 語 の判

定 のた めに 、前 後 の文脈 か ら状 況判 断 す る とい って も、 そ の状 況判 断 の ポ

イ ン トが 、1っ1つ の単 語 に つ い て異 る。

同 音 異義 語 の処 理 は 、す べて を コ ン ピ ュー タ処 理 しよ う とせず 、人 間 が

少 し介入 す るだけ で 、 そ の負 担 の軽 減 はは か り知 れ な い ものが ある 。 した

が って 、た とえば 、 あ る単 語 を漢字 に変 換 す る よ う入 力指 示 した と き、 も

し同 音 異義語 が い くつ か あれば 、 使用 頻 度 の 高 い もの を コ ンピ ュー タか ら

CRTな どに表 示 して 、 それ を入 力 者 が みて 、適 当 な もの を指定 す る とい

うよ うな マ ン ・マシ ン対 話形 式 の シ ステム を開発 す る試 み は 、当面 は きわ

め て現 実的 な ア プ ロ ーチで ある とい える。

い っぽ う、言 語 処 理 の負 担 を少 しで も軽 減 す る方 向 へ と 、言 語 の 表記法
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を整 理 す る こ との必 要性 も強 調 され るべ きであ ろ う。 た とえば 、 「兆 候」

と 「徴 候 」 は同 音 異義語 とは い え な い 。 どち らかに統 一 すべ きで あ ろ う し、

そ の ほ か 、 「記念 ・紀 念 」 、 「出会 う ・出 合 う」 な ど も、 どち らか に整理

し て も 、 日本 語 は い っこ うに貧 し くな った りは しない。 この よ うな例 は ま

だ ま だ た くさん ある 。 「文部 省 刊行 物 表 記 の基準 」 で は 、 「じゅ うぶ ん」

と書 くほ うが よいが 、 「十分 」 と書 いて も よい とい うこ とに な って い る。

しか し、 「日本 国 憲法 」 で 「充 分 」 とか か れてい る こ とか らす る と 、法 律

文 書 で は 「充分 」 と書 くこ とに な って い る ら しい。また 日本 新 聞 協会 編 の

「新 聞用 語 集 」 に よれ ば 、 「十分 」 と書 くこ とにな ってい る。

ま た 、文 化 が 「進 展 」す る とか くが 、貿 易 が しんて ん する と きは 「伸 展1

と書 くの が 正 しい 。美 術 品 を 「鑑 賞 」 す る とか くが 、桜 の花 をか ん し ょう

す る のは 、 「観 賞 」 とかかね ば な らない 。 その ほか、 自然 現 象 を 「観 照 」

す る とか く、 また 、ほ めて は げ ます と きは 「勧賞 」 す る とか き、感 心 して

ほめ る と きは 、 「感 賞 」 す る とか く。 しか し、 すすめは げ ま す と きは 「勧

奨 」 とか くこ とに な って い る。 これ ら意 味 の違 い は、 きわ めて 微妙 で あ り、

は た して同 音 異義語 とい え る で あろ うか 。 これ らの ほか に 、 「か ん しょう」

とい う単 語 には 、 「干 渉 」 、 「感 傷 」 、 「環 礁 」 、 「緩 衝 」 、 「管 掌 」 、

「痛性 」 、 「冠 省」 、 「簡 捷 」 、 「好 商 」 、 「姦 商」 な ど合 計16箇 の熟

語 が 辞 書 に は の ってい る。 「き しゃ」 とい う言 語 には 、6種 類 の別 字 の熟

語 が あ る し、 「きこ う」 な どは24種 類 もの熟 語 を数 え る ことが で き る。

名 詞 だ けで な く、動 詞 に も同 様 の 問題 が多 く、 「はか る」に つ いて は 「計

る 」 、 「量 る」 、 「測 る」 、 「図 る」 、 「謀 る」 な どが あ り、』前 後 の文脈

か ら文 書 を書 く人 が 使 い た い漢 字 は どれ で あるか を判 定 す る コ ン ピ ュー タ

処 理 の可 能 性 に も限 界 が ある こ とは 明 らか で あ る。む しろ 、 コ ン ピ ュー タ

処 理 だ け で な く、 われ われ 日本 語 を 使 うものに と って も、 まぎ らわ し く誤

用 の多 い上述 の よ うな漢 字 の使 い わけ は整理 しなけ れ ば な らない問題 で あ

る。
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上 記 の 「か ん し ょ う」 、 「き こ う」 な ど、同 音異 字熟 語 が 多 い とい って

も、 そ れ らの熟 語 の使用 頻 度 を考 え る と大 きな差 が ある。 「かん し ょう」

で は 、 「鑑 賞 」 、 「干 渉」 、 「感 傷」 な どが頻 度 が 高 い。 こ れ ら高頻 度 の

熟 語 を使 って うま く変換 出力 で きれ ば、95%ぐ らい の ケ ース で も正 しい

変 換 がで きた と して も よい で あろ う。100パ ーセ ン トの変 換率 の達 成 を

目標 とする か 、95%を 目標 と す るか で変 換処 理 シ ステム の規 模 や 複雑 さ、

お よび労力 な どす べ て違 っ て く る。

3.3力 夕 力ナ入 力方 式 に よ る 日本 語情 報処 理 の 実 験 的 考察

3.3.1シ ス テ ム の 概 要

前 節 まで に 日本 語 情報 処 理 の全 般 的 な 考察 を述 べ る と と もに 、 い ろい

ろな利 点 や効果 を もった カ タカ ナ入 力方 式 の意 義 や必 要 性 な どに つい て

述 べ て きたが 、 ここ では実験 的 に カ タカ ナ入 力 方式 に よる 日本語 情 報処

理 シ ステ ムを設 計 し、 シ ステ ム の拡張 性 や可 能性 に つい て の考 察 を述 べ

る ことに す る。な お 、 この概 念 に もとつ い た実 験 シ ステ ムに つ いて は第

6章 で 述 べ る こ とに す る。

この シ ステ ムは 、 オ フ ライン日本 語情 報 処理 機能 を初 期 の ステ ップと

して考 察 し、 さ らに オ ンラ イ ン処 理 か ら リモ ー ト処 理 に まで 拡 張 す る こ

と を 目的 に して設 計 してい る 。 この シ ステ ム の ね らいは 、 日本語 情 報 を

処 理 する うえ で 、 も っ とも困 難 な 問題 とな ってい る デー タ ・エン トリに

工 夫が な され てお り、専用 オ ペ レ ー タを必 要 と しない簡 易入 力 処 理 に注

目 され る。 すなわ ち 、 カ ナ ・タイ プ ラ イ タ と同 じキー ボ ー ドに漢 字 、ひ

らがな な どの フ ァン ク シ ョン ・キ ーを付 加 した だけで 、 カ タカ ナ→ 漢字

・ひ らが なに変 換 可 能 な機能 が 完備 され てい る 。なお 、漢 字 出力 装 置 は

すでに 開発 され てい る ドッ ト方 式 の漢 字 プ リンタを想 定 して考 察 した。

3.3.2シ ス テ ム の 特 長

(1)ハ ー ドウ ェア ・シ ス テムの拡 張性 が配 慮 され ている 。単 に 日本 語
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文 章 を入 出 力 す る だけ で な く、 さ らに は 、 オ ン ライ ン処 理 か ら リモ ー

ト処 理 までの総 合 情 報処 理 シ ステ ムの思想 に もとつ い て設 計 され てい

る。

(2)出 力 に関 して は 、特 殊 な用 紙 を必 要 と しな い方 式 を採 用 しオ ペ レー

シ ョン ・コス トの低 減 をは か る。

(3)単 語 単 位 に コ ー ド変 換 す る こ とに よ りつ ぎの メ リ ッ トが あげ られ る。

・単 語 ハ ン ドリング によ って、入 力 オペ レー タが 文脈 を理 解 しなが

らエ ン トリで きる 。

・漢 テ レに比 べ て キ ー ボ ー ドの数 が少 な い ため入 力 オペ レー シ ・ン

時 間 が短 縮 され る 。

・変 換 テ ー ブル の記憶 構造 は 、階 層(レ ベル)化 方 式 を採用 す る こ

とに よ り漢 字 コー ド検 索 お よび変換 処 理 の効 率 向 上に 寄 与 で きる。

(4)シ ステ ム構 成 を上位 シ ステ ム と下位 シ ステ ム とに 分化 した 階層 シ ス

テム を とる こと に よ りつ ぎの よ うな メ リ ッ トが あ る。

● プ ロセ ス ・タ イムの スピ ー ド ・ア ップ

●シ ステ ム設 計 の容 易 性 ・拡張性

・業 務 を上 位 ・下 位 の レベル に分 割 し下 位 の作 業 を小形 コ ン ピ ュー

タに行 な わ せ る こ とに よ って 、大形 コン ピ ュー タの増 設 よ りはる

か に経 済 的 で あ る。

・ 入 力 時 点 で の速 い応 答 を求 め られる 作業 要 素 は 、下位 レベ ル の コ

ン ピ ュー タ側 で処 理 さ せ てい る。

(5)で きる限 り多種 類 の文 字 を入 力 可 能 にす る。

デ ー タ ・フ ァイル作成 ・更新 プ ログ ラ ム ・パ ッケ ージの完 備 に よ

リ ユ ーザ の 目的 に適 した マ ス タ ・フ ァイル を あ らか じめ準 備 してお

く こと に よ って 、地 名 、人 名 、 一般 用語 な どの単 語群 を 、 フ ァイル

の容 量 限度 に まで拡張 す る こ とが で きる。

(6)端 末 は 、 イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナル ・シ ステム の概 念 を採 用 す
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る。

そ れ に よ り、入 力 コー ドを内 部 コー ドに変 換 す る だ け で な く、入力

デー タの チ ェ ックお よび編 集機 能 も端 末側 が 兼 ね備 え る 。

ま た、 さ らに は 、内 部 コー ドへ 変換 した 際 に同 音 異 義語 テ ー ブル に

よ って 、基本 単語 へ の変 換 も行 な うの で 、上位 の メ イ ン ・コン ピ ュー

タへ の ロ ー ドの 軽減 に寄与 す る。

(7)多 くの文 字 を印 書 可能 とする 。

3.3.3シ ス テ ム の 構 成

この シ ステ ムは 、下 記の 各 機器 に よ って構 成 され 、 その システ ム構 成

は 図3-1か ら図3-3に 示 す とおLりで あ る。

Oオ フ ライ ン ・シ ステ ム

① カタ カ ナ入 力 キ ー ・ボ ー ド

ペ ージ ・ライ タ

付 加 機 能{
デ ィス プ レイ(同 音 異 義語 表 示 用)

② 漢 字入 力 制 御装置

③ 漢 字 プ リンタ

④ 漢字 出 力 制 御 装置

⑤ 磁 気 テ ー プ装 置

⑥ 中形 汎 用 コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム(メ イ ン ・コ ンピ ュー タ)

Oオ ン ライ ン ・シ ステ ムお よび リモ ー ト ・シ ステ ム

上 記 機器 の ほ かに つ ぎの機器 が必 要 で あ る。

⑦ 通信制 御 装置

⑧ タ ー ミナル ・コ ン トロー ラ

⑨ そ の他 、 通信 回線用 コ ン トロー ラ
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1

3.3.4総 合 的機 能 の 説 明

シ ス テ ムの 総 合 的機 能 は 、 図3-4に 示 す3つ の部 門 に大 き く分 類 す

る こ とが で きる。

漢 字 入 力 コ ン トロ ー ル ・パ ー ト

(漢 字 入 力 制 御 装 置)

口
漢 字 デ ー タ ・ プ ロ セ ス ・ パ ー ト

(メ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ)

o

漢 字 出 力 コ ン ト ロー ル ・パ ー ト

(漢 字 出 力 制 御 装 置)

ニ コ ン の

利 用 に よ る

制 御

メモリ・サイズ

64KB以 上

の 中 形 汎 用

コンピュータ

特 殊 向 け

専 用

コンピュータ

図3-4シ ステ ムの総 合機能

以 下 に各 パ ー トの ハ ー ドウ ェア仕 様 お よ び構 成 を概述 し、 デ ー タ ・プ

ロセ スの主 な機 能 を 、 ソフ トウ ェア ・オ リエ ンテ ッ ドに考 察 す る 。

3.3.5各 パ ー トの機 能

(1)漢 字入 力 コ ン トロール ・パ ー ト

① 同 音 異 義語 テ ーブル へ の ロ ー デ ィン グ

こ の パ ー トの も っ ともね らい とす る と ころは 、同 音 異義 語 の変 換

機 能 に あ る。

同 音 異 義 語 マス タ ・フ ァイル は あ らか じめ 、上位 の メ イン ・コン
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ビ ュータに よ り作 成 ・更 新 さ れ て い るの で 、同 フ ァイルを漢 字入 力

制 御 装置 の メモ リに ロー ドす る。(イ ニ シャル ・ラ ン)

したが って 、 日本 語 の デ ー タを エ ン ト リする以 前 に必 ず 、 この イ

ニ シ ェイ シ ョンを行 な って お か な け れ ばな らな い。

メ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ に

よ る 作 成

同 音 異 義 語

マスタ ・ファイル

同 音 異 義 語

テ ブ ル

テー ブルのサイズは

漢字入力制御装置の

メモ リサ イズによっ

て制約を受 ける。

図3-5同 音異 義語 テ ーブルの イ ニ シ ャ ライ ズ

② デ ータ入 力 の プ ロセ ス

カ タカナ入 力 の キ ー ボー ドは 、漢 字 入 力制 御装 置 に接 続 され 、付

加 機 能 と して 、 デ ィス プ レイお よび ペ ージ ・ライ タが あ げ られ る。

また 、デ ー タの入 力 の他 に 、 ベ リフ ァイ、 サ ー チな どの オペ レー

シ ・ンを行 な う ことも で きる。

デ ー タ ・エン トリの プ ロ セスは、 キ ーボ ー ドか ら入 力 された デー

タ(1単 語)に 対 し、入 力 イ メー ジの チ ェ ックを行 ない 、内 部 コー

ドに変 換 す る。 この コ ー ドを も とに1単 語 分 の コ ー ドを同 音異 義 語

テ ー ブル か ら探 し出 し、 デ ィス プレ イ上 に表 示 す る。 オペ レー タが

デ ィス プ レイ上 を チ ェ ック した うえで 選 択 キ ー番 号 を タイ プ イ ンす
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る と、漢 字 入 力 デ ー タ ・フ ァイル に1ア イテム(1単 語)書 き込 ま

れ 同時 にモ ニ タ ・プ リン トされ て か ら 、つ ぎのア イ テムの入 力 へ移

る。

③ 漢 字 入 力装 置 の イ ンテ リジ ェン ト ・ター ミナル化

メイ ン ・コ ン ピュー タに あ ま り負 担 を か け な い よ うに 、入 力 コー

ド変 換 →入 力 コ ー ドチ ェ ック→ デ ー タの編 集→ 簡 単 な 処理(検 索 ・

更 新)→ 出 力 デ ー タの編集 な どの処 理 を端 末側 で行 な う。

また 、 制 御 装置 は、 プ ログ ラマ ブル ・バ ッフ ァ方 式 を採 用 し、編

集 方法 な どの処 理 方 式が変 った と して も最 適 な バ ッ フ ァ ・デザ イ ン

が可 能 で あ る。.

(2)漢 字 デ ー タ ・プ ロセ ス ・パ ー ト

この パ ー トは 、 メイン ・コン ピ ュー タの処 理 を示 してお リシ ステ ム

の 中軸 を な す もので ある。

す な わ ち 、 こ の パ ー トのシ ステ ム構 成 は、漢字 入 力 お よび漢 字 出 力

制 御 装 置 に対 し、上位 の コン トロール ・シ ステ ム と して位 置 づ け られ

る。

メ イ ン ・コン ピ ュー タの主 な 役割 は つ ぎに 示す とお りで ある。

・各 種 コー ドの変 換 処理(漢 字 単 語 ・ゴジ ックカ タカ ナ ・ひ らが な

・英 数 字 ・記 号)

・同音 異 義語 マ ス タの作 成更 新

・一般 用語 フ ァイル お よび専 門用 語 フ ァイル の作成

・ユ ーザ 目的 別 ・マ ス タ ・フ ァイ ルの作 成 ・更 新

・出力 用文 字 パ ターン ・マ ス タの 作成 ・更 新

・出力 用 文 字 パ ター ン ・コー ド ・ブ ックの 作成

・漢 字 プ リン タ編 集 テ ープの作成

① 各 種 コ ー ドの変 換処 理(漢 字 単 語 ・ゴ ジ ック カ タカ ナ ・ひ らが な

・英 数 字 ・記 号)
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漢 字入 力 デ ー タ ・フ ァイル を1ブ ロ ックずつ 、 バ ッフ ァ ・エ リア

に移 し、さ らに1単 語 単 位(1ア イテ ム)に 分 解 した うえ で ワ ーク

・エ リア へ1ア イ テ ム ずつ セ ットす る。

そ して 、 そ れ ら各 ア イ テ ムが、漢 字 単語 コー ド、 ゴジ ック ・カ タ

カ ナ コー ド、ひ らが な コ ー ド、英数 字 ・記 号 コー ドの いずれ か に変

換 を行 な う。

同 音 異義 語 に 関 して は、 すでに 下位 の コン トロ ール ・シ ス テ ム側

で 、処 理 され て い る ので 、変 換 の必 要 は な く、漢 字 コー ド用 に 一意

的 に編 集規 則 どお りに編 集 しな お すだ けで よい。

ここで は 、 ユ ーザ 目的別 マ ス タ ・ファイ ルに属 して い る漢 字 変換

テー ブルの 記 憶構 造 に よ って 、変換 処理 効 率 が大 巾 に ダ ウン した リ

ァ ップ した りす る。

まず この シス テ ムに お け る コー ド変 換 技 術 は 、 つ ぎの よ うに 特徴

づ け られ る。

a.単 語 単 位 で変 換 を行 な うの で、漢字 を1字 ず つ コー ド変 換 す る

よ りも は るか に 効果 的 で ある。

b.同 音 異 義語 は 、 すで に漢 字 入力 コ ン トロール ・パ ー トで変 換 さ

れ てい るた め 、 コー ドの サ ーチが よ り少 な い回 数 で すむ 。

c.変 換 テ ー ブル は ユーザ 目的 別 、 マ ス タ ・フ ァイル上 に登 録 され

る ので変 換 対象 コ ー ド群 の メイ ンテ ナ ン スは す でに準 備 され てい

る ユ ーテ ィ リテ ィや ラ イ ブ ラ リを利 用 す る ことで容 易 に行 な うこ

とが で きる 。

d.変 換 テ ー ブル の記憶 装 置 は 、 デ ィスクお よび ドラムを ベ ー ス と

した ラン ダム ・ア クセ ス記憶 装置 を使 用 し、大 量 の コー ド群 の蓄

積 や 、速 い ア クセ ス ・タ イムの要 求 に対 して 、 十分 に応 じられ る。

e.変 換対 象 デ ー タ(1単 語)の 構 造が シ ン プル で あ リ コー ド種 別

の判 別機 能(FunctionIdentifire=FID)を 持 って い る。
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す な わち 、 キー ボ ー ド操 作 に よ って入 力 対象 の1ア イテ ム(1

単 語)が 、漢 字単 語 、 ゴジ ック ・カ タカナ 、ひ ら がな 、英数 字 記

号 の うち どれ か を判別 す るFIDを 単 語 先頭 に持 つ こ とに よ って、

変 換 処 理 を簡 単 に して い る。

変 換 テ ー ブル は 、前述 した よ うに 、記憶構 造 の と り方 に よ って

変 換 ス ピー ドが 異 な る 。

す な わ ち 、一般 に はISAM(IndexSequentialAccess

Method)構 造 を採 用 すれ ば よ く、あ とは変換 テ ー ブルにお ける

コー ドの種 類 、 ボ リ ュームに応 じて 、 つ ぎの よ うな2と お りの方

法 を使用 す る。

(D非 階層 化 構 造 の変 換 テ ー ブル

変 換 テ ー ブル 自体 が1次 元 構 造 で あるた め 、1ア イテ ム(1

単語)ず つ 、 ま たは 、英 数字 や ひ らがなの 場合 は 、1文 字 ず つ

サ ー チ を行 な えば よい。

図3-6非 階 層 構 造 の変換 テ ー ブル に よる変 換
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(ii)階 層 構造 の変 換 テ ー ブル

初 期 の シ ステ ムでは 適 用分 野 の 目的 に あ った変 換 テ ーブル を

準 備 す れば よ く、 わざわ ざ変 換 テ ー ブル を複 雑化 す る こ とは な

い 。

しか しなが らユ ーザ の ニー ズを よ り以 上 に満 すため に は、

・同 音 異義 語}下 位 コン ピ ュー タ

・専 門 用 語

上 位
・専 門・的 一般 語(使 用 頻 度 が多 い 一般 語)

コ ンピ ュー タ
・一 般 用 語

とい った 分類 が必 要 に な る。

この4つ の カテ ゴ ラ イズ はつ ぎの よ うに デ ー タを分 割 し レベ

ル化 す る こ とが で きる。

サ

ー

チ

1

サ

ー

チ

2

一一～一変 換 率x%

〃y%(x≦y)

テ ー ブ ル

の デ ー タ ・

ボ リ ュ ー ム

　　

㊧
ア ク セ ス

タ イ ム

　　

⑱

デ 　 タ　ホ リ ュ　 ム

◇
アク セス タ イム

ロ

㊥

図3-7階 層 構 造 の変 換 テ ー ブル に よる変換

した が って これ ら変 換 テ ーブ ルが 、専 門分野 別 に モ ジ ュール

化 され て ユ ーザ 目的別 マ ス タ ・フ ァ イル に登録 され る こ とにな

る。
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専 門分野(1} 専門分野②

専門分野

用

。情報処理用語

。電気工学用語

。姓 名

。住所

漢 字 入 力 制 御 装 置

(下 位 コン ピュータ)

般

用語 ・文 字

顧 客情報

財 務 情報

人事情 報

商 品管 理情 報

図3-8階 層 化 変換 テ ー ブル の構成

レベル ー3と レベ ル ー4と の分 類 は ユ ーザ の適 用業 務 に よ っ

て異 な る ため 、 システ ムの稼動 が 進 む につれ 逐 次 メイ ンテ ナ ン

ス を怠 りな く行 な う必 要が ある 。

た だ し、 レ ベル ー4に 関 しては 、 マ ス ・ス トー レ ッジ の容量

をか な り必要 とす る た め 、 あらか じめ

。 レベル1～ レベ ル3の 平 均変 換率 と

oレ ベル1～ レ ベル4の 平 均変 換率 とを

計 測 して お き、

ユ ーザ側 の期 待変 換率 と平 均 変 換率 とを合 わ せて 使 い分 け る

必 要 が ある。

す なわ ち、漢 字FIDお ・よび カ タカ ナFIDを サ ーチ して か ら、
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ワ ー ク ・エ リア に セ ットす るま で は 、非 階層化 構造 の テ ー ブル

・サ ー チ と何等 変 らない が
、 そ の後 、 レベル1～ レベル3ま た

は レベ ル4ま で の サー チ が シ ステ ムに付 加 さ れ る ことに な る。

そ の際 、 レベル ー4を サ ーチす る場 合 、ア クセ ス回数 が増 す

こと と、 一般 用 語 自体 が大 量 で あ る こ とが予 想 され るた め 、運

用 目的 に応 じた使 い 方 を す べ きで ある。

した が って多 少 の 変換 率 を下 げ た と して も、文 章 の意 味 を十

分 に理 解 す る こ とが で きる うえに ゴ ン ピ ュー タの ラ ンニ ン グ.

タイムが 少 な くて 済 む ことに な る。

表3-1階 層fヒ変 換 テ ー ブル の特 徴

階 層 レ ベ ル ー1 レ ベ ル ー2 レ ベ ル ー3 レ ベ ル ー4

用 語類 別 同音異義語 専 門 用 語 専門的一般語 一 般 用 語

平 均
① 平均変換率x%

変換率
② 平均変換率y% ㌘

対象変換 同音異義語 専門用語 セ レク シ ョン φ 一般用語

テ ー ブ ル デ ィクシ ・ナ リ
一"

ア イク シ ョナ リ (専 用業務別)
一"

ア イクシ ョナ リ

デ ー タ件 数 の

1例

300語

～900語

100語

～500語

500語

～700語 1,000語 ～

下位 コン ピ ュー タ 〔ISAM〕 〔ISAM〕 大容量 ・低速
の メ モ リに oイ ンデ ックス 。 イ ンデ ッ クス

常駐 部 メイ ンコ

ン ピュ ー タの

部

高速

DIS㌔

RUM
記 憶 装 置 メモリ上 DISC/DRUM

。変換単語テ 。変換単語テ
一 ブ ル 一 ブ ル

酷 中速
DISC/DRUM DISC/DRUM

期待変換率 30% 60% 70% 90%

変 換 プロ セ
1 2 3 4

スの ステ ップ

使用 漢字入力
メ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ

コン ピュー タ 制御装置
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② 同音 異義 語 マ ス タの作成 ・更新

漢 字 入 力制 御 装置 の メモ リに ロー ドす るため に 、 あ らか じめ メイ

ン ・コン ピ ュ ー タ側 で 、同 音 異義語 マ ス タを作成 お よ び更 新 してお

か なけ れ ば な らな い。

同 異 義

語 ドキュメン ト

追 加 ・削 除

訂 正 デ ー タ

チ ェ ッ ク ・

リ ス ト

同音異義語

マスタ

,一 一 、 、

、
、

、

、

同音異義語

マスタ

図3-9(a)同 音 異 義語 マ ス タ作 成 フ ロー
、'
、,

'
ノ

!
!

この場合図3-9(a)の ように、 同音 異義 語 マ ス タの媒 体 は 、磁 気 テ

ー プで あ り更 新 処 理 は メイ ン ・コン ピ ュ ー タで行 な う こ とを前提 と

して い るが 、 む しろ漢字 入 力制 御装 置 に キ ー ・カセ ッ トな ど の リー

ド ・ライ ト処 理 装 置 が付加 され て い れ ば 、同音 異義 語 の更 新 作業 は、

下位 コ ンピ ュ ー タ側 で行 な う こと も可 能 で ある。
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、

漢 字 入 力

制 御
'

装 置
,"

…
、
、

ロ ー ド

○

サ ー チ ・ リ ー ド

キ ー ・ カ セ ッ ト

,'

'

○
ノ

ライ ト/

!,

!'

!'

,!

,"

/'デ ィスプレイ
'

r
,'、 唱■'

''
'

デ ィスプ レイ ・

イ メージ を見な

がら修 正

同音異義語

マスタ

図3-9(b)キ ー ・カ セ ッ トを利 用 した 同音 異 義語 マス タ作 成

③ 一般 用 語 フ ァイル 、専門 用 語 フ ァイル の作 成 ・更新

一般 用語 フ ァイル は 、あ らか じめ シス テ ム側 か ら提 供 され る フ ァ

イル で あ り主 に 図3-10の よ うな資源 か ら情 報 を得 る。

辞

百科 辞 典

漢 和辞 典 ⇒i

図3-10

専 門 分 野 用 語 マ ス タ ・フ ァ イ ル は 、 ユ ーザ の ニ ー ズ に よ っ て 、 た

と え ば 図3-11の よ うな デ ー タ群 が ら形 成 さ れ る 。
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○

姓 名

プアイル

住 所

プアイル

情 報 処 理 ユーザ ・目的
デー タ ・

用語 ファイル ファイル

新更

ジ

.

一

成

ケ

作ルイアフ●ターデ

ツ
パ

●ムーフ
グロブ

図3-11

④ ユ ーザ 目的 別 ・マ ス タ ・フ ァイル の作成 ・更 新(コ ー ド変 換 テー

ブル)

前 述 の 一般 用 語 ・専 門 分 野 用語 フ ァイル か らユ ーザ 目的 別 、 マ ス

タ ・フ ァイル を セ レクシ ョン す る。

す な わち この フ ァイルが漢 字 コー ド変 換 テ ー ブル と な り、専 門用

語 、専 門的 一般 語 、そ の他 の一般用 語 と しての階層 構 造 フ ァイ ル を

構 成 す る もの で あ る。

ユ ー ザ ・ 目的 別 ・マ ス タ ・ フ ァ イ ル

コ ー ド 変 換 テ ー ブ ル 文 字 情 報

専 門用 語

専 門 的

一 般 語

一般 用 語
漢 字 編'集

コ ー ド

画 数

音 訓

読 み

同音異

義単語

図3-12

図3-12の フ ァイル群 は蓄 積形 デ ー タ ・ベ ー スで あ るた め 、記

憶 装置 の条 件 と して

・大 容量
.格納 可 能 で あ る こ と
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・ ラ ンダ マイ ズ ・ア ドレ ッシ ングが で きる こ と

・ハ ー ドウ ェアの ア ク セ ス ・タイ ムは あま り高 速 を 必要 と しな い

●ISAM形 フ ァイル構 造 が可 能 で あ る こと

が 必 要 とな る。

⑤ 出 力用 ・文 字 パ ター ン ・マ ス タの作 成 ・更 新

この フ ァイル には 、漢字 プ リン タで印 書 したい文 字 のパ ター ンが

内 蔵 され て お り、 この フ ァイル を 「漢 字 出 力 制 御装 置 」 の メモ リに

ロ ーデ ィン グ してお くことに よ り印 書可 能 とな る。

文 字 パ タ ーンは 、漢 字 出 力制 御 装置 の メモ リに ロ ーデ ィングす る

た めに 必 要 とな る ア ドレス とその パ タ ーンが1組 にま とめ られ て お

り、最 初 の ブ ロ ックに は 、漢字 出力 制御 装置 の メモ リに ロー デ ィン

グす るこ とを指 示 す る ステ ー トメン トが入 って い る。

文 字 パ ター ン:

① 文 字ldentifire

② 印 刷 に必要 な マ トリック ス ・パ ター ン

o

●

情● ● ● 6 ● ●
● ● ● ● ● ●

ρ ● ●● ● ● ● ●
ibitゼ ● ● 4`

` ▲ 4L

、' 一 一 -'

● ▲ ▲
● ▼ ▼ ●

● ▲ ▲ 4`● u ▼ -'

● ●

＼ 」 、、tノ

⑥ 出 力用 ・文 字パ ターン ・コ ー ドブ ックの作成

この処 理 は 、漢 字 入力 お よび出 力 に ともな って シ ス テムの管 理 者

が 、出力 文 字 パ タ ーン を保 守 す るため に 必 要 とな る。 コ ー ドブ ック

と して はつ ぎの種 類 の ブ ック ・レ ットを作 成 す る こ とが で きる。
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・音 訓 イ ン デ ック ス

・画 引 イ ン デ ッ ク ス

・.一般 用 語 パ タ ー ン ・イ ン デ ック ス

・各 種 専 門 用 語 パ タ ー ン ・イ ン デ ック ス

文字 ハ

ターン ・マ1

ス㌘ ン

11

コ ー ド ・ブ ック

作 成 プ ログ ラ ム

↓

コー ドブ ック

ノ{

図3-13

⑦ 漢 字 プ リンタ編 集 テ ー プの 作 成

漢 字 コ ー ド変 換 テ ー ブルが 内蔵 さ れ てい るユ ーザ ・目的 別 マ ス タ

・フ ァイル を 参照 しなが ら漢字 入 力 デ ー タ ・フ ァイ ル を セ レ ク ト、

コ ー ド変 換 、 分類 な どの処 理 を行 な って 、 「漢 字 プ リ ンタ編 集 テ ー

プ」 を作 成 す る。

単 純 な 漢 字 プ リン タ編 集 テ ー プを 作成 す るに ぼ 、 ユ ーテ ィ リテ ィ

・プ ログ ラム を利 用 すれ ば よいが 、特別 の 計算 、分 類 、編 集 な どを

行 な うに は、 ラ イブ ラ リ ・ル ーチ ンを呼 び 出 して 、 ユ ーザが プ ロ グ

ラ'ミングを行 な う こと も可 能 で ある。
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漢字入力制御装置より

o
.

1

/　 ザ ・目的別
マ ス タ ・フ ァ イ ル

＼ 一

7

s

一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー 一 一

漢字

入力デー
タ ・プア

イル

「 一 一 一 一 一 一

「

READ

-一 一 一 一 一 －

r

検 索 サ ブ ル ー チ ン

(サ ー チ 、 セ レ ク シ ョン)
(

漢 字 入 力 フ ァ イ ル

1/0ル ー チン

1

■ n

|

1

|

-

ー

-

|

1

1

1

ー

ー

1

1

ー

ユ ー ザ ・ プ ロ ブ レ ム ・ プ ロ グ ラ ム

文字パ ター ン

)コ ン ト・一ル

ル ー チ ン
唱

A

」
」̀

`
}

プ リ ン ト

プ ア イ ル

コン トロール ・ル ーチン

コ ー ド変 換

ル ー チ ン

)
漢 字 デ ー タ ・ソ ー テ ィ ン グ

ル ー チ ン

プリ〉 ～
ト 用
一
ア=三シ 1

L________________________________

漢字出力制御装置へ

1

、

.

漢字

リンタ

集 テープ

uラ イ ン プ リ ン タ 用

出力プ ログラム

1 ,

ダ ン プ ・

リス ト

/一

図3-14漢 字 プ リン タ編 集 テ ープ作 成 プ ログ ラム構 成 図
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(3)漢 字 出 力 コ ン トロール ・パ ー ト

① 主 な 機 能

漢 字 出 力制 御 装置 は 、 あ らか じめ 、 メイ ン ・コン ピ ュー タで 作 成

され る文 字 パ ターン ・マ ス タ ・ファイルを漢字 プ ロ セ ッサの メモ リ

部 に ロ ーデ ィング してお か な けれ ば な らな い。(イ ニシ ャル ・ラ ン

ニ ン グ)こ れ によ り、漢字 プ リ ンタ編 集 テ ープか らデ ー タを リー ド

して、す でに漢 字 プ ロ セ ッサに 記憶 され ている文 字 パ ターン ・テー ブ

ル に した が って、 漢字 プ リ ン タに デ ー タを送 り込 む 。

漢 字 プ リンタは 、漢字 プ ロセ ッサ か ら送 られ て くる、文 字 パ ター

ン、 プ リン ト位 置 情 報 、お よび文 字 の タテ ・ヨ コの サ イ ズな どの指

定 に よ リ プ リ ン ト ・ア ク シ ョンが行 な わ れ る。

な お 、 こ こに設 計 した漢 字 プ リン タは、 すでに他 の機 関 で 開発 さ

れ て い る もの か ら この シ ス テ ムに必 要 な機能 を採 り入 れ るな ど して

設 計 した もの で ある 。

② 漢 字 出力 制 御装 置 の構 成

漢'」

プ リン タ

編 集
テ フ'

漢 字 プ ロ セ ノサ

プ リン ト制 御 装 置

漢'7プ リ ン タ

l

t

lイ ニ シ ャル ・ラン

1

1

1

l

l文 成

1ハ タ　 ン
マスタ コ1

アイル1
-,

ロ ーーア イ ン

1

l

L_.一 一_______

(期 待ス ヒ'ト:2000行/分)

図3-15漢 字出力制 御装置 の構成
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文 字 パ タ ー ン ・マ ス タ ・フ ァイ ル は 、 メイ ン ・コ ン ピ ュー タ側 で

作 成 ・更 新 さ れ る。

3.3.6日 本 語 情 報 処 理 に お け る ソ フ ト ウ ェア体 系

こ の シ ス テ ム に は 、上 位 の メ イ ン ・コ ン ピ ュ ー タ を 中 軸 と して 下位 の

入 出 力 制 御 装 置 と の 間 で 、 円 滑 な プ ロ セ ス を行 な う ため に 表3-2の よ

うな ソ フ トウ ェア を用 意 す る 。

表3-2

・同 音 異義 語 マ ス タの 作 成 ・更

新

・一般 用 語 フ ァイル お よび専 門

用 語 フ ァイルの 作 成

・ユ ーザ 目的 別 ・マ ス タ ・フ ァ

イル の 作成 ・更新

・出 力用 文 字 パ ター ン ・マス タ

の 作 成 ・更 新

・出力 用 文 字 パ ター ン ・コ ー ド

・ブ ックの 作成

・漢 字 プ リン タ ・編 集 テ ー プの

作 成
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固有名詞処理の ための カタ カナ入力方式

O

4



●

O



4.固 有名 詞処理のための カタ カナ入力方式

4.1.固 有 名詞 の構 成 要素

地 名 、 人名 を は じめ とす る各種 の固 有 名 詞 のうち、あ る種 の もの は 、そ れ

らの 生成 の過 程 で 、相 互 に転 用 あ るい は部 分 的 に 引用 さ れ た結果 、 同音 ・

同義 の文 字 が 、随 所 に共 通 的 にみ られ る。 した が って 、そ れ ら共 通 的 な要

素 と ・特 定 の種 類 の固有 名詞 だ け に特 有 の要 素 とを区 分 す る こ とは 、効果

的な カ タカ ナ漢 字 変換 テ ーブル の 編成 の うえで 、重 要 な課 題 で あ る。

そ の よ うな意 味 で 、各 種 の固 有 名 詞 の生 成 の過 程 をた ど り、 相互 の関 連 を

大 まか に示 し た もの が 図4-1で あ る。

地形、位置

地理的条件

産 物 等

.

(帰 化 系)

商 品 名

そ の 他

産 業 名

(業 種) ＼ 外国の国名、

姓など

職 業 名

そ の 他

出生順位、性
別、動植物名
理想像な ど

、

/// | '

氏
人のなまえ

(氏 を除 く)
一 一 ≡ 一 一■

＼
・

利用上の

組織形態
企業名 ・官
公庁名の国

有 部 分

/ ＼
/

注:1.矢 印 の 起 点 が構 成要 素 で あ る。

2太 わ く内 は 、変 換 テ ー ブル 作 成

の 作 業 単 位 とな るべ き もの を示 す。

3斜 線 を付 した も のは 、

単 位 で あ る 。

/二 ろ//

蒙
組 織 上の レ

ベ ル ・機能
、r

〉 ∈

図4-1 固有 名 詞 の構 成 要 素
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4.2固 有 名詞 の 変換 テー ブ ル

4.2.1変 換 テ ー ブル の構 成

カ タカナ漢 字 変換 シス テ ム に おい て、変 換 テー ブル の編 成 単 位 を 、 ど

の程度 の大 きさ に決 め るか 、 とい うこ とは 、 きわ め て重 要 かつ 難解 な 問

題 で あ る。仮 りに 、 コン ピ ュー タの内 部 メモ リが無 限大 で あ る と想 定 し

て も、 あ らゆ る分野 の、 あ らゆ る種 類 の基本 単 語 を 、1つ の テ ー ブル に

納 め るこ とは 、変 換 テ ー ブル の編 成 、入力 お よび メイ ンテ ナ ンス 、同音

異 義語 の処 理 な どの問題 が あ り、 さ らには検 索 に要 す るサ イ クル タイム

自体 も無 視 で きな い であ ろ う。

それで は 、固有 名詞 に限定 した 場合 は ど うで あ ろ うか 。前 述 の よ うに

地 名 、人 名 、企業 名 な どは 、相 互 に関連 し合 ってい るの で 、全 体 を ま とめ

て1つ の テ ー ブル に す るこ と も、 それ な りの理 由は あ る と思 われ る 。し

か しな が ら、た とえば市 町村 の 住民 関係 事 務 にお け る公 職 選 挙 の投 票 所

入 場券 や 、児 童 の就 学 通知 書 の発行 な どの よ うに 、お もに個 人 を対 象 と

す る事 務 にお いて は 、人 名 お よ び比 較 的小 範囲 の地 名 が あれ ば十 分 で あ

って 、官 公庁 や企 業 で使 わ れ る よ うな 、組 織 、 商 品 、機 能 な どを 示 す単

語 は 、ほ とん ど不 要 であ る。

したが って 、固有 名詞 につ い て は 、将 来実 用化 が進 んだ 場 合 は 、改 め

て統 合 を 検 討 す るに して も、当 面 は つぎの3種 類 の テー ブル に分 割 して
c

作 成 す るのが よい と思 われ る 。

① 地 名変 換 テー ブル

② 人 名変 換 テ ー ブル

③ 企 業 ・事 業 所 名(官 公 庁 名 を含 む)変 換 テ ーブル

上記3種 類 の変 換 テ ーブル の使 い分 け につ い て は 、 つ ぎ の よ うな組 合

せ が考 えられ る。

(1)対 住 民 行 政 、人 事管理 な ど、お もに個 人 を対 象 とす る事 務 … …地 名

変 換 テ ー ブル と人 名変 換 テ ー ブ ル 。
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(2)官 公庁 の組 織 管 理 や部 内 通達 、社 会保 険 料 の 徴収 な ど、 お もに官 公

庁 、 企業 、事 業 所 な どを 対 象 とす る事 務 ……地名 変 換 テ ー ブ ル と企業

・事業 所 名変 換 テ ー ブル
。

(3)株 主 名簿 の管 理 、ダ イ レ ク トメー ルの発 送 な ど 、個 人 と法 人 との双

方 を対 象 とす る事 務 … …前 記3種 類 の変 換 テー ブルの 全 部(注:こ の

場合 で も、あ らか じめ 名簿 を2種 類 に分 け て処 理す る こと も考 え られ

る)

4.22変 換 テ ー ブル の基 礎 資 料

(1)地 名 変 換 テー ブ ル の基 礎資 料

地 名 を構 成 す る基 本 単語 の 抽 出 には 、以 下 の よ うな資料 の利 用 が考

え られ る。 これ らの資 料 は 、い ずれ も地 名 の読 み仮 名 が つけ られ てい

るの で 、そ の意 味 で も利用 価 値 が高 い。

① 都 道府 県 コー ドお よび市 区 町 村 コー ド

これ には 、工 業 標 準化 法 に基 づ く 日本 工 業規 格(JISコ ー ド)、

行政 官 理庁 が 設定 した設計 基 準 と して の コ ー ド、お よび 自治省 が設

定 した地 方 公共 団体 コー ドとい う3種 類 のも のが あ る 。

② 町 字 コー ド調査 表

自 治省 が 、全 国 統 一 的 な町 字 コー ド(別 名 「住所 コー ド」)を 設 定

す るため に 、昭 和46年 度以 来 、全国 の 市区 町村 に依 頼 して 作 成 し

てい る資 料 で あ る。市 街地 につ い ては 町 ・丁(住 居 表 示 の街 区 な ど)

、 周 辺 部 お よび 農 山漁村 につ い て は 、大 字 ・字 また は これ に準 ず る通

称 の区域(一 般 的 に は 、区 、集 落 、部 落 な どと呼 ば れ る範 囲 の区 域

で 、 郵便 物 の あ て先 の住所 に も用 い られ るも の)を 単 位 と して 、 コ

ー ド付 け を した もの で 、住 居 表 示 に関す る法律(昭 和37年 法律 第

119号)に 基 づ く住 居 表示 が行 なわ れ てい る区 域 につ い て は 、 こ

れ に よ る表 示 に合 わ せ て 、従来 の町 名 または字 名 に よる表 示 を 用 い

る二 重表 示 が行 な わ れ てい る。
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コー ドの構 成 は 、都 道 府 県2け た 、市 区 町 村3け たの数 字(上 位 の コ

ー ドは 、都 道 府 県 コー ドお よび市 区 町村 コー ドに同 じ)の 下 に、町字

を 示 す4け た の 数字 と、1け た の検査 数 字 を加 え 、計10け た の数字

に よ って構 成 され てい る 。

③ 国土 行政 区画 総 覧 ・日本 行 政区 画総 覧

コー ド利 用 の便 利 さ とい う点 を別 にす れ ば 、上 記2種 類 の資料 の内 容

を一応 網 羅 し、 か つ市販 さ れ て い るので 、変 換 テ ー ブル の作 成 には 、

最 も手頃 な資 料 とい え よ う 。

(2)人 名 変換 テー ブル の基礎 資 料

人 名 の変換 テ ー ブル作 成 の 基礎 資 料 として は 、種 々 の ものが考 え られ

るが 、東 京23区 五 十音 別電 話 帳(個 人 名)3冊 が 、最 も適 切 な もの と

思 わ れ る。 そ の理 由 とし ては つ ぎの よ うな 諸 点 が あ げ ら れ る。

① 全 国最 高 の人 口集 中地 区 で 、各地 発 祥 の人 名 が 網羅 的 にみ られ る。

② 個 人 だ けを 対 象 に、五 十 音 順 に編 成 され て い るの で、 変換 テー ブ

ル に組 み 替 え る手 間 が 少 な くて 済む 。

③ 手近 な と ころ にあ るの で 、随 時 、利 用す る こ とが で き る。

(3)企 業 ・事業 所 名変 換 テー ブル の基 礎資 料

企 業 名 お よび事 業所 名(官 公 庁 お よび そ の内 部組 織 の名 称 を含 み 、以

下 同 じ)の 変換 テ ー ブル作成 の 基 礎 資料 とし ては 、つ ぎに掲 げ る4種 類

ものが考 え られ る。

① 東 京23区 五 十 音 別電 話 帳(企 業 名)

この 資 料 で は 、企 業 名を 五 十 音 順 に配列 す るほ か 、官 公 庁 お よび こ

れ に準 ず る法人 も別掲 され て い るの で、 上記{2)に 述 べ た人 名 の場 合 と

同様 の利 点 が あ る。 しか し な が ら、電 話 の加 入 者 名義 単 位 で ある た め、

企 業 お よび 官公 庁 の内 部組 織 の 名称 、東 京都区 部以 外 にお け る特有 の

官 公 庁 名簿 にっ い ては 、必 ず し も網 羅 され て いな い とい う問題 が あ る。

② 社 会 保険 の対 象 事業所 フ ァイル
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厚 生 省(厚 生 年 金 保 険 、健 康保 険 お よび 児 童手 当 用)と 、労 働 省

(失 業 保険 お よび労 働 者災 害 補 償保 険 用)と が あ る。い ずれ も東 京

都 内 の対象 事 業 所 に つ い ては 、 コン ピ ュー タに よ り、 カ タカ ナを 用

い て処 理 さ れ て い るの で 、カ タカ ナ漢字 変 換 テ ー ブル の作 成 は も と

よ り、事業 処 理 シ ステ ム その もの に 、漢 字 を導 入 す るこ とが 、技術

的 、 コス ト的 お よび時 間的 にみ て 、比較 的 容易 と思 われ る。

③ 行 政機 構 図

行 政機 構 図 には 国 の行 政機 関 の ほか に 、 国会 お よび裁 判 所 も含 ま

れ て お り、国 の機 関全 部 が対象 の範 囲 に な って い る 。

④ 職 員 録

大 蔵 省 印 刷局 が 毎 年編 集 刊行 して い る上下 二 分冊 か らな る資 料 で

あ る 。国 の機 関 を示 す 組織図 にお いて は 、上記 行政 機構 図 に比 べ て

出先 機 関 に か か わ る ものが 若干 簡 略 化 さ れ てい るが 、 この点 に つ い

ては 、人 名 欄 に掲 げ る職 名 に よ って よ り詳 細 に 読 み取 れ る もの であ

る 。地 方 公 共 団体 を含 めて い る点 で 、前 記 行 政 機構 図 に比べ て 、 よ

り網羅 的 で あ る とい え る。

4.2.3変 換 テ ーブル の編 成

固有 名詞 に係 る基 本 単語 の抽 出 につ い て は 、上 に述 べ た よ うに 、各 種

の基 礎 資料 が考 え られ るが 、各 資料 の特 性 お よび作 業 の難 易 を 考 慮 し て 、

図4-2に 掲 げ る よ うな組合 せ お よび作 業 手 順 に ょ って 、変換 テー ブル

を編 成 す るのが 合 理 的 であ ると思 わ れ る。
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国土行政区画総覧

(㌶ 政区醜 覧)
地 名 の 基 本 単語 〉

地 名

変換テー ブル'

東京23区五十音別

電話帳(個 人名)
人 名 の 基本 単 語

人 名

変換テ ーブル

〔
〉 〉

＼

国 の機 関 の 組 織

を示 す 基 本 単 語

地 方公 共 団 体 の

組 織 を 示 す

基 本 単

特 殊 法 人 お よ び

その 組織 を示 す

基 本 単

官 公庁 名 変

換 テ ー ブ ル

企業 ・事業所名

変 換 テー ブ ル

社会保険の

対 象事業所 ファイル

民 間 の企 業 ・事

業 所 名 の 基 本

単 語

民間企業事業所

名変換テーブル

図4-2固 有名詞変 換 テーブル編 成の手順(案)
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4.3固 有 名詞 の 漢 字 分 析

4.3.1事 業所 名 の分 析

(1)東 京23区 五 十 音順 電 話帳 か ら の事業 所 名調査

職 業 別 電話 帳 、 上巻 、下巻 の収 録 数 は 、

上巻 約505千 件

下 巻 約478千 件

と推 定 で き る 。 この うち 個 人 名 だけ の もの は 約%ほ どと推 定 され るが

個 人 名 が 事 業主 で あ る 、す なわ ち個 人 事業 所 な どの例 もか な りあ る と

思 われ る。 この 多 くは事 業所 とは 別 の電 話 番号 、 た と えば社 長 宅 、専

務 宅 とい う例 もか な りあ る。

約100万 件 近 い電 話番 号 の所有 者 が 、即 事 業 所 とは 、必 ず し も断

言 で きな い が 、個人 名 を除 い ては 、ほ とん ど事 業 所 名 の形 態 を な して

い る よ うで あ る 。

逆 に 、電 話 帳 に記 載 され て いな い事 業 所 もか な りの数 に のぼ る もの

と思 わ れ る が 、 この点 にっ い ては 推測 の域 を出 る こ とは で きな い 。

統 計局 の47年 事 業 所 統 計調査 に ょ る全 国 の事業 所 数 お よび 東 京23

区 内 の事 業所 数 は 、

全 国

東 京23区

この調 査 の標 本 数 は 、

上 巻

下 巻

合 計

したが って抽 出率 は 、

約

で あ る。

計

5,308,892

551,374

1,356

1,306

2,662

0.5%

民 営

5,130,579

544,408

・(
、;。)
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(2)標 本 抽出の方 法 と漢字名詞 の分析

① 偶 数 ペー ジの第2列 の最上段 の事業所

② 事業 所名 を熟語 に分解 し、㈱ 、㈲な どは除 ρて 、

五 十音順別

氏 名 、態 様お よび 名称別

に記録 、度 数を とる。

ここで、氏名 、態様 お よび 名称 をあらわす熟語をつ ぎの よ うに定

義す る。

氏 名:事 業 所名のなか に氏 または名を示す もの

態様:事 業所名のなかに事業所 に関す る状態 、形態 、様相 など

を示す もの

た とえば

商 品 ……… 鋼 管

産 業 ……… 運 輸

職 業 ……… 計 理

行 為 ……… 製作所

名称:事 業所 名のな かに、地 名 ・屋号(動 植物 名 、氏名略、旧

地 名、理想像 、自然現象 、美 的表象 な どを含む)そ の他

を示 す もの

(例)

朝 日 運 輸

名称 … …

(3)調 査 の 結果

事業 所 名 は 、 お よそつ ぎ の よ うな構 成 にな っ てい る。

① 姓(も し くは名)+態 様

産業

自然現象
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(例)川 島産業

② 地名(も しくは 自然 、理想 、美的な もの)

(例)日 本鋼管

美 容産業

協和銀行

③ 屋号(地 名、氏名略な ど)

(例)備 前 屋

三 越

+態 様

事業所 名は 、総 数2,662に 対 して 、使用 語数 は 延 べ5,679語 で

あ る 。 この こ とは 、事 業所 名は上 記 の構 成 に も とつい て 、平 均2.1の

単 語 また は熟 語 で成 り立 ってい る こ とを示 して い る 。

表4-1

使 用 語 数 延べ使用語数 比 率

氏 名 826 1,248 1.5

態 様 868 2,932 a4

名 称 969 1,499 1.5

計 2663 5,679 2.1

また 、単語 または熟語 を氏 名 、態 様 または名称 と区分す ると、氏 名

および名称 の重複使 用度は態様 のそれ よ りも低い 。

調査 を前半 お よび後半 に分けた結果は表4-2の とお りで ある。
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表4-2

使 用 語 数

前 半

後 半

延べ使用語数

前 半

後 半

比 率

氏 名 ジ6 ン 、 プ
態 様

`/
2
L4/
1,464

2三/

4.8

名 称 ㌻イ
415 z4 / 1.7

計
L59/

1,073

2'
1 / 2.6

使用語数すなわち新規 に出現 す る単語 または熟語 は後半 の方が少

ないのは 当然 であるが と くに態様 に関す る単語 または 熟語は少 ない。

これは態様 に関す る語 の頻度 が次第 に高 くな ることをホ してい る。

表4-3は 五十音順 ご との使用 語数、重複使用語数お よび延 べ使用

語数 を各熟語 ご とに表 に示 してある。

一92一



表4-3五 十音別熟語 分析

語熟

称名

便

数べ語延用

8

9

9

0

1

8

9

8

4

8

6

9

6

3

8

7

1

6

2

1

86333651470239313119一

便

数復語重用

3

2

8

7

2

5

3

9

2

5

2

2

2

8

0

1

0

22一22一2221一61

用

数徒話

5

7

9

2

4

6

4

8

1

9

4

4

4

1

6

9

1

6

1

1

643224313582362171

様態

便

数べ語延用1

6

3

1

1

1

7

6

7

3

0

7

5

6

0

2

8

1

4

1

5

41934194135181642313711131631

便

数復語重用

8

6

4

8

4

5

1

8

1

6

3

9

0

6

9

2

8

5

0

0622298706171.104

一121521

用

数徒話

8

7

7

3

7

2

5

9

2

4

4

6

6

4

3

6

3

9

1

5

4217557118212331

名氏

便

数べ語延用

1

3

7

0

6

5

0

0

3

8

1

0

0

2

4

3

9

6

5

3

48131883356441112511

便

数復語重用

8

2

1

3

1

1

8

5

3

6

1

0

5

6

3

2

1

2

825133一2212一41

用

数使語

3

1

6

7

5

4

2

5

3

5

5

9

0

7

4

7

6

4

4

1

6562552233226123

ア

イ

ウ

エ

才

力

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ
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語熟

称名

便

数べ語延用

9

1

3

6

6

0

8

4

8

0

7

7

6

3

4

6

3

8

21一32714413一1

使

数復語重用

2

4

5

7

4

6

6

2

6

1

78一ー一3一-

一

一

ー

ー

一

一

用

数使語

7

1

3

2

1

3

4

4

2

4

5

1

5

6

4

6

3

8

23一32314212一

様態

便

数べ語延用

4

1

0

8

8

1

7

3

6

2

4

2

9

9

9

3

2

914546一1114一3一

便

数復語重用

3
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熟 語

氏 名 態 様 名 称

使 用

語 数

重複使

用語数

延 べ使

用語数

使 用

語 数

重複使

用語数

延べ使

用語数

使 用

語 数

重複使

用語数

延べ使

用語数

ロ

ワ

一

4

一

6

一

10

6

2

一

一

6

2

6

14

1

6

7

20

計 826 422 1,248 868 2,064 2,932 969 530 1,499

総 使 用 語 数5679語

(注)

(1)重 複使用語数:2回 以上使用 した語の延べ使用語数

(2)(使 用語数)+(重 複使用語数)=(延 べ使用語 数)

表4-3を みると、部分的に重複使用語数の非常 に多 い ところが ある。

この傾 向は 、態様 に関す る熟語 に 目立 ってお り調査 の後半で態様 に関す

る熟語 の重複頻度が増加 してい る。 したが って、調査件数を増加 して も

態様 に関す る新 しい熟語 の出現増 加率は減少 して、重複使用の頻度 が増

加 す るであろ う。す なわ ち、事業所 名の構成要素のなかの態様 に関す る

熟語 は反復使用 される率 が多い 。それは 、表4-4を み るとさらに よく

わか る。
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表4-4 事 業所 名の頻度 調査

謎 使 用 語 お よ び 数 延 べ 使 用 語 数

減
磨

A(
氏 名 態 様 名 称 計⑧

上位から

の累 計
鉄錆黛

(C)計

全対に対

する割合⑪

197 (製 作所) 1 1 197 35%

193 (商 店) 1 2 390 ◎9

121 (東 京) 1 3 511 90

108 (工 業) 1 4 619 10.9

102 (商 会) 1 5 721 127

82 (商 事) 1 6 803 14.1

81 (産 業) 1 7 884 15.6

64 〔日本) 1 8 948 16.7

61 (工 業所) 1 9 1,009 178

42 (事 務所) 1 10 1,051 185

32 (医 院) 1 11 1,083 19.1

30 (研 究所) 1 12 1,113 19.6

29 (建 設)(電機) 2 14 1,171 20.6

28 (電 気) 1 15 1,199 21.1

27 (営 業所) 1 16 1,226 21.6

24 (自 動車) 1 17 1,250 220

20 (協 会) (富 士) 2 19 1,290 227

19
(印刷)(工場)

(支 店)
3 22 1,347 23.7

18 (鈴 木) 1 23 1,365 240

17 (興 業)(東 洋) 2 25 1,399 24.6

16
(機械)(]二務店)

(不 動 産)
3 28 1,447 25.5

15
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～

ノ

使 用 語 お よ び 数 延 べ 使 用 語 数

用 上 位 か ら 上位 からの 全対 に対
顔 氏 名 態 様 名 称 計 延べ使用 累
〔A度 (B) の 累 計 計(C) する割合(D

14 1 2 1 4 32 1,503 26.5

13 2 2 4 36 1,555 27.4

12 1 4 1 6 42 1,627 28.7

11 3 7 10 52 1,737 306

10 4 1 5 57 1,787 31.5

9 2 6 1 9 66 1,868 329

8 13 2 15 81 1,988 35.0

7 4 10 3 17 98 a107 37.1

6 6 11 5 22 120 2239 39.4

5 10 31 5 46 166 a469 43.5

4 11 29 15 55 221 2689 47.4

3 44 44 36 124 345 ao61 53.9

2 96 127 77 300 645 a661 64.5

1 645 555 818 ao18 2663 5679 100.0

826 868 969 2663 5679

(注)1.上 位 か らの 延 べ使 用 累計(C)一 Σ 〔使 用 頻度(A)+語 数(B)〕

全体 噛 す る割合(D)一 、響)79・ …

2.頻 度16以 上 の語 は語 数 の代 り に実 名 を記 入 して あ る。
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2,663語 の うち、使 用 頻度 の多 い順 に延 べ使 用語 数 に 占め る割 合

は 、

28語 まで25.5%

52語 まで30.6%

221語 まで47.4%

645語 まで64.5%

す な わ ち 、使 用 語 の%は 、延 べ使 用語 数の%を 占める。 事 業所 名 は 、

平均2.1の 単語 または 熟語 か ら成 り立 ってい るので 全事 業 所 の半 数 は

28語 程 度 の語 のいず れ かを 使 用 してい るこ とにな る 。

ま た 、 「製作所 」 あ るい は 「商店 」 とい う単語 を使 用 してい る事業

所 の推 計 は 、そ れぞ れ 、200×200=40,000事 業所 と考 え ら

れ る。

使 用頻度 の多い単語 を構 成す る文字は当然使 用頻度が高 いが 、同 じ

文字 が種 々の単語 を構成 す るよ うな文字の頻度は相当に高 くなる。

た とえぽ 、

「製作所」 の 「製」

よ りも

「商店 」 「商会 」 「商事 」の 「商 」

「工業」 「産業 」 「工 業所 」 「営業所」の 「業」

の文字 の方がはるかに頻度が多 い。(表4-5参 照)

表4-5 頻 度 使用事業所割合

所 518 195%

商 393 14.8

店 391 14.7

業 360 13.5

工 350 13.1
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4.3.2東 京都 の住所 名の分析

東京都内 の(23区 お よび都下 の市郡すべてを含む)住 所名を 、漢字

単語 の単位 に分割 す る とともに整理集計 した結果 を概述 す る。

まず 、東京都 内の住所 を区、市 、郡 、町 、村な どの区分 に分割 し、た

とえば 、

東京都港区麻布飯倉町1-1-2

↓

東京都/港 区/麻 布飯倉町

の よ うな作業を行 な った 。この ときの数は約1,504件 であった。(住

居表示整備済区域 お よび未整備区域 を含 む)っ ついて漢字単語の基本単

語 の原則 にしたが って

麻布飯倉町 → 麻布/飯 倉町

市谷加賀町 → 市谷/加 賀 町

西大久保 → 西/大 久保

の よ うに分割 した 。これは、 「麻布 」、 「市谷 」 、 「西」をそれぞれ接

頭語 とみな したためであ る。

O「 麻布 」は この他に

麻布/十 番

麻布/狸 穴町

な どにも使 われ るし、 「西」は 、

西/神 田

西/落 合

西/蒲 田

の ように接頭語 として数多 く(高 頻度)使 われ るので別 に登録 したほ う

が効 果的であ る。 しか も、 「麻布飯倉町」 の よ うに字数の多い漢字単語

の登録 によって、記憶装置へのテーブル格納が効率悪 くなる原因 にな る。
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こ うした作 業 を漢 字 単語 につ い て頻度 を カウ ン トしな が ら集 計 し、 カ

タ カ ナ ー 漢 字 対応 表 を 表4-6の よ うに作 成 した 。 その結 果 を 分

析 して み る と、 その概 数 は 、

総 革 語 数 約1,745件

同音異 義語 数 約30件

で あ る 。同 音 異 義語 の例を い くつか あげ てみ る とつ ぎの よ うな ものが あ

る。

読 み仮 名

アオ イ

ア サ ヒチ ョウ

イ ズ ミチ ョ ウ

エバ ラ

タマ ガ ワ

トヤ マチ ョウ

(以 下 略)

同音異義語

葵、青井

朝 日町 、旭 町

和泉 町、泉町

荏原 、江原

玉 川、多摩川

戸山町 、富 山町

い っぽ う、東 京 都 内 の住所 名 に ど の よ うな漢 字が どれ くらい使 われ て

い るの か調 べ るため に、前 述 の作 業 に引 きつ づ き、漢 字 、1字1字 にっ

い ての 分析 を行 な った 。

延 べ字 数 約4,461字

字 種 約543字

(当 用 漢 字432字 、他111字)

使 用 頻度 の 高 い漢 字 は つ ぎの よ うな もので あ る(頻 度30以 上)
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町(612)

く

く

く

く

く

く

く

く

大

本

山

上

橋

台

井

新

80)

75)

62)

58)

48)

45)

44)

40)

田(130)

く

く

く

く

く

く

く

く

谷

、川

南

神

木

原

市

島

80)

74)

61)

54)

48)

45)

43)

38)

東(90)

西(76)

小(62)

野(60)

.中(53)

北(46)

日(44)

下(40)

千(38)

これ ら頻 度30以 上 の漢字27種 で、2,146と い う数 にな り、延べ

字数4,461字 の約48%を 占 め る割 合 にな る。 いわ ゆ る東 京都 内 の住

所 名を 扱 う とき に 、2度 に1度 は これ'ら27種 の漢 字 の いず れ か を扱 っ

てい る こ とにな る。

表4-6カ タ カナ ー 漢 字 対 応表 の例

カ スヤ 粕谷 カ サイ 葛西

カ ミヤ マ チ ョウ 神山町 カ ス ミ 加住

カ ミヤ マ 神山 カ タ ク ラ 片倉

カ ナ メ 要 カ ミカ ワ 上川

カ スガ チ ョ ウ 春 日町 カ ワ 川

カ スガ 春 日 カ ワグチ 川口

カ ミヤ チ ョウ 神谷町 カ ドタチ ョウ 門田町

カ ミヤ 神谷 カ ドタ 門 田

カ ガ 加賀 カ ミイ チ ブ 上壱分

カ ツ シ カ ク 葛飾区 カ ノ ヤ 叶谷

カ ツ シ カ 葛飾 カ ミ ト 神戸

カ ナ 金 カ ミ ツギ 神着

カ マ ク ラ 鎌倉 カ ナ モ リ 金森

カ メ'ア リ 亀有
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4.3.3日 本 人 の姓 の分 析

カ タカ ナ漢 字 変 換 処 理 に おけ る 固有名 詞処 理 の うちで 、 も っ と も問題

とさ れ てい る 日本 人 の姓 に つ いて行 な った 調 査分 析 の結果 を概述 す る。

参 考 資料 は 「日本 人 の姓 」(佐 久 間英 、 六藝 書 房)で あ る。

調 査 に と りあ げた姓 の数 は 、当書 籍 に掲 げ て あ る一覧 表 の なか か ら頻

度 の 高 い 上位4,000で あ る。第1位 の 「鈴 木 」 、第2位 の 「佐 藤 」 、

第3位 「田 中 」 以 下 第4,000位 「巻 島 」 とい う ように 。

こ れ らの姓 の順 位1、2、 … ……4,000を キ ーに して 、姓 の 読 み方

(代 表的 な読 み 方 が と りあげ て あ るが 、1～6と お りまで あ る。)を カ

タカナで カ ー ド ・パ ンチ した 。

00001スZ'キ

00002サ トウ

00003タ ナカ

00015イ ノ ウエ

}「 井 上 」 の2と お りの読 み 方
00015イ ウエ

姓 の読 み 方 が 何 とお りか複 数 に な る もの も あるた め に 、デ ー タ件 数 は 、

4,000か ら5,155に 増加 した 。この カ ー ドを磁 気 テ ー プに入 力 し、

カ タカナ ・ソ ー トを行 な ってか ら 、同 音 異義語 の対 応 表 を作成 した 例 が

表4-7で あ る。読 み方 の数4,312の うち約600が 複 数対 応 で あ る

こ とが わ か った 。 また 、対 応 の も っ とも多 い の は、

サ カ イ… …酒 井 、坂井 、堺 、 阪井 、境 、逆井

シ ョウ ジ…庄 司 、庄 子 、東 海 林 、荘司 、正 司 、小 路

ハ タ ノ… …波 多 野 、畑 野 、秦 野 、波 田野 、幡野 、羽 田野

の6対 応 で あ った 。

これ に対 して2対 応 の 読み 方 は約480(80%)も あ る こ とか ら、2
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対応 の 読 み 方 に つ いて カ タカナ を漢字 に直 して調 査 してみ る と、

ア サ イ

ア サ オカ

ア サ カ ワ

ア サ ク ラ

ア サ ヤ マ

浅 井 、朝 井

浅 岡 、朝 岡

浅 川 、朝 川

浅 倉 、朝 倉

浅 山 、朝 山

とい う例 の よ うに 、頭1字 「浅 」 と 「朝 」 が 違 うとい った もの も数 多 く

あ る 。 こ うした特 徴 の あ る2対 応 に つ いて は 、.何 らか の工 夫 に よ って同

音 異 義 語 の減 少 が果 せ ると思 われ る。

い っ ぽ う、 こ うした 頻 度 の高 い姓 をテ ープに 持 た せ る こ とに よ って、

ある種 の姓 に 関す る対応 の割 合は どの程 度 に な るか 。 これ は カ タカ ナか

ら漢 字 へ の変 換処 理 に 役立 つ調 査 で あ る。参 考例 と して 実験 して み たの

は 、 「電気 学 会名 簿 」(昭 和41年)で あ るが 、約15,000人 の会員

か ら1,000件 の サ ンプ リ ングを して み る と、 そ の対 応数 は約70%で

あ った 。 いわ ゆ る15,000人 の うち10,500人 分 は 、 この4,000

の姓 で た りる とい う こ と であ る 。
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表4-7姓 の読み方に対 する同音異義語 の例

ワ

ラ

ザ

ダ

バ

バ

ト

イ

イ

イ

イ

オ

ア

ア

ア

ア

ア

ギ

タ

カ

キ

ア

ア

ト

カ

ワ

ラ

バ

モ

イ

才

力

カ

ク

ダ

キ

キ

サ

サ

サ

サ

サ

・サ

ア

ア

ア

ア

ア

ア

ァ

ア

マ

ノ

ミ

ヤ

チ

イ

サ

サ

サ

ダ

ベ

ラ

ア

ア

ア

ア

ァ

ア

相 沢 ・会 沢

会 田 ・相 田 ・間

相原 ・粟 飯 原

相場 ・饗 庭

青砥 ・青 戸

赤 木 ・赤 城

秋 田 ・明田

秋葉 ・秋 庭 ・秋 場

秋元 ・秋 本

浅 井 ・朝井

浅 岡 ・朝 岡

浅 香 ・安 積

浅 川 ・朝 川

朝 倉 ・浅 倉

浅 田 ・朝 田 ・麻 田

浅 野 ・朝 野 ・麻 野

浅 見 ・浅 海

浅 山 ・朝 山

足 立 ・安達

阿部 ・安 部 ・安倍

新 井 ・荒 井 ・新居

ア ラキ

ア ラ タ

ア ラ タ ニ

ア ラマ キ

ア ラヤ

ア ラ ヤ マ

ア ン ザ イ

ア ン ドウ

イ イ

イ カ リ

イ サ カ

イ ザ キ

イ ザ ワ

イ シ イ

荒 木 ・新 城 ・新 木 ・安 楽

新 田 ・荒 田 ・新

新 谷 ・荒 谷

荒 巻 ・荒牧

新 谷 ・荒 谷 ・新 屋 ・新 家

新 山 ・荒 山

安 西 ・安斎

安 藤 ・安 東

伊 井 ・井 伊

猪 狩 ・碇

井 坂 ・伊 坂

井 崎 ・伊崎

伊 沢 ・井 沢

石 井 ・石 居
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分野別の漢字お よび漢字単語の分析

■
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5.分 野別の漢字お よび漢字単語の分析

5.1.大 学 内文 書 に 使わ れ る漢 字 ・熟 語 調 査

教育 ・研 究 機 関 内 部 の文書 に使 われ る漢 字 の 文字 と熟 語 の種 類 お よび 出

現 頻度 な どを調 べ る 目的 で 、大 学 にお け る学院 広報 を サ ンプ ル に と って調

査 を行 な った 。 これ は 毎 月2回 にわ た って 、教 職員 に配 布 され る もの で 、

学校 か らの通 知 事 項 、職 員 の住 所 や 身 分 の移動 、結 婚 、 出産 、改 名 な どの

ニ ュー ス を載 せ てい る もの であ る 。 こ の広 報 の うち か ら約1年 間 分合 計 、

22部 を標 本 として選 び 、 と くに 、 その なか の 「公 示」 、 「学事 」 、 「通

知 」 、 「報 告 」 、 「規 約 」 の欄 に現 わ れた漢字 をす べて 調 査 した 。(サ ン

プル を図5-1に 示 す)

調査 の結 果 を集 計 す る と、漢 字 熟 語 の 出現延 べ数 は7,390回 で あ った

か ら、広 報1部 あ た りにす る と約350個(延 べ数)の 熟語 が 使 わ れ て い

る こ とにな る。 また 、漢字 の文 字 と してはk延 べ総 数16,286回 で あ り

1部 あた り約780個 の漢 字 文 字 が使 われ てい るこ とが わ か る 。

各 文 字 や熟 語 は 、それ ぞれ異 な る出現頻 度 で現わ れ て お り、そ れ ら熟語

や文 字が 何 個 あ った かを整 理 した ものが 、表5-1、 表5-2で あ る。 こ

の表5-1か ら もわ か るよ うに 、全 部 で1,293種 類 の漢 字 熟 語 が 現 われ

た。 この うち も っ と も頻 度 の 高 い熟 語 は 「大 学 」 とい う熟 語 で あ り、そ の

出 現頻 度 は343で あ った 。頻度 が30回 以 上 の熟語 は41個 あ りそ れ ら

を表5-3に 示 す 。1,293種 の熟語 中 、頻度 が1～2回 の ものは 、表5

-1か ら もわ か る よ うに749種 あ り、全 体 の 熟語 の58%近 くに な って

い る 。

文 字 種 の方 は 、以 外 に少 く、合 計804種 の文 字が 用い られ てい る。 こ

の うち 「学 」 の文字 が も っ とも多 く用 いられ てお り頻度 は1,327回 であ

った 。 また 、表5-2か らもわ か る よ うに804種 の文 字 の うち 、頻 度 が
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1～2回 の文字 が273種 あ り、全体 の32.5%に 相 当 す る。

表5-3に み られ る よ うに 、使 用 頻度 の高 い41個 の熟 語 の頻 度 の和 は

2,377回 であ り、これ は 漢 字 熟語 出 現 の総 延 べ数7,390回 の うちの 、

32.2%に 相 当 す る 。す な わ ち 、調査 した 約1年 分 の 広報2-2部 に使 われ

た漢 字 熟語 の32.2%は 、表5-3に 示 した41個 の熟語 の どれ か で あ っ

た こ とにな る 。 こ の よ うに 、頻度 順位 で何 位 まで の熟 語 で、何 パー セ ン ト

の累 積頻 度 にな るかを 示 した のが表5-5で あ る。 また 、表5-5の 関係

を 図5-2に グ ラ フで示 す 。

・漢 字文 字 につ い て い えば 、表5-4の 使 用 頻 度 の 高 い40個 の頻 度 の和

は7,693回 で あ り、 これ は 漢字 文字 出現 の総 延べ 数16,286回 の うち

の47.2%に 相 当 す る。 この こ とは 、 この文 書 に現 われ る漢 字 文字 は 、お

よそ2回 に1回 は表5-4に 示 した40個 の文 字 の どれか で あ った とい う

こ とであ る。 これ ら の関係 を さ らに 明 らか に す る た め 、頻 度 順 位 で何 位 ま

まで の文 字 で何 パー セ ン トの累積 頻 度 にな るか を示 した のが表5-6で あ

り、 グ ラ フ化 した の が図5-3で あ る 。

表5一5、 表5-6お よび 図5-2、 図5-3は 、カ タカナ 入 力 漢 字

かな 湿 り文 変換 処 理 の ため の変換 テ ー ブル に登 録 して お くべ き熟語 の個 数

す な わ ち変 換 テー ブル の規 模 、 とそ こか ら生 ず る メ リ ッ トとしての 変換 能

力 に 関連 して 、 きわ め て重 要 な デ ー タを提 供 して い る。

一 般 論 として、変 換 テ ーブ ルが大 きいほ ど、す な わ ち 、そ こに登 録 され

てい る漢字 文 字 や 熟語 が多 い ほ ど、変 換 能 力は 高 ま る 。 しか し、そ の反 面

変 換 テ ー ブル が 大 きい ほ ど、 そ こか ら特 定 の語 を探 索す る処 理 は 複 雑 とな

り、変換 処 理 時間 は増 大 す る。 この変 換 処 理 時 間 が増 大 す る割 合 は 、変換

テ ー ブル の 大 き さ 、Xに 比 例 して 増 大 す る とい うよ りも、Xの べ き乗 に

比 例 して 、あ るい は指 数 関数 的 に増 大 して い く と考 え られ る。い っぽ う、

図5-2、 図5-3に 見 られ る よ うに 、登 録 単 語 数 を増 加 して い って も 、

そ れ か ら得 られ る変 換 率 、す な わち探 して い る単語 が変 換 テー ブル に あ る
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確 率 の増 加 分 は きわ め て急 速 に逓 減 して行 く。 この こ とは 、・どの言語 に も

い え る共 通 の特性 と して 、言語 は きわ めて使 用 頻 度 の高 い 単語 と、非常 に

稀 に しか使 わ れ な い 単 語 な ど 使 用頻 度 が極 端 に異 な る単語 か ら成 り立 っ

て い る とい う事実 か ら生 じて く る。 この傾 向 は 、経 済 とか 電気 工学 な ど特

定 の分野 で使 わ れ る単 語 に限定 す る と、 ます ます 顕著 にな っ て くる。

わ れ わ れ の調 査 した 文 書 にお い て も、表5-31,C示 した41個 の使 用 頻

度 の 高い 熟 語 を変 換 テ ー ブル に登 録 し てお げ ば 、 この 文書 に出現 す る 、お

よそ32%の 漢字 熟 語 を変 換 で き る こ とが わか る。使 用 文 字 の種 類 に い た

っては 、表5-4の40個 の文 字 だけ で 、 こ の文 書 に現 わ れ る約 半 分 をカ

バー す る。 さ らに 、図5-2か らes'S16個 程 度 の熟 語 を登 録 して お けば

85%の 熟 語 漢 字 変 換 率 を達 成 で き る こ とが わ か る 。 この変 換 率 を約10

%引 き上 げ て95%に す るには 、約1000個 の熟語 が 登 録 され て い なけ

れば な らず 、変 換率85%の ときの約2倍 の登 録 単語 数 が 要求 され る。い

ま、仮 りに変 換 処 理 に必 要 な労力 や 時 間は 登 録単 語数 の2乗 に比 例 す ると

仮 定 す る と 、変 換処 理 にかかる負 担 は4倍 に な る。 す なわ ち 、変換 率 を85

%か ら95%に10%だ け改 良 す るの に要 求 され る費 用 は 、変換 率 が85

%の ときの 費 用 の約4倍 に な る とい うこ とにな る 。

同様 の こ とが 、漢 字 文字種 と変 換 に 関す る図5-3に つ い て もい え る。

わ ず か200個 程 度 の 文字 が登 録 さ れて い れ ば 、 この 文 書 の85%の 文 字

が カ バ ー で き る。 しか し、 もし95%の 文 字 を カ バ ー し よ う とすれ ば 、

400個 近 くの 文字 が 登録 され て いな け れ ば な らない 。

以 上 の観 察 か ら、 か な り一般 的 な結 論 として 、 カ タカ ナ入 力 、漢 字 か な

湿 り文変 換 処 理 の開 発 にっ い て の基 本 的前 提 は100%変 換 率 を 目標 とし

な い とい うこ とで あ る。そ れは 、言語 の もつ特 性 か ら して 実 現は 不 可 能 で

あ る。 また 、85%程 度 の変 換率 をね ら う、95%を ね ら うか で 、技 術開

発 の ス トラ テ ジー の うえ で も、 か な り根本 的 な相 異 が で て く るので は な い

だ ろ うか 。 い ず れ に して も、 どの程度 の変換 能 力 を 達 成 して いた かに ついて
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の 明確 な認 識 が必 要 で あ る。 そ の際 考 慮 さ れ るべ き基 本要 因 は 、 図5-2

や図5-3に 表 わ れ て るよ うに変 換 テー ブル の規 模 を 拡 大 して もそ れ が生

み 出す 変換 能力 の 改善 は 急速 に逓 減 す る とい うこ と、 また 、い っぽ うでは

変 換 処 理 の費 用 は 少 く とも変 換 テー ブル の規 模 の べ キ乗 に比 例 す るで あ ろ

うと思 われ る こ とで あ る。変 換 能力 とそれ に要 す る開 発 費用 お よび 処理 費

用 との トレー ド ・オ フを考 慮 した適 正規 模 とい う ものが 存在 す る とい う認

識 が重 要 であ る。

これ ま で に行 な って きた カ タカ ナ入力 漢字 か な湿 り文 出力方 式 に よ る 日

本語 情 報 処理 シス テ ム の実 験 に よれ ば電気工 学 用 分 野 の登 録 単語数2964

個 の変 換 テ ー ブル の規 模 で変 換 処 理 を行 な った実 験 結 果 に よれ ば 、漢 字変

換 要 求数1,496件 程 度 の処 理 量 に対 して 、変換 率 は71.3%で あ った 。

しか も、変換 テー ブル の登 録単 語 か ら使 用 さ れ た単語 は わず か13.4%の

400語 にす ぎ なか った 。登 録単語 数 の割 には 、変 換 率 が低 い のは 、登録

単語 の選 択が 電気 工 学 用語 集 か ら かな り迂意 的 に な さ れ た ため と思 われ る。

こ こで調査 した 文 書 の場 合 は 、変 換率 が71%程 度 を達成 目標 とす るな ら、

図5-2か ら、登録 単 語 が160個 程 度 の変 換 テ ーブ ル で十 分 であ る こ とが

わ か る。 これ らは 登 録 単語 の選択 にあ た っては 、対 象 文書 の分 野 に おけ る

単 語 の使 用頻 度 の 調査 が いか に大切 で あ るか を指 摘 して い る。
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学 事

昭和49年 度入学式日程

大'学 院

大学第一 ・第二部

女子短期大学

高 等 部

rl;等 部

初 等 部

幼 稚 園

4月6日(土)午 後1時

記 念 館

4月9日(火)午 前10時

青 苧 講 堂

4月6日(土)午 前9時30分

P.S.講 堂

4月5日(金)午 前9時30分

青 紫 講 堂

4月4日(木)午 前10時

初等部礼拝堂

4月3日(水)午 前10時

幼 稚 園

通 知

規 約

大学学生部規則一部改正

第2条 学生部長は大学長の下において、各学部長 と

連絡を保ちっっ 、学生部 を総括 し、学生生活

の福祉厚生な らびに助育 に関する業務 を処理

する。

学生部副部長 は、青山キャンパスに2名 以内、

世田谷キャンパスに1名 をお く。学生部副部

長は学生部長を補佐 し、前項にかかげる関係

業務を処理する。

学生部長および学生部副部長は教員 の中から

大学長が大学協議会に諮 り、これを委嘱す る。

学生部長および学生部副部長の任期は2年 と

する。

(昭和48年6月27日 理事会改正)

昭和48年度メキシコ政府留学生募集(文 部省)

1専 攻分野、募集人員

A.大 学で開設巾の講座を受講する留学生(30名)

スペイン語、メキシコおよび巾南米の歴史、

地理、経済、法律、文学、人類学、考]!∫学等

B.研 究機関等 において特定のテーマによる専門的

研究を行なう留学生(10名)

指定 された受入れ研究機関お よび専攻分野

ll留 学期間

昭和48年6月 から10ヵ月間

皿 待 遇

往復渡航費、オアステペック休暇センター(10日

間)滞 在費、民宿(約9ヵ 月間)経 費負担、入学

金 ・授業料免除

rv応 募資.格

1.年 令30才 未満の者で、大学卒業または大学院

・在学中者、あるいは これ らを卒業 または修了

している者

2.心 身 ともに健全な日本人で、スペイン語の基

礎 的能力を有 し、単身渡航および滞在できる

者

V応 募手続

応募者は応募書類を大学庶務部庶務課を通 じて、

3月3日(土)ま でに文部省大学学術局留学生課

あて提出すること

報 告

海外出張 ・帰国

寺崎 和郎(大 学理工学部教授)

第14回国際 クリーニング燃焼会議およびハワイ大学

東西センター研究打合せのため7月12日 から27日まで

アメリカへ出張した

金 徳 洲(大 学 理工学 部 教授)

学会 出 席お よび研 究 、講 義の た め7月20日 か ら9月

15口 まで ア メ リカ、 イギ リス 、 イ タリアへ 出張

嘉村 祐一(大 学理工学部教授)

世界平和に対する大学の使命に関する各分野の話合

いのため7月'21日 か ら29日まで韓国(ソ ウル市)へ 出

張 した

図5-1 調査文書の例
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表5-1大 学内文書 の漢字熟語の頻度 と熟語 数

頻 度 熟 語 数 熟 語 数 パーセン ト

343 1 08

150～300 0 0

80～149 3 .2

50～79 11 .9

40～49 10 .8

30～39 17 1.3

20～29 33 26

10～19 106 8.2

6～9 117 9.0

3～5 246 19.0

2 215 16.6

1 534 41.3

1,293' 100

表5-2大 学内文書 の漢字文字 の頻度 と文字 数

頻 度 文 字 種 文 字 種 パーセント

1327 1 12

301～500 2 25

201～300 6 .75

101～20'0 28 3.5

81～100 7 .9

61～80 24 3.0

41～60 26 3.2

21～40 78 9.7

11～20 99 12.3

6～10 104 12.9

3～5 156 19.4

2 97 12.1

1 176 21.9

804 100
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表5-3使 用頻度 の高い漢字熟語

順位 熟 語 使用頻度 順位 熟 語 ・ 使用頻度

1 大 学 343 21 理 工 41

2 昭 和 144 23 学 校 40

3 研 究 135 23 分 野 40

4 年 度 94 25 初等部 39

5 専 攻 79 25 中等部 39

6 募 集 78 27 支 給 38

7 出 張 74 27 短 期 38

8 学 部 71 29 提 出 37

9 午 前 59 29 文学部 37

10 教 授 57 29 礼 拝 37

11 高等部 54 32 庶務課 36

12 午 後 54 33 発 表 35

13 応 募 52 34 考 査 34

14 日 本 51 34 庶務課 34

15 研究科 49 36 文 学 33

16 経 済 48 37 学 院 32

17 手 続 48 38 教職員 31

18 入 学 46 38 経 営 31

19 女 子 45 38 文部省 31

20 幼稚園 42 31 青山学院 30

21 教 育 41 (頻 度 和a377)
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表5-4使 用頻度 の高 い漢字文字

順位 文 字 頻 度 順位 文 字 頻 度

1 学 1327 21 日 139

2 部 427 22 員 132

3 大 396 23 事 132

4 研 263 24 生 132

5 究 248 25 記 130

6 教 234 26 者 128

7 会 225 27 午 124

8 務 210 28 人 120

9 年 206 29 国 119

10 科 179 30 本 117

11 出 173 31 経 117.

12 山 172 32 理 111

13 ・ 文
165 33 院 107

14 期 159 34 専 106

15 授 156 35 書 105

16 募 155 36 給 104

17 等 146 37 応 103

18 和 145 38 費 102

19 昭 144 39 入 98

20 業 144 40 課 93

(40位 まで の頻 度和 7,・593)
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表5-5大 学 内文書 の漢字熟語 の頻度順位 と累積頻度

頻 度 順 位 パ ー セ ン ト順 位 累積頻度 累積 パ ー セ ン ト

～8 0,006 1018 1.4

～20 0,015 1637 22.2

～34 0,026 2177 29.5

～55 0,043 2787 37.7

～71 0,055 3157 42.7

～98 0,076 3636 49.2

～168 0,128 4489 60.7

～298 0,230 5512 74.6

～425 0,329 6069 82.1

～544 0,421 6426 87.1

～759 0,587 6856 92.8

～1293 1.00 7390 100.0

表5-6大 学 内文書 の漢字文字 の頻度順位 と累積頻度

頻 度 順 位 パ ー セ ン ト順 位 累積頻度 累積 パ ー セ ン ト

～18 0,022 4986 30.6

～20 0,025 5274 32.4

～24 0,030 5814 35.7

～46 0㌧057 8067 49.5

～57 0,071 8834 54.2

～71 0,088 9710 59.6

～84 0,104 10340 63.5

～106 0.132' 11219 68.9

～140 0,174 12299 75.5

～193 0,240 13460 82.6

～304 0,378 14841 91.1

～414 0,515 15522 95.3

～531 0,660 15916 97.7

～804 1.00 16286 100.0
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カ タカ ナ入力 漢 字 か な湿 り文出 力 シ ステ ム の開 発 に あ た って 、そ の変 換

率 を高 め るた め に は 、入 力 す るデ ー タの分 野 に よ って 専用 の変換 用 テ ー ブ

ル を準 備 し、各 テ ー ブ ル には 出現 頻度 の高 い熟語 か ら登 録 すべ き こ とを述

べ て きた 。

以 下 に 、大学 内 文 書 用 の変 換 用 テー ブル を作 成 す る際 の基 礎 調査 の種 類

とデ ー タ分析 につ い て の注意 事 項 を学院 広 報 に使 用 され た漢 字 を 例 に とっ

て、具 体 的 に説 明 す る こ とにす る 。

(1)基 礎 調査 用 サ ン プル 数 の基準

まず 、大学 内 の文 書 に使 わ れ てい る漢 字 ・熟語 の特 性 を知 る た め に、

どの程度 の基 礎 デ ー タが 必要 で あ るか が 問題 とな る。 そ こで 、 と りあ え

ず 約1年 分の学 院広 報に出現 した漢字 熟 語 の頻度 調査 を 行 ない 、そ の結果

を グ ラ フに して みた 。

広 報16部(出 現 熟 語 数5,807個)に つい ての頻度 曲 線 を 図5-4

に示 す 。っ ぎに 、 広報6部 を加 えて22部(出 現熟語 総 数7,295個)

に つい て 同様 に曲 線 を 描 い て み ると6部 分 のデ ー タ1,488件 を 追加 し

た に もか か わ らず ほ とん ど同 じ特性 の カ ー ブを持 ってい る ことが わ か っ

た 。そ して 、追加 し た1,488件 の うち6部 の 中 に初 め て現 わ れた 熟語

は147件 であ り、残 りの1,341件 は先 に作 成 さ れた16部 に っ い て

の変換 テ ー ブル に既 に登録 さ れて い た 。
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●

(2)頻 出 語 と使 用 熟 語 の 分類

出現 頻度 の グ ラ フを作 成 す る と同 時 に 、 と くに頻 度 の高 い 熟語 を ま と

め た ものが 表5-3で あ るが 、 これ ら上 位 に ラン クさ れ て い る熟 語 を見

る と使用 用 途 に共 通性 が見 出 され 、い くつ か に分類 す る こ とが で き る 、

た とえ ば 、 「青 山 学院 」 、 「大学 」 、短 期 大 学 に使 わ れ る 「短 期 」 、

「高等 部 」 、 「中 等 部 」 、 「初等 部 」 、 「幼 稚園 」 な どの語 は 『学 院 全

体 の機構 に関す る語 群 』 と して一 括 で き、 さ らに 「経済 」 、 「経 営 」 、

「理 工 」 、 「文 学 」 、 「文学部 」 、 「教 育 」 など の語 は 『学 部 に 関 す る

語 郡』 と して 、 また 、 「庶 務 部 」 、 「庶 務課 」 な どは 『事務 組 織 に関 す

る語 群 』 の よ うに ま とめ る こ とが で き るで あ ろ うし、 「昭和 」 、 「年 度 」

「午 前 」 、・「午後 」 な ど とい った語 は 『時間 を画す るため の語 群 』 とし

て まとめ られ る 。 この ほ か に も、 「事務 用 語群 」 「経 済 用 語群 」 と い っ

た分類 に よ って 、ほ とん ど 、す べ て の語 を分 類 す る こ とが で きるは ず で

あ る。 そ して 、 これ らの い くつ か の語群 は全 体 として 『使 用 範 囲 の ち が

'いに よ る分類
』 とい うこ とで ま とめ てお くこ とが で き よ う。

1年 間 の学 院広 報 に出現 した漢 字 お よび漢 字単 語 を整 理 して み る と、

この使 用範 囲 のち が い に ょ って 分 類 された 語 は年間 を通 じ て 、ほ ぼ 均等

に頻 出 してお り、 また 、同 じ語 群内 の熟 語 は どれ も同 じ位 の 出 現 頻度 を

も ってい る とい う共 通 性 が あ る。

(3)出 現漢 字 の季節 変 動 性 、

前 項 の分 類 方 法 とは 別 に 、学 院 広 報 の 発行 時期 に ょ って熟語 の出 現 頻

度 に非 常 に大 きな 変化 が あ る もの と、 そ うでな い ものを分 類 してみ る こ

とが で き る。前述 した よ うに 『学校 の機 構 に 関す る語 』 や 『時 間を 画 す

る語 』 それ に 『事 務 用 語 』 な どは 、一般 に年 間 を通 して頻 出 し、発行 時

期 に は 、ほ とん ど左右 さ れ て い ない 。 これ に対 して 、 「募集 」 、 「応 募 」

「手 続 」 、 「考 査 」 、 「発 表 」 、 「入 学」 とい った語 は2月 ～4月 の い
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わゆ る入試期 の前後の広報 に頻 出するが他の月 には希 にしか現われてい

ない 。また、表5-3に は掲載 されていな いが 「卒業」 とい う語は学年

末 にしか使 われない。この よ うに大学内 の広報 に使 用 される漢字熟語は

学校全体 の行 事に依存する傾 向が見出 され る。

この ように時期 によ って使用 される漢字熟語が異 な るとい う 『出現漢

字熟語の季節 変動性』 が、大学内 の広報(文 書 も含め て)に おけ る漢字

の最大 きな特徴であ るとい え る。

5.2医 学分 野 に お け る 用語調 査

近 年 、 コン ピ ュー タに ょ る医 学 ・医療 情報 処 理 の 発展 は 、 め ざ ま しい も

ので あ る。医 学分 野 にお い て も、従 来 か ら コン ピ ュー タ処 理 な どで扱 われ

て きた 文字 は英 数字 が 主体 で あ ったが 、 日本語 の文書 情 報 、文献 情 報 の処

理 には 漢字 か な湿 り文 を 用い る こ とが 要 求 され る よ うに な って きた 。 コン

ピ ュー タ処理 の前 提 とし ては 、入 力情 報 の標 準化 が 、最 重 要 の問 題 であ る

こ とは 、 い うまで もな く、そ の例 を挙 げ るな らば 、厚 生 省 では 昭和48年

度 よ り"医 療 情 報 システ ム検 討 委 員 会"の 中 に"医 学 用 語 ・コー ドお よび

シ ソー ラス委 員 会"が 設 け られ 、医 学 用 語 、 コー ド、 シ ソー ラ スにつ い て

の基 本 的検 討 が続 け られ て い る 。

この よ うな動 き の中 で、医 学 用語 、 と くに 日本 語 の医 学 用語 の 調査 、検

討 は これ まで あ ま り広 くは行 なわ れ て は い なか った 。

この 節 では 、上記 の こ とを 踏 ま えて 、医 学 用語 集 の現 状 、医 学用 字 、用

語 に関 す る これ までの調 査 ・研 究 の結 果 を述 べ る こ とにす る 。調査 の対象

と して学術 論 文 の標題 や学 術 用語 集 を選 ん で行 な った 。

5.2.1わ が 国 の医学 用 語 の現状

医 学 の領 域 はか な り広 く、わ が 国有 数 の医学 辞 典 で あ る 「南 山堂 医学

大 辞典 」 に は 、つ ぎの よ うな 学 問 分野 の用 語 が含 まれ て い る こ とが記 載

さ れ てい る 。
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化 学 、物 理 学 、生物 学 、動物 学 、植 物 学 、遺 伝 学 、心 理 学 、 農学 、

薬 学

この よ うに 、医学 の分野 で扱 う用語 は 他 の 分 野 の用語 も多数 扱 うぽ か り

で な く細 分化 、専 門化 も著 しい 。

日本 語 の 造語 の特 性 、 これは 医 学 用 語 で は と くに 著 し く現 わ れ 、そ の

た め にか公 認 さ れた 用語 集 が なか な か作 成 し に くい 。 文部 省発 行 の 学術

用 語 集 は 各 学 問分 野 ごと に刊行 され て い るが 、医学分野 は 末利 で あ る.

しか し、近 年 、学界 の努 力 が実 り、 日本 医学 会 か ら1974年 中 に 「医

学 用 語 集 」 が発 行 され る予定 といわ れ る 。 これ は 日本 語 医 学 用語 標 準 化

の基 本 的 ツー ル にな る もの で あ る と期待 され る。

。医 学 用 語集(1974年)日 本 医 学会(収 録 用語 約50 ,000語 、

外 国語 → 日 本語)

こ の ほか 、 これ まで にわが 国 で編集 され た 、医学 分野 の辞 書 、 用語 集 と

しては 、下記 の ものが あ る。

。医 学大 字 典(1958)金 原 出版(約80 ,000語)

。医 学 大辞 典 南 山堂

。内科 用 語 集(1960)日 本 内科 学会(約14 ,860語)

ま た 、英語 の辞 書 として代 表 的 な もの は 、

。Dorland'sIllustratedMedicalDict
、ionary

(約58,000語)

が 挙 げ られ る。

この よ うに医学 全領 域 を カ バ ーす る には数 万 語 の 用語 が必 要 に な る 。 し

か し、 これ らは シ ソー ラスの よ うな 、 あ る分類 整理 され た 語 い で は な く

どち らか と言 えば"自 然 語"で あ る。

現 在 、 日本 語の 医学 用語 に関 す る シ ソー ラスは存 在 しな い が 、米 国 の

医 学 文献 検 索 シ ステ ムMEDLARSで 用 い られて い るシ ソ ー ラス

MeSH(MedicalSubjestHeadings)で は 、
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8,983語(1974年 版)

7,590語(1970年 版)

5,977語(1964年 版)

に分類 ・整 理 され た用語 が 用 意 され て い る。

医学 ・医 療 分野 で の文書 情報 とし ては 、学術 文献 ば か りで は な く、病

歴(カ ル テ)や 、検査 デ ー タな ど、"生"の 情 報 も存 在 す るが 、こ こで

は 省 略 す る。

5.2.2医 学 論 文 の標題 に用 い られ る漢 字 分析

(1)一 般科 学 技術 論文 との 対 比

医学 分 野 に おい て用 い られ る漢 字 は一 般 的 に種 類 が多 くと くに当用

漢字 以 外 の 漢 字 が他 の分 野 に比 べ て 数多 くあ る こ とが 言 わ れ てい る。

また 、一 般 の学 術 分 野 、 と くに科 学 技 術 分野 で用 い られ る漢 字 と医学

分 野 で用 い られ る漢字 とは 、そ れぞ れ どの よ うな特徴 が あ るで あ ろ う

か 。

これ らの問題 につい て 、論 文 のテ キ ス トで はな く、論文 の内 容 を も

っ とも簡 潔 に表 わ してい る諭 文 標 題(タ イ トル)に 注 目 して 、考 察 し

てみ る。調 査 の サ ン プル と しては 、国立 国会 図 書 館 で発 行 して い る

「雑 誌 記 事 索 引 一自然 科 学 編 」 を取 り上 げた 。

*

(2)「 雑誌記 事索 引」(国 立 国会図書館)に おけ る漢字頻度 調査

「雑誌記 事索引」誌は国立 国会図書館 から刊行 されて いる、国内で

もっとも刊行 歴 の長 い1インデ ックス誌 であ り、人文科学 編 と自然科学

編(現 在 は科 学技術編)に 分け られてい る。自然 科学編は一般 編 と医

学編(薬 学を含む)か ら成 ってい る。 この調査 は 「雑誌記 事索引一 白

*桜 井 宣 隆 、雑 誌記 事 索引 一 自然科 学 編 一に おけ る

漢字 の頻 度 調 査 、図書 館 研 究 シ リー ズ

Na11、209-25・5(196'7)
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然 科 学 編 」 の第14巻8号(1963年8月 発行)を 対象 に選 び 、 こ

こに収 録 され た 雑誌 論文 の標 題 に用 い られ てい る漢 字 の頻 度 を調 べ た

もの で あ る。

「雑 誌 記 事 索 引 一 自然科 学 編 」 に収録 され て い る雑誌 は 、一般 編 一

252種 、医 学編 一129種(う ち 欧文 誌20種)で あ り、サ ン プル

に取 りあ げ た論文 数 は 一一般 編 一1,032件 、医 学編 一1,095件 で あ

り、合 計2,127件 の論 文 が調 査 対 象 とな った 。

調査 結 果 は つ ぎの とお りで あ る。

1)総 文 字数(延 べ数)は 一般 編 で8,671字 、医 学編 では11 ,544字

合計20,234字 で あ った 。

2)一 般 論文 標 題 あた りの平 均漢 字 数 は 一般 編8 .4字 、医学 編 で10.5

字 で あ る。 これ に ょ って医 学論文 の タイ トルが 、他 の科 学 技 術 分 野

よ り漢 字 が 多 く使 わ れ てい る ことが わ か る。

3)漢 字 の種 類 と しては 、 当用 漢字(1,850字)に 含 まれ る ものを

み る と、 一般編 の方 が 医学 編 よ り も多 く89.3%が 当 用漢 字 で 、医

学 編 は83%で あ った 。 また全 当 用 漢字 数 の うち50%前 後(一 般

編53.4%、 医 学 編46.6%)が 使 用 され てい た 。

4)一 般 編 、医 学 編 の共通 使 用 漢字 は708字 で 漢字 の種 類1 ,437

字 の49.2%で あ った 。

5)漢 字 の使 用頻 度順 の字 数 と使 用全 数 比 累 計 関係 を示 す と図5-5

表5-7の よ うにな る。 この図 ・表 か ら100字 で全 体 の51%を

占 め て お り、200字 で68%、300字 で79%、400字 で85

%、500字 で 全体 の90%前 後(一 般 編 で8&87%、 医 学 編 で

91.94%、 全 般 で86.79%)を 占め て い る こ とが わ か る 。い わ

ゆ る医学編 の 方 が一般 編 よ り、同 一 字 数 に おい て カ バー で き る割合

が大 きい こ とが 示 され てい る。

こ こで 、図5-5、 表5-8か ら医学 分 野 の用 語 が 一般 の科 学 技 術
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分野 に比 較 して どの よ うな特 徴 が あ るか につ いて 考 察 して み る。

まず 、医 学 編 で用 い られ て い る漢 字の 種類 は1,039種 で一 般編 の

1,106種 に比 べ て約10%少 ない 。い っぽ う前述 した が 、1論 文標

題 あ た りの 平均 漢字 数 は 、医 学編 で は10.5字 に対 し て一般編 では

8.4字 で 、医学 分 野 の論 文 タ イ トル に漢字 が多 い とい う特 徴 が み られ

る。 しか も漢字 の種 類 は 少 ない が 、医学 特 有 の字種 が 用 い られ て い る

こ と もわ か る 。

っぎ に 、一 般 ・医学 両 親 全 般 に つい て の頻 度 表 で 第500位 まで の

字種 を み る と、一 般編 あ るい は 医 学編 の い っぽ うに しか 出現 しな い漢

字 を リ ス トす る と表5-9の よ うにな る。両 編 に共 通 し て出 現 しな い

漢 字 は49種 あ り、医学 編 のみ が27種 、一 般 編 のみ が22種 とな っ

てい る、医 学 編 の み の27種 の漢 字 の うち 医学 分 野 に特 有 と思 われ る

字 種(表5-9の うち○ 、●印 の もの)が17種 あ げ ら れ る。 また こ

れ らの漢 字 の うち 、身 体 の部 位 を表 わす漢字(解 剖 学 用 字)と して 、

腎 ・ 肝 ・ 胆 ・ 嚢 ・ 指 ・ 膚 ・ 頚

椎 ・ 喉 ・ 随 ・ 鼻

な どが あ る。

い っぽ う、医 学 編 お よび 一 般編 の論 文 標題 の漢 字 字種 の出 現頻度 リ

ス ト(表5-10)の 上 位 を そ れ ぞれ見 るとつ ぎの よ うな こ とが理 解

で き る。

。科 学 技 術 論 文 の タイ トル に特 有 な字種 が 両親 に 限 らず 多 くみ られ

る。 た とえば 性 、究 、研 、的 、関 、法 、学 、な どの漢 字 は 、医 学

分野 に限 らず 、あ らゆ る分野 で論 文 タ イ トル の漢 字 とし て用 い ら

れて い る。

(例)～ に 関す る研 究

～ 法 につ い て

～ 学 的研 究
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これ らの字 種 は 一般 編 の リス ト中 で も上位 を 占め て い る 。 ま た、

医学 論 文 タ イ トル に特有 な漢 字 として つ ぎの よ うな もの が あ げ ら

れ る 。

症 ・ 例 ・ 療 ・ 験 ・ 用 ・ 治 ・ 経

(例)～ 症 の治 験 例

～ 症 の治 療 の経 験
.

。医 学編 に出 現 す る漢 字 の頻 度 リス ト(500位 まで)は 表5-11

に示 す とお りで あ る。 こ こに 、当 用漢 字 、人 名漢字 、補 正 漢 字 と

それ以 外 の 漢字 が区 別 され て い る。当 用 ・人 名 ・補 正 漢 字以 外 の

漢 字 に入 る もの は

1位 か ら500位 まで41種(8.2%)

501位 か ら1039位 まで135種(約13%)

で 、頻 度 数 の低 い 漢字 に圧 倒 的 に非 当用漢 字 が 多 く、 と くに頻 度

1の 漢 字(順 位745位 以 降)に っ い ては

295種 の うち81種(約28%)

が 、非 当 用 漢 字 で あ る。

一一「担テ狂テ夢/.'/多雰
シ
……
/
シ
.

……

!

△ー△ 自然科学一般編 ×-x医 学編 ・ 自然科学全般(自 然科学一般編+医 学編)

図5-5頻 度順位 と全体 に対する割合の関係図
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表5-7 頻度 順位 と全体に対する割合 の比較表

自然科 学全 般

上 位 自然科学一般編 医 学 編
・早熟篭 船2・

か ら の

文 字
文字数

全体に対する

割 合
文字数

全体に対する

割 合
文字数

全体に対する

割 合

字 字 % 字 % 字 %

1～100 4,177 48.17 6,176 53.49 9286 45.89

1～200 5722 65.99 8,222 71.22 12905 63.77

1～300 6,643 76.61 9388 81.32 15,044 74.35

】 ～400 7268 83.81 10,139 87.82 16,521 81.64

1～500 7,706 88.87 10β14 91.94 17562 86.79

1～600 8021 92.50 10,945 94.81 18,312 90.50

1～700 8255 94.85 11,161 96.68 18852 93.16

1～800 臥365 96.47 11,305 97.92 19234 95.05

1～900 8465 97.62 11,405 98.79 19,530 96.52

1～1ρ00 8565 98.77 11505 99.66 19,730 97.50

1～1,100 8,665 99.93 11,544 100.00 19897 98.33

1～1200 8,671 100.00 一 19997 98.82

1～1β00 一 一 .

20,097 99.32

1～11400 一 一 20,197 99.81

1～1,500 一 『 20,234 100.00

●

表5-8雑 誌記 事索引一 自然科学編 収 録論 文標題 の漢字分布

自然科 学全 般

自然科学 一般編 医 学 編
・皐然欝 般2・

件 数(論 文 数) 1,032 1,095 2,127

総 文 字 数 8,671 11,544 20,234

一 論 文 あ た り

の 平 均 漢 字 数
8.4 10.5 9.5

漢 字 の 種 類 1,106 1,039 1,437

当 用 漢 字 988(89,3%) 863(83.0%) 1、176(81.5%)

内
(全当用漢字に対する割合) 5諸 4ぱ 6ぴ

教 育漢 字 647 584 730

教育漢字外

漢 字
328 271 428

人 名 漢字 6 5 9

訳 補 正 漢字 7 3 9

当用漢字外漢字 118(10.2%) 176(17.0%) 251(1&5%)

も
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亀⑱

一般編 と医学 編 に出現す る漢字の比較表5-9

他 字 種 度 数 順 位
(一 般)

順 位(医学
) 凡 字 種 度 数 順 位

(一 般)
順 位(医学)

74

104

癌 ○

腎 ●

63

48

28

51

○}
医学分野 に

●

390

396

糖

給

13

12 190

232

ヤ

118 瘍 ○ 45 58
特有な字種

398 号 12 192

158 肝 ● 33 90 ● 身体 の部位 404 準 12 194

202 鋼 26 78 を示す字種 408 鋳 12 196
243 稲 22 99

410 膿 ○ 12 244
249 裁 21 102

411 米 12 197
256 娩 ○ 21 143

429 繊 11 210
261 船 20 105

280 併 19 159
437 椎 ● 11 260

294 投 18 166
442 判 11 263

297 副 18 169
447 林 11 219

310 畜 17 129
451 漁 10 222

342 材 15 152
454 喉 ■ 10 271

348 . 胆 ● 15 200
461 振 10 225

352 嚢 ● 15 203
466 随 ● 10 283

356 婦 ○ 15 204
471 鼻 ● 10 287

361 潰 ○ 14 206 476 慢 ○ 10 288

367 指 ● 14 211 478 未 10 289

368 耳 ● 14 2▲2 480 安' 9 , 238

374 膚 ● 14 218 493 飼 9 251

379 頸 13 225 494 序 9 305

380 建 13 173 497 難 9 311
、

384 社 13 177 499 燃 9 257

385 磁 13 176 500 播 9 258

22種 27種

、

ー

－
N
朝

一

句



表5-10 医学編 お よび 一般編 での頻度 最上位 の漢字

一般編 での順位 医学編 での順位

1 性 5 関 8

2 症 用 11

3 血 研 5

4 究 4 究 4

5 研 5 性 1

6 例 電

7 的 17 化 25

8 関 1 法 12

9 療 機

10 験 18 工

11 用 2 ?

12 法 8 水

13 治 計

14 経 物

15 生 業

16 病 分

17 学 25 的 7

18 腫 験 10

19 児 子

20 科 度

21 及 合

22 対 発

23 検 気

24 発 動

25 化 7 学 17

、
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雑誌記事索引医学編各漢字と頻度表5-11
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当用漢字中 の教育漢字
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叱
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5.2.3病 名 に用 い られ る漢字(医 学 辞典 に おけ る調 査)

医 学 では 、従来 か ら人 、生 体 の正 常 な状 態 につい て よ り も、異 常 な状

態(病 気 ・疾 病)に つ い て論 じられ る ことが 、圧 倒 的 に多 か った 。 この

病 気 の グ ル ー ピン グや分 類 には 病気 の名 称 、すな わ ち病 名(diseasename)

が採 用 され て きた 。 もち ろん医 学用 語 、解 剖学 用 語 、手 術武 名 、検査 用

語 な ど多 くの カテ ゴ リー の用 語 を含 まれ るが 、 この 病 名は 、そ の中 で も

最 も医 学 用語 の特 色 、特 質 を 持 った もの で あ ろ う。

前 述 した よ うに 、 日本 の医 学 用語 は 、い まだ 標準化 あ るい は統 一化 さ

れ た ものが な いが 、各種 の医学 辞典 、用語 集 が 出版 さ れ て い る。 こ こで

は わ が 国 の代 表 的 な 医学 辞典 で あ る 「医 学 大辞 典 」(南 山 堂;改 訂10版

*

1964年)の 見 出 し語 につ い て検 討 す る 。

(1)調 査 方 法

この医 学 大 辞 典 は見 出 し語 に 日本語 を 用 い 、 これ らの 用語 に解 説 を

加 え た もので あ る 。見 出 し語 と しては 、医学 は もち ろ んの こ と、医学

薬 学 に関 連 深 い 分 野 の用語 を 収録 してい る 。

調 査 方 法は 、辞典 の見 出 し語 に出現 す る"病 名"を 抽 出 したが そ の

総病 名 数 は4749件 で あ った 。なお 、 これ ら の見 出 し語 には 、漢字

ばか りで な く、 カ タカ ナ 、ひ らが な も含 まれ てい る 。

(2)調 査結 果 お よび考 察

医 学 大 群,典 の見 出 し語 にみ ら れた 病 名 に 関す る文 字種 の 出現 頻度

(第30位 ま で)は 、表5-12の よ うであ る。 な お 、総 数4,749

件 の 病名 のな か には 、同 一 の 病名 で名称 が2個 以 上 あ る もの も含 まれ

てい る。 文 字 の 種類 、す な わ ち異 な り字数 は1,195字 で あ った 。

この 数字 は 、前 項 の 「雑 誌 記 事索 引 」 で の調 査 結 果 、1,039字 とそ

れ ほ どか わ りな い 。

*参 考 資料:秋 山 房 雄 「成人 保 健学 」 皿、保 健 学 的接 近 と言 語 情

報P112-P137、 南 山堂1973
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い っぽ う、延 べ字 数 は22,886字 で 、異 な り字数1,195種 に対

し、 それ ぞ れ平 均19.2回 出 現 した こ とにな る 。

出現 頻度 の高 い文字 を見 る と、最 も高 いの は 「症 」 で1,355回 、

つ い で 「性 」 「炎 」 「腫 」 の順 で あ る 。こ の リス トには 第5位 の 「ン」

以 下 「ル 」 「一」(長 音)な ど の カ タ カナが 、第30位 まで に9種 あ

る 。 これ は 病 名 に人 名 あ るいは 外来 語 が 採 用 され る ケー スが多 い た め

で あろ う。

当用 漢字 以 外 の漢 字(1位 ～50位 まで に)は

腫 ・ 瘍 ・ 膿 ・ 癌

が あ った 。

接尾 語 と考 え られ る字 種 と しては 、

症 ・ 性 ・ 炎 ・ 腫 ・ 病 ・ 群 ・ 化

な どが 見 うけ られ る。

出現頻 度 の 分 布 曲 線 は 図5-6に 示 す よ うに ポア ソン分 布 が あ ては

まる 。

つ ぎ に 「雑 誌 記 事 索 引 」 の調査 と比 較 し てみ る と(表5-10参 照)

両調 査結 果 の第30位 まで に入 ってい る字種 と しては 、

症(辞 典 第2位 、索 引 第2位)、 性(2、1)、 腫(4、18)

病(7、16)、 血(9、3)、 経(21、14)、

イヒ(28、25)

が あ る。

この辞典 の調 査 は 病名 に使 わ れ てい る漢 字 で あ った が 、 「雑 誌 記 事 索

引 」 の調査 で は 論 文 タ イ トル に使 わ れ て い る漢 字 で あ るか ら、 そ の字

種 お よび 頻度 順位 に異 な りが あ るのが 当 然 で あ る。 しか しなが ら 、病

名を表 わす 接 尾語(字)で あ る"症"は 共 に1位 、2位 を 占め て お り

また 医学 用語 で単 位 語 を 合 成 す る際 に用 い られ るtt'tlk"が2位 、1位

とな って い るの は 特 徴 的 であ る 。
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表5-12医 学 大 辞典 の 病 名見 出 し語 にみ られ た文字 リス ト
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病 名 の うち で 、身体 の部位(解 剖用 語)を 示 す字種 として 、た とえ

ば 、

膜 、骨 、神(経)、 皮 、(神)経 、髄 、胞 、肺1脈 、

心 、筋

な ど11種 が あ げ られ る。

また 、病名 を表 わす接 尾語(字)と して は

症 、炎 、腫 、病 、候 、群 、瘍 、毒 、膿

の9種 が あ る。

goo

600

字500

400

数300

200

100

2ニ0,25

平 均19.2

0306090120150200250300400500～

出 現 回 数

図5-6病 名 の 出 現 頻 度 別 度 数 分 布(ポ ア ソ ン分 布)
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5、2.4病 理学領域にお ける医学用語(単 位語 に よる分析+)

ここでは医学分野 の1つ の領域 である 「病理学」 に関する論 文標題 を

対象 に調査を行 った 。論文標題に用 い られてい る医学用 語 を単位語 に分

け 、これ らの種 類 と出現頻度に ついて検 討 した結果 を述 べ る。

(1)調 査 対 象

病理学 にお ける論 文標題 と して、わが国最大の医学 抄録誌 で ある

「医学 中央雑誌 」に掲載 され て いる論文 を引用 した 。 「医学 中央雑誌」

は医 学分野の抄録 誌 として1908年 よ り刊行 され、国 内で発表 され

る医学 お よび関連領域 の原著論 文 、学会発表を網羅的に収録 している。

調査対象 と しては、 この雑誌 の第172～182巻(昭 和37年 度)

の分類 件名"病 理解剖学"に 収録 され てい る論文 、1,837件 の うち、

任意 に1,000件 の標題 をサ ンプル と して選定 した。

(2)用 語 の 抽 出

用語抽出は、論文標 題中 の、助詞 、助動 詞、接頭語 、な どの非重要

語 を除 外 して 、2字 以上に結合 した状 態で行 な った

た とえば 、

。細胞分裂 の調節機構 に 関する研究

o腫 瘍移植性 に対 する純 系動物の病理学的検討

OEhlrich腹 水 癌 の マ ウ ス皮 下 移 植 結 節 か ら抽 出 したOncotrephin

とAntitrephin

の標題 では・下線部の文字 や語 を除 いた語 が、すべて調査対 象 とな っ

て い る 。

X斉 藤 孝 、 医 学 用 語 の統 計 的調 査(1)病 理学 領 域 に おけ る論 文

標 題 を例 と して 、 きた さ と5(2)35-95C66)

斉藤 孝 索 引 作業 の ため の 自然 語 処理 の 研 究

の計量 的調 査 、LibraryScience5,

(167)

医学用語

51-72
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この例 か ら もわか る よ うに 、医学 用 語 の特 徴 と して は 、数語 が 結合

して用 語 を形 成 してい る もの が多 い こ とで ある 。 こ の よ うに2字 以 上

の文 字 が 結 合 した もの を合 成語 と した 。

用 語 を 、最 小の意 味単 位 、 あ る いは認 定 単 位 に区 別 す るた め に つ ぎ

の よ うな規 則 を設 け る こ とに す る 。

o合 成語:つ ぎに述 べ る単 位 語 と単 位 語 、 または単 位語 と特 殊 単位

語 の結 合 に よ った用 語 。

た とえ ば 、"甲 状 腺 腫"、"十 二指腸 虫"、"病 理 学的

研 究"な ど。

o単 位 語:漢 字2字 の集 合 で、1つ の特 定 の概 念 を表 わす こ とが で

きる語 。

例 外 と して"所 見 、研 究 、症 例 、検 討 、展望"な どの慣

用 的に 附 加 す る用 語 を常用 語 とい う。

o特 殊 単 位語:

漢字1字 で も用 語 と して認 め られ る語 、

た とえ ば 、"胃"、"肝"な ど。

また 、 補 助語 、特 殊 単位 語 の うち接 尾 語 の機 能 を果 す漢

字1字 の語 。例 え ば 、"～ 的 、～ 様 、～ 型 、～ 状 、～体 、

～ 病 、学"な ど。

用 語 の抽 出 は上 記 の 基準 に したが って行 なわ れ るが 、合 成語 を単 位

語 に いか に分 割 す るか は 、非 常 に 難 しい 。 一応 、2字 を単 位語 の原 則

と して 、3字 以 上 の 合 成語 は 、で きる だけ2つ 以 上 の単 位 語 に 分 け る

よ うに す る。

(3)調 査 結 果

論 文 の標 題1,000件 に つ いて 、単位 語 お よ び特 殊 単 位語 の出 現 頻

度 を調 査 した結 果 を表5-13に 示 す 。

単位 語 延 べ 語数8,037語
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表5-13単 位 語 の生起 頻度

順位 単位語 頻度%

 

%頻度順位 単位語

9

9

6

6

4

4

3

1

0

8

8

8

6

6

5

2

1

0

9

9

8

8

8

8

8

6

6

6

6

6

5

5

4

4

4

4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

α

α

α

α

0
.

0
.

0

α

α

0

0

α

α

α

0

α

0

α

0

0

0

0

0

0

α

α

0

0

0

α

0

α

1

1

8

8

7

7

6

4

3

2

2

2

0

0

9

7

6

5

4

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

1

1

4

4

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

核

剤

植

例

状

テ

酸

移

応

碍

血

色

器

s

巴

変

物

察

殖

素

懐

変

法

毒

化

質

類

経

見

兎

糖

常

ツ

u.ほ

結

～

移

～

甲

ラ

～

転

反

障

白

染

臓

V

淋

硬

動

観

増

酵

～

病

～

申

破

物

～

神

所

家

多

異

*

*

*

*

*

*

3

4

5

6

7

8

9

0

、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

1

3

8

4

9

8

2

8

3

1

0

0

5

3

8

8

8

2

1

0

8

6

1

0

9

8

6

5

2

0

9

9

奴

詞

烈

"

パ

"

パ

別

口

口

口

U

Ω

Ω

臼

田

田

田

田

田

"

"

⑪

"

O

O

肪

臼

田

Ω

胴

胴

…
…
㍑

…

㌶

…

…
…
鴎

=

芦

舗

㍑

臼

芦

別
鴛

㌶

ズ

る

的
癌
学

性
究
織

胞

理
瘍
働

症
働
学

羅

脳

子
腺
験

膣
炎

化
系

態
⑱

脈
生

体
胃

養
水
管

』

㍍

研
細

細
病

腫
肝

杯
肺
化

.
顕

電

わ
実
肉

↑
変

↑
形

腎

動
発

』

培
腹
血

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3
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平 均標 題 単位語 数8語/標 題

異 な り 語 数1,104語

この調 査 で の サ ン プルは 病 理学 領 域 で ある た め 、出 現 した単 位 語 は

病 理 学 特 有 の語 が か な り多 くみ られ る。

い っぽ う、前 項 で定 義 した補 助語 と しては 、

的 、学 、性 、症 、腺 、炎 、系 、体 、剤 、例 、酸 、像 、法 、類

が あ る。

特 殊 単位語 と しては

癌 、肝 、肺 、脳 、 腎 、胃

な どが あ るが 、大 部分 は 臓 器 を示 す用語 で あ る。

頻 度 順 位第1位 から第10位 までの 単位 語 に よ って 、全体 の約4分 の1、

27.47%を 占め てる 。 そ の うち 、 「～ 的 、～ 学 、～ 性 」 な どの接 尾

語 の 和は 全 部 の10.33%で ある 。

表5-13で は上位64位 まで の単 位語 を リス トしたが 、 サ ン プル

1,000論 文 か ら抽出 され た異 な り語 数1,104語 の うち 、延 べ 単位

語 、特 殊単 位 語 の内 訳 は表5-14に 示 す とお りで あ る。

表5-14

単 位 語
*

特殊単位語 総 数

延 べ 語数

異 な り語数

平均使用奉*

6,188

854

7.3

1,847

250

7.4

8,034

1,104

7.3

・ 特輯 位語
(醜 語37を 含む)
外 国語213

延べ語数
**各 異な り語 の平均使用率= 異

な り語数
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異 なb語 数(X)と そ の使用 率(Y)の 累 積 パ ー セ ン トは表5-15

の よ うに な り、 これ を図 に表 わ す と図5-7の よ うに な る。

表5-15

X(語) 50 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

Y(%) 43 58 70 76 83 86 89 92 95 97 98

延 べ
語 数

3,456 4,661 6,671

1:

:

:

・㍑

1:

1002003ひ(j4〔 」U5{X)6UO7じ08009001,(K)Ol,100

-◆x』 吾

o

図5-7単 位語 の 異 な り語 数(X)

一… 累積使用率(Y)曲 線
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(4)特 殊 単位 語(補 助語)の 分 析

特 殊 単 位語 お よび補 助語 が総 異 な り語 数1,104語 中 、250語 を占

め て い るが 、 この うち接 尾 語 を示 す語 と して 機能 す る補 助語 に つ いて

評 価 を してみ る。

第4-1表 にお け る補 助語 は 、合成 語 中で機 能的 な働 きを示 す語 と

考 え られ る 。例 と して 、t～ 的'、t～ 様'、'～ 状'、t～ 化'に

つい て検 討 す る 。

a)～ 的

もっ と も出 現頻 度 の高 い単位 語 で ある 。 「雑 誌 記 事索 引」 で は第

7位 で あ った。 この語 の意 味 の働'きは 不 明瞭 で あ る こ とが多 い が 、

「ら しい」 とい う性 質 あ るい は 、 「あ る傾 向 」 を意味 して い る。

「～ 的 」 は いか な る単位 語 とも結 ひ つ きや す く形 容 詞化 の機 能 を果

して い る 。

(例)"電 子 顕 微 鏡 的細 胞 組織"

"実 験 的肉 芽組 織 形 成"

b)～ 性

性 質 ま たは属 性 を表 わ し、大 部 分 は 単 位語 に結 合 してい るが 、つ

ぎの場 合 な どは 、両 者 の意 味 の差 は 明 確 では ない。

淋 巴肉腫 異 種 腫 瘍 細胞

{{
淋 巴性 肉腫 異 種性 腫 瘍細 胞

c)～ 様 、～ 状

い ず れ も様 子 、状 態 を示 す機能 を果 して 、形 態 の描 写 に用 い られ

る 。

"花 房 状
、 ブ ドウ状 、星 状"の よ うに 「～ 状 」 は 、物 質 を示 す単

位 語 と の結 合力 か つ強 く、

"Vi
rus様 、リウマ チ様 、腫 瘍 様"の ように 、 「～様 」 は病 名 、

現 象 を示 す単 位 語 と結 合 す る場 合 が多 い 。
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d)～ 化

作用 や 変 化 を示 す。

"四 塩 化
、石 灰化 、繊 維化 、安 定化 、実 験化 、活性 化 、癌 化 、異

型 化"な どの よ うにい か な る単 位 語 と も容 易に 結 合 す る。

以 上 述 べ て きた よ うに 、医 学 用語 の特 長 と して 、 こ れ らの補 助語 の

機 能 を 自由 に使 用 して(あ る意 味 では 乱 用 して)、 無 制 限 に近 い造 語

の傾 向 が ある 。 これ を模 式化 す る と

"
p化q状r性s的"

の よ うに表 現 で きる 。つ ぎの例 の よ うな もの では 、語 な のか 、句 な の

か の判 断 に 苦 しむ 。

(例)悪 性 型黒 色棘 細 胞 増 殖 病

直腸 周 囲組織 異 所 寄 生

電 子 顕 微 鏡 的細 胞 組 織 病 理 学 的研 究

この よ うな例 は 、例 外 で はな く常 に論 文標 題 に現 われ る ので あ る。
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カタカナ入力漢字かな湿 り文出力システムの実験
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6.カ タカ ナ入 力漢 字 か な湿 り文 出力 システ ムの実験

6.1シ ス テ ム の 概 要

この シ ステ ムは 、 日本 語 の文 章 を 、 カ タカ ナけ ん盤 か ら同 音 異義 語 の判

断 を含 む入 力処 理 を行 な い 、 コ ン ピ ュー タで カ タ カナ漢 字 変 換処 理 を施 し

て漢 字 か な湿 り文 に 出力 す る シ ステ ム全 体 を示 してい る 、い わ ゆる カ タカ

ナ入 力方 式 に よる トー タル ・シ ステ ムで あ る。

この シ ステ ム を大 別 す る と、

(1)カ タカナ入 力 シ ステ ム 〈入 力 〉

(2)カ タカナ漢 字 変 換 システ ム 〈処 理 〉

(3)漢 字 か な 湿 り文 出力編 集 シ ステ ム 〈 出力 〉

の3つ の サ ブシ ステ ムに分 類 で きる。

カ タカ ナ入 力 シ ス テ ムは 、単 な る カ タカ ナ ・パ ンチに よる入 力 で は な く、

カ タカナ漢 字 変 換 で も っ とも問題 に なる同 音 異義 語 の判別 処 理 を 、原 始 デ

ー タ(原 文 ・原 稿)に も っと も近 い入 力 時 に て人 間 が判 断 を行 な い なが ら

入 力 す る方 式 を採 用 した。 日本語 文 を カ タカナ に す る と きの分 かち 書 きの

単 位 は、 漢 字2字 の単 語 を原則 に す る とと もに 、漢字 区 分 の ファ ン ク シ ョ

ン ・キ ーを漢 字 単 語 の頭 に 付加 する こ とが条 件 とな ってい る。 詳細 は6.3

節 に述 べ る。

カ タカ ナ漢 字 変 換 システ ムで は、 カ タカナ入 力 システ ムで 作成 したカ タ

カ ナ ・デ ー タ、 い わ ゆ る コ ンピ ュータ処理 で 一般 的 なEBCDICコ ー ド、

あ るいはJISコ ー ドな どの デー タか ら、漢 字 出 力 装置 で扱 う漢字 プ リ ン

タ ・コー ドへ の 変換 処 理 を行 な う。 な お 、 この シ ステ ムで は、 専 門 分野 別

に よ る処 理 方 式 を採 用 す る ことに よって漢 字 の 字種 の減 少 と同音 異 義 語 の

減 少 を はか って い るた め 、変 換 テ ー ブルは専 門分 野別 に構 成 され る。

(テ ーブル構 成 につ いて は6.6節 で述 べ る。)
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※ この デー タ ファ イル を中央 コ ンピ ュー タで バ ッチ処理す る。

図6-1 カ タ カ ナ入 力 方 式 に よる シ ス テム構 成 の概 念 図

4
s



漢 字 か な 湿 り文 出 力 編 集 シ ステ ムでは 、漢 字 コー ドに変 換 した デ ータ

を 、印刷 や出版 の た め に 、禁則 処 理 な どを含 め た編 集処 理 を行 な う。

シ ステ ム構 成 の概 念 図 は図6-1に 示 す 。

6.2シ ス テ ム の 利 点 と 効 果

この カ タカ ナ入 力 方 式 は 、 と くにつ ぎ の よ うな利点 や 効 果 が あ る 。

① 入 力操 作 が容 易 で ある。

② 情 報 の蓄 積 と伝 送 に既 存 の コ ー ド体 系 を その まま適 用 で きる ので 合理

的 で あ る。

③ デ ー タ入 力 者 の手 元 に モ ニ タ出 力 を プ リ ン トア ウ トで きる の で チ ェ ッ

クや 校正 が容 易 で あ る。

④ カ タカナ入 力 シ ス テムの専 門化 や モ ジ ュール化 が は か れ る の で 、 高価

な 出力 編集 シ ス テム に多 数 の カ タ カナ入 力 シ ステムを容 易 に 連 繋 で き経

済的 な 日本 語 情 報処 理 シ ステ ムの構 成 が可 能 で ある。

以 下に それ ぞれ の利 点 に つ いて概 説 す る 。

(1)入 力 操 作

情 報 量 が増 大 す る とそれ に と もな って コ ンピ ュー タで処 理 す る内容 が

ま す ま す複雑 に なる のは もち ろん の こと デ ー タ入 力 の ため の作 業 が多 く

な り、 キ ーパ ンチ ャに 過大 の負 担 が か か ってい るのが現 状 で あ る。

一般 の 日本 語 情 報処 理 シ ス テムを 考察 してみ ると
、 デ ー タ入 力 の操 作

を行 な う漢 字 テ レ タ イプのパ ンチ ャに と っ ては 、まさに 非 人 間 的 な 労力

が課 せ られて い る と いえ る。 日本 語 に は 、漢 字 とい う複 雑 で しか も類 似

した文字 パ ター ンが多 い とい う特 徴 が あ る ので漢字配 列 の けん 盤 を操 作

す る に は気苦 労 が ある うえ、誤操 作(ミ ス ・パ ンチ)の 恐 れ もあ る。

こ の よ うな入 力操 作 の難 点 を解 消 す るため に これ ーまで に も漢 字 を記号

化 や符 号化 して入 力 す る方 法 も考 え ら れて は い るが 、い ず れ も漢 字 の字

数 に対応 す る数 だけ 、馴 じみ に くい 記号 や 符 号 を操 作 者 が覚 えな け れ ば
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な ら ない とい う難 点 が あ る。英 字26文 字 の 組 み 合 せ で カナ文字 を 表 現

で きる ロー マ字入 力 方 式 で も、 日本 語 の文 章 を入 力 で き るけれ ど も 、カ

ナ文字 表現 と比較 して み る と、 「KA」 の2字 で 「カ」 、 「KI」 「キ」

とい う よ うに 、 ロー マ字入 力 方 式 は デ ー タ入 力 の操 作 回 数 とい う面 な ど

で効 率 が おち る 。.

そ こで 、 この研究 では 、 カ タ カナ入 力 方 式 を 採用 し、操 作 者 が 日本語

の文 章 を読 み なが ら、 い わゆ る 自然 語 で漢 字 か な湿 り文 出力 のためのデー

タ入 力 を可 能 に して い る 。50個 程 度 のけ ん盤 で デー タ入 力 が で きるの

で 、だ れ で も容 易 に 入 力 シ ス テ ムを操 作 で きる とい う利 点 、言 いか えれ

ば 、漢字 けん 盤 入力 方 式 の よ うに熟 練 を要 す るパ ン チ ャを特 別 に 教育 す

る必 要 が な い とい う利 点 が ある。

(2)蓄 積 と伝 送 の ため の コー ド体 系

カ タカナ入 力方 式 で は 、 コー ド体 系 が 、英 字 、数 字 、記 号 を含 め て、

一般 的 な8ビ ソ ト構 成 な ので 、既存 の コ ー ド体 系 を そ の ま ま利用 で きる

とい う利 点 が ある。

漢 字 コ ー ドは 、字種 が多 いた め に一般 に12～16ビ ッ ト構 成 で あっ

て 、将 来 漢 字 コー ドの標 準 化 が な され た と して も ビ ット構 成 の低 減 は望

め な い。

カ タカナ入 力 シ ステムか ら漢字 か な湿 り支 出力 シ ステ ムの 間で 、既 存

の コー ド体系 が その ま ま使用 で きる とい うこ とは、現用 の コ ンピ ュ ータ

・シ ス テムで採 用 して い る 、 ハ ー ドウ ェア や ソ フ トウ ェア を改変 す る こ

と な く利 用 で きる ので実 用 的 で あ る 。8ビ ッ ト構 成 の カ ナ コ ー ドで 日本

語 の文 章 を蓄積 で きる とい う こ とは 、漢 字 コー ドで 蓄積 す る よ りも デー

タ ベー スの管 理面 で 効率 が よい 。 と くに12～16ビ ッ ト構 成 の 漢 字 コ

ー ドで は
、6ビ ッ ト×2と か 、8ビ ッ ト×2と い うよ うに2バ イ トで1

文 字 を表現 して い るの で 、蓄 積.デ ー タの管 理 や メ ンテナ ンスな どに複雑

な ソフ トウ ェア が必 要 で あ る。
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カ タ カナ入 力 方 式 で 日本 語 の文 章 を蓄 積 す る とき、 カ タカ ナの入 力 デ

ータに
、漢 字 出力 の ため の フ ァン ク シ ョン ・コー ドを挿 入 して蓄 積 して

お けば 、検 索 情 報 を漢 字 か な湿 り文 出力 とカ タカナ文 出力 とい った具 合

に必 要 に応 じて2と お りの形 式 で出力 で き る とい う利点 が あ る。

また 、通信 回 線 な どを使 って 日本 語 の文 章 を伝 送 す る場 合 も、漢 字 コ

ー ドで行 な うよ りも カ タカ ナ ・コ ー ドで行 な うほ うが効率 が よ い
。 デー

タ伝送 の正確 さや 速 さ とい う面 ば か りでな く、高 価 な漢 字 か な湿 り文 の

出力編 集 シ ス テム を共用 す る場 合 を考 え て も 、漢字 テ レ タイ プな どは採

用 せ ずに 、既 存 の カ タカナ 、英 字 、数 字 、 記号 を備 え た 端 末 装置 だ けで

日本 語 情報 処 理 シ ステ ムを構 成 で きる とい う利 点 が あ る 。

(3)入 力 情 報 の チ ェ ックと訂 正

漢字 テ レタ イプか ら入 力 した情 報 を チ ェ ック した り訂 正(校 正)す る

た め に は、漢 字 テ レ タ イプか らの出力 テ ープを漢字 出 力装 置 に か けて モ

ニ タ用 の ゲ ラ刷 りを プ リン トア ウ トす る必 要が あ る。

この よ うに漢 字 出力 装 置 が デ ータ入 力 者 の 手 元 に な けれ ば デ ー タ入 力

の操 作 者 が原 稿 を 見 なが らパ ンチ して も誤 パ ンチが わか らな いま ま見 過

した り、 ーまた訂 正 の場 合 に も漢 字 出力 装 置 を使 って訂 正 処 理 を行 な わな

けれ ば な らな い の で出 力情 報 の完成 に手 間 も時 間 もか か る とい う欠点 が

ある。

これに対 して カ タカナ入 力 シ ステム を利 用 す る と、 カ タカ ナの入 力 デ

ー タを その ま ま汎 用 的 な プ リ ンタに打 ち出 す ことが で きる ので デ ー タ入

力 者 が操 作 を行 な いな が らチ ェ ック も訂 正 も簡 単 に で きる とい う利 点 が

あ る。 この カ タ カ ナ入 力 シ ステ ムで は 、同 音 異 義語 の処 理 を シ ステ ムの

選 択指 示 に した が って デ ー タ入力 者 が 直接 実 行 す る よ うにな ってい る。

(4)シ ス テム の モ ジ ュール化

この カ タカ ナ入 力 シ ステ ムは 、 カ タカ ナけ ん盤 、同 音 異 義語 表 示装 置

お よび同音 異 義語 を判 別 す るため の制 御 装 置 とい った 機 器 で構 成 さ れ る
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が 、同 音 異義 語 の表 示 装 置 にっ い ては 、入 力 シ ステ ムの適 用 分野 を専 門

別 に モ ジ ュール化 す る こ とに よ って簡略 化 す る こ とが 可能 で ある。

この よ うな業 務 別 、専 門 分 野 別に 専 門化 した カ タカ ナ入 力 シ ステ ムを

多 くの場 所 に設 置 し、 これ らの入 力 シ ス テムを オ ンライ ン処 理 で あ ろ う

と、 オ フ ライ ン処 理 で あろ うと、中央 に設 置 した汎 用 の 漢 字 かな 混 り文

出力 編 集 シ ステ ムに 連 繋 して や れば 日本語 情 報処 理 の ネ ッ トワー ク ・シ

ステ ム を形 成 す る ことが で きる。(図6-1参 照)

6.3力 夕 力 ナ 入 力 シ ス テ ム

カ タカ ナ入 力 シ ステ ムの構 成 を図6-2に 示 す 。

同 音 異 義 語

ア ー フ ル

カー ド・パ ン チ

紙 チ ー フ ・ハ ンチ

キ ー ・ツ ー ・テ ー プ

キ ー ・ツー ・デ ィス ク

図6-2カ タ カ ナ入 力 シ ステ ムの構 成
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この入 力 シ ステ ムの 大 きな 特 徴 は 、同 音 異 義語 の表 示 方 法 に あ る 。操 作

方 法 は 一般 の カ タカ ナけ ん盤 の操 作 と同 じで あるが、丈 書 中 の漢字 ・仮名

を区 別 す るた め 、実験 的 に漢字 キ ー 「#」 、 カ タ カナ キ ー 「*」 を設 定 し、

操 作 者 が漢 字 ・仮名 を 区分 す る 。

この カ タカナ入 力 シ ステムに お け る同 音 異義 語 制御 部 、お よび表 示 装置 、

テ ー ブル の関連 を図6-3の 操 作 フ ローに 示 し、その概 要 を述 べ る 。

まず 、 カ タカ ナ入 力 装置 の操 作者(デ ー タ作成 者)は 、 日本 語 の原 稿 を

読 み な が ら、同 時 に カ タカナ け ん盤 か ら入 力操 作 を行 な うが 、 この 時 、原

文 中(原 稿)に 漢 字 が 現 われ た な らば 、漢 字 区分 のた め に漢 字 フ ァン クシ

K2K3

… 〈}〈}一

リ ター ン ・キ ー(ENDキ ー)か

一
同音異

図6-3カ タ カ ナ入 力 シ ス テ ム操 作 フ ロ ー
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ヨ ン ・・キ ー(こ の例 で は 「#」)を 入 力 し、 つ づ いて 、そ の漢 字 の 読 み を

カ タカナ入 力 す る 。漢 字 は 、単語(1～3字 の熟語)単 位 に 分 割 あ る いは

ま とめて1区 分 とす る 。1区 分 のた め の リター ン ・キ ー(漢 字 単語 のEND

キ ー)は 、 カ タカナ以 外 な らば い ずれ の キーを入 力 して もシ ステ ムが 自動

的 に 判断 す る(ENDキ ーを別 に付 して も良 い)。

(例)〔 日本 語 につ いて の … … … 〕

KIK2K3K4K5K6

匡〉イ∋一 ⑧一 ◎一 ㊦一20-◎ 一
ブランク

単語1区 分

リタ ー ン ・キーの信 号 が同 音 異 義語 制 御 部 に入 力 され る と、 「#」 か ら

リ ター ン ・キ ーまで(上 例 では 「ニホ ン ゴ」)の 読 み に対 して同 音異 義語

が あ るか な いかの チェ ックが そ の制 御 部 で行 な われ:る。(フ ァン ク シ ョン

・キ ーの信 号 が入 力 され る と、 あ とに 続 く漢 字 の 読 み仮 名 の入 力 か らは チ

ェ ック ・レジ ス タに 記憶 が は じーま り、 リタ ー ン ・キ ーまで続 く。)

制 御部 で は 、 チ ェ ック ・レジ ス タに 記憶 され た読 み を、同音 異 義 語 テ ー

ブル と照 合 し、同 音異 義 語 が あ る時 は 、制 御 部 を とお して表 示装 置 に信 号

が 送 られ る。表 示 装置 へ の信 号 とは 、つ ま り同 音 異 義語 テ ー ブル に対 応 す

る表示 ア ドレスの こ とで 、 この ア ドレス指 示 は制 御 部 に て コン トロ ール さ

れ る 。 なお 、 この制 御部 は 、 ミニ コン ピ ュー タ以 下 の規 模 ・機 能 で可 能 で

あ る。

表 示 装 置 には 、 高価 な装 置 と してCRTデ ィ スプ レイな どが考 え られ る

が 、実用 化 のた め の安 価 な表 示 方 法 と して ス ライ ド表示 的 な もの や 、 マ イ

ク ロ フ ィル ムの応 用 が 得策 と思 われ る。

ま た 、分 野 別 に モ ジ ュール化 した変 換 テ ーブル と、表 示 テ ー ブル を用意

して お き、必 要 に応 じて モ ジ ュ ール ご とに交 換 す れ ば 、 シス テムの利 用 価

値 は さ らに 高 高まる。
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■

キ ー ボー ド操 作

キ ー ボ ー・ド操 作
.

)例(

Dσ(一
〔 情 報 処 理 シ ス テ ム'

〔情報処理システム 〕

ブランク

(リ ターン・キーの役割 を果す)

難 ㈱'諺 …

〕

シ 、 ヨ ウ ホ ウ チエ ック ・レジスタ

制 御 部
同音異義語照合チェ ック

NO

同音異

義語あるか

YES

.

同 音異 義 語

ア ー フ ル

制 御 部

表示装置

表示ア ドレス指示

(例)

ジヨ ウホ ウ

選 択

キ ー ・ナ ンバ入 力 ∬一
へ

輌…
ツ

口フ語義異音同46図
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6.4力 夕 力ナ漢 字 変 換 シ ス テ ム

こ こで は 、 カ タ カナ入 力 シ ス テムで 作成 され た カ タカ ナ ・デ ー タを漢 字

コー ドに変 換 する処 理 を行 な う。そ のため に は 、 あ らか じめ 漢字 単語 に関

す る カ タ カ ナ ・漢 字対 応 の変 換 単 語 テ ーブル を作成 してお か なけ れば な ら

な い が 、変 換 テ ーブル に 登録 する漢字 単 語 の 決定 に つ い ては6.6節 お よび

3章 で述 べ る ので 、 こ こでは変 換 テー ブル の格納 処 理 と変 換 単語 テ ー ブル

のメンテナンス処 理 、 お よび コ ー ド変 換処 理 に つ い て述 べ る。(図6-5プ

ロセ ス ・フ ローの うち1牌 内)な お変 換 テ ー ブルは 、い ずれ も分 野 別

に 単語 単位 で構 成 され る の で 、以 下 、変換 単 語 テ ー ブル と呼 ぶ こ とにす る。

6.41変 換 単語 テ ー ブル の格 納処 理

こ の格 納 処 理 は 、 カ タカナか ら漢 字 かな湿 り文 へ の変 換 を行 な うため

に変 換 単語 テ ー ブル を 作成 す る作 業 で あ る。

変 換 単語 テーフウレに登 録 決定 さ れた原 稿 は 、頻 度 順 に入 力 され 、漢字 テ

レタ イ プを使 って紙 テ ープ(2バ イ ト/1字)た 穿孔 し、 コ ンピ ュータ

に よ り50音 順 にSORTし 、 さ らに同音 異 義語 の区 分 と単 語 の ダブ

リの チ ェ ックを行 な う。

この デ ータは 、磁 気 テ ー プに記 録 され素 フ ァイル と し、訂 正処 理 を行

な った のち 、最 終 フ ァイル と して完 成 され る 。

この 最 終 フ ァイルは 、つ ぎの よ うな フォ ーマ ッ トで あ り、分 野 、 レベ

カナ文字 漢 字

玉 －t同 …
分野区分

ル、同 音それぞれ の区分 と、 カナ文 字、漢字で構成 されてい る。

① 分野区分 分野別(政 治 、経済……な ど分野別変換が可能)
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■

カタ カ ナ入 力

シス ァ ム

カ タ カナ入 力

シス ァ ム

カ タ カ ナ ・

デ ー タ ベ ー ス

情 報 検 索

カタカナ

データ ・
プアイル

分野別漢字単語

.の調 査 分 析

分 野 別

漢字単語の決定

漢 字 カ タ カナ漢 字対 応

テ レ タイプ ァ ー フル ・ハ ッチ

紙 テ ー プ

訂 正 ・編集

一 ー 一1

羅 語。一.,、。 鐸1
格納 処理 マスタ1

1

l

l

分 野 別1

変 換単 語 変 換 単 語テ ー ブル1

ア_フ ル1

1

|

1
カタ カナ漢 字 コー ド1

変 換 処 理 『1

{
,彗.。 。カナ。字変換。。テム1
プアイル1

1

図6-5プ ロ セ ス ・ フ ロ
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② レベル 区分1～3区 分 まで あ り、検 索 効率 の比 率 を変

更 可 能

③ 同 音区 分 同 音 異義 語 の処 理 可 能

④ カ ナ ・漢 字 の対 応 文 字 数 は 、原 則 と して1漢 字2カ ナ文 字 と し、最

大6漢 字 の対 応 テ ー ブル保 持 可 能

⑤ この フ ァイ ルは 、50音 順 に配 列 さ れ検 索 しや す い 。

ここで 素 フ ァイ ルか ら漢 字 マ ス タ(最 終 フ ァイル)へ の処理 概 要 を掲

げ る。

素 フ ァ イルか ら最 終 マ ス タを作 りあげ る処 理 は 、以 一ドの とお りで ある。

◎

一1Record ・

SeqNO カナ文字部分
区
分 漢 字 部 分
KEY

L

F

＼ 、4B
,、,/＼ 。。.、。bl。/＼2 ,,ぶ 。。,、。bl。/＼ 、Bふ

～

1

漢 テ レ コ ー ド
1

EBCDIC

コ ー ド

↓

カナ文 字 部分(検 索)
区
分

KEY
漢 字 、部.分

'L

'F
カ ウ ン タ

1Record層
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例

漢字 コー ド

0010320 ボ シ ュウダ ン

1

区
分
KEY

母 集 団

L .

F ,

＼6字 =12Byte
＼ ＼・字一・B・ ・6ノ ＼

EBCDICコ ー ド

、

、B,,。/＼ 、B,、。ノ

Y

区

分

EK

'＼

6B,、 。ノ

'
X'00'

6.4.2変 換 単 語 テ ー ブル の メンテ ナ ンス処 理

図6-6の うち 、 「赤 字 校 正 済 プル ー フ ・リス ト」以 下 の処 理 に よ っ

て メンテ ナ ン スを行 な う。手 順 に従 って概 述 す る。

①EBCDIC'マ ス タ(SOR曙EBCDI .Cフ ァ イノレ)で の 校 正

を行 うため マ ス タ原稿 と再 チェ ックを前 段 階 の処理 で行 な った が、再

度 、この段 階 で デ ー タ ・ミスが 発 見 ぎれ た場 合 、 グ レ ー ド部 、漢 字部

の デー タが 修 正 カ ー ドと して パ ンチ さ れ る。

一

/ E 補 分 グ E 補 ・ 漢
,

野
カB

ナC
野
レ

1

カB

ナC

字 ・

コ

区 コD

lI

区
ド

コD

lI
1

分 ドC 助 分 % ドC 助 ド

＼_輝/新 デ袖 ノ

図6-7・ 訂 正 カ ー ド
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1.訂 正
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3.削 除
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`

漢 字 マス タ

原 稿

素

ファイル

JEM

3850

赤 字 処理 済

初編 ゲ ラ

訂 正

プア イル

漢 字 マス タ

原 稿

赤字校正

(訂 正処理)

図6-6漢 字 マ ス タ

△
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音

素

ファイル

HITACIO

原

ファイル

HITAC10

EBC)IC

HITAC10

SORT済

EBCDIC

フ ァイル

HITACIO

赤字校 正済

プルー フ リス ト

パ ンチカー ド機

訂 正 用
パ ンチ カー ド

訂正

ファイル

ブ ル ー

リ ス

赤字校正

(訂 正処理)

一157一



SORT済

EBCDIC

プ ア イル

HITAC

8450

訂正済

カー ド

検索用

漢 字 、

② 訂 正 カ ー ドに よ りEBCDICフ ァ イル の 内 容 を 修 正 す る 。KEY

は 、EBCDICカ ナ 部 ・グ レ ー ド部 よ りな る 。^

③EBCDICフ ァ イル を デ ィ ス クに カ タ ロ グ ・フ ァ イル を す る 。 こ

の デ ィス ク ・フ ァ イ ル は 漢 字 か な湿 り文 出 力 に 必 要 な 漢 字 マス タ ・テ

ー ブ ル(変 換 単 語 テ ・一 ブル)と な る 。

漢 字 マ ス タ ・テ ー ブル は 、 第1カ タ ロ グ 、 第2カ タ ロ グ に 分 解 さ れ

て 、 デ ィ ス クに フ ァ イ ル さ れ る 。

囲 第1カ タ ログ 、第2カ タ ロ グ に つ い て の 概 略 は つ ぎの6.4.3項 を

参 照 。

6.4、3コ ー ド変 換 処 理

(1)デ ー タの 変 換

変 換 方 法 は 、 ま ず 文 章 の1区 切 りが 読 み こ ま れ 、 そ の 区 切 りの 頭 に

あ る フ ァン ク シ ・ン ・キ ー 「*」'「 十」 に よ り、 そ れ ぞ れ の 処 理 方
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φ

法 が 違 って くる。

「#」 は ・変 換 単語 テ ー ブル の サーチ を行 な って、 漢 字 変 換処 理 を

す るため の記 号 で ある。 も し、テ ー ブル に該 当す る単 語 が な け れば漢

字単 語 は カ タカナ の ア ンチ文 字 に変 換 され る。

「*」 は 、外来 語 で あ る カナ文 字 コー ドをテ ー ブル ・サ ーチ して変

換 す るた め の 記号 で ある。

「#」 、 「*」 以 外 の も のは 、ひ ら仮名 、英数 字 、特 殊 記号 の コー

ドを サ ー チ して変 換 す る。

この よ うに 、 カ ナ文 字 デ ー タの変 換 とは 、 カ ナ文 字(EBCDIC)

コー ドを漢 字 コー ドに変 換 する こ とを意 味 す る もので あ る
。

変 換 処 理

(コ ン ピュータ)

1次

翻 訳 済
ア 一 夕

漢 字 変 換

単 語 テ ー ブ ル

図6-8コ ー ド変 換処 理

例 を あげ る と

ex1

#タ カ チホL2000ヲ

→ 高 千穂1.2000を 発 表 、 ハ ー ドと

ex2

#ツ ウサ ン#コ ウギ ヨ ウ#カ デ

→ 通 産 工 業 課 で 価格 分 離

#ハ ツ ピ ョ ウ 、*ハ ー ド ト

#カ カ ク#ブ ン リ…
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6文 章

(301/コ ー ト◆)

入 力 ル ー チ ン

漢 字部

テーブル作成

漢字 かな湿 り

出力ルーチ ン

DK・BCD

プ ア イル 入 力

漢字モー ドに変換す る際

漢字部 は、漢字対応テー

ブル よ り取 り出す。

漢 字 対 応

テ ーブル作成

DK.BCD入 力は1回

で入 力範囲に該当す る漢

字テーブルのすべ てを変

換す る。

図6'-9 コ ー ド変 換処 理 フ ロー概 図①

区 切

読 み 込 み

ア ー フル

に 有 るか

な

字

号

ミ

　
山

崩

数

酷

ひ

英

特

図6-10 コー ド変 換 処 理 フロ ー概 図②

一160一



② 変 換 単 語 テ ー ブ ル の 検 索 方 法 は 、デ ー タの 区切 り部 分 と、 テ ー ブル の

カ ナ 文 字 部 分 を コ ン ピ ュー タ 内 部 で カ タ ログ 方 式 に よ リ マ ッチ ン グさ せ 、

一 致 した とき に
、 テ ー ブル の 漢 字 部 分 を 取 り出 しフ ァイル す る方 法 で あ る。

デ ー タ テ ー ブル

#X1・X2・X3… …XnX1・X2… …Xm□Yl・Y2… …LF

■ ＼ /

図6-11マ ッチ ング方法(こ の場 合 、検 索方 法 は カ タ ログ方 式を

と って い る。)

(3)検 索 に おけ る カ タ ログ方 法 に つ い て

'

/㌘
'D

テ ー

,.← ,

!・ 預'!ミ'...・ ・ 呂

』
、

ノ
●

ノ

第1カ タ ロ グ

(第2カ タ ロ グ の
'DISKア ド レ ス)

テ ー ブル

第2カ タ ロ グ

(デ ー タ レ コー ド ・ア ド レス)

図6-12変 換 単 語 テ ー ブ ル の カ タ ロ グ方 法

この シ ステ ムに おけ る大 きな 特 徴 に カ タログ方 式 に よる検 索 が あげ

られ る。
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ま ず 、 変 換 す べ き デ

ータに対 して 、第1カ タ

ログで頭2ケ タの カナ部

を検 出 す る。検 出 した ポ

イン タ(y)が 第2カ タ

ログの ア ドレス にな って

お り、さ らに 、 デー タの

頭3ケ タ目の カ ナで該 当

す る漢 字 部 の 単語 を と り

出 す 。 そ れ らの 単語 の ど

れ を とる かは 、同音 異義

語 区 分 で選 択 さ せ る。

変 換 され る1ブ ロ ック

の カ ナ部 が4ケ タ以 上 の

場 合 は、 すべ て同音 異 義

語 とみ な す 。

こ の処 理 の特徴 を述 べ

る と 、

①

ロ

ア

イ

ウ

エ

1第1カ タ・グ1

ア イ ウ エ オ ワ ン

ー 一一[三E

陸2カ タ ・グ1

漢字部単語

図6-13カ タ ロ グ の 内 容

カ ナ入 力 ……EBCDICコ ー ド体系 で 、 カ タ)C?ナ 、 ひ らが な 、

漢 字 区分 キ ーに よ り分 け られて お り、1回 に入 力 す る デ ータは 、6

文章 ず つ処 理 さ れ る。

②DISKマ ス タ… …磁 気 テ ー プマ ス タ内 で50音 順 の もの を 、

DISKに 第1カ タログ 、第2カ タ ログを もち 、 ダ イ レク ト(直 接

コ ー ド演 算 方 式)に カナ対 応 、漢 字 レ コ ー ドの入 ってい るDISK

上 の ア ドレスを検 出 出 来 る フ ァイ リン グに な って い る。

③ 検 索 … …② で述 べ た よ うなDISKマ ス タを使 用 し、 カ ナか ら

漢 字 ヘ ダ イ レク トに変 換 す る。 テ ー ブル に ない と きは 、前 述 した よ
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うに ア ンチ の カ タ カナに変 換 され る。

④ 変 換 … …③ で述 べた 漢 字部 を除 い た カ タカ ナ 、 ひ らがな 、特殊

記 号 コー ドを漢 字 コー ドに 変換 す る。

と くに 「」 、 幼 、促音 に つ いて も処 理 され る。

⑤ 出 力 … … この場 合 、 全 デ ータが 漢字 コー ドに な ってお り、っ ぎ

に述 べ る汎用 編 集処 理 の入 力 とな る 。

(4)入 力 デ ー タの1文 章 は 、最 大5レ コー ド構 成 で あ るが 、最 大30レ

コー ド(6文 章)分 の エ リアを確保 し、#～ の漢 字 部 を ピ ック ア ップ

す る。 その 後 コア内 に漢 字部 の対 応 テ ー ブル(最 大30レ コー ド×

20語)を 作 成 す る。

(5)同 音異 義 語 は 、#で 区 分 され るカ ナ文 字最 後 の そ のつ ぎの数 字 で区

分 さ れ る。

ex、#コ ウ セイ① ロ ノロ#ホ ウ ホ ウ… …

[
ブランク

数字で区分

、`

■

6.5漢 字 かな 混 り文 出 力編 集処 理

漢 字 かな 湿 り文 の デ ータ(素 フ ァイル)が 作 られ る と、電 算 植字 シ ステ

ムに よ って 出 力編 集 の処 理 が行 な わ れ る。 なお この電 算 植 字 シ ステ ムは学

習 研 究 社 で 開発 した シ ステ ムを利用 してい る 。

と くに 、出 力 に使 用 され る汎用 編 集 ソ フ トウ ェアは つ ぎ の よ うな もので

構 成 され る。

(1)自 動 編 集 ソ フ トウ ェア

自動編 集 ソ フ トウ ェア とは 、 コン ピ ュー タを介 した漢 字情 報処 理 シ ス

テ ムを効 率 よ く運 用 す るため の ソ フ トウ ェア で あ り、HITAC-10の

磁 気 テ ー プ ・ベ ー ス 用 に開 発 さ れ て い る。

、この ソ フ トウ ェア は 、漢 字 情 報 を コ ン ピ ュー タを もって正確 か つ 迅速
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国 際 通 貨 じよ うせ い が安 定す るた めの前 提 条件 は きよが くな過剰 ドルの しよ り問題 をふ くめて,き じ く通 貨 ドル
ロ

の しん にん 回 復 に なん らかの メ ドをつ け るこ とで あ る.だ が,こ の よ うなか だ い を 短 期間 にかい けつ す る こ と

は,し よは ん の じよ うせ い か らみ て きわ めて こん なん とい わ ざる を えない 。

とす れば,国 際通 貨 不安 定 とい う常態 は かな り長期 化 し,と うぜ ん,円 も また現 在の変 動相場 制 を長 期 に持続 せ

ざる を え ない だろ う 。

変 動 相場 制 が 固定 制 に くらぺ る と,貿 易 じつ む 上,し ゆ じゆ の し しよう を も って い るこ とは じじつ で ある 。

と くににほ ん の よ うに,為 替 管 理 でか ん じが らめ に しば られてい る市 場 にij'L1て は そ うであ る 。しか し.国 民{・5

済 の か んて ん か らす れば 、変 動 相場 制 には っ ぎの よ うな りて んが あ るこ とも わすれ ては な らない 。

その 第1は,経 済 運営 に おいて,国 際収 支 －Lのせ い や くか らか い ほ う されて,政 策選 択 の重度 が ひろ が ること 。
、

第2は.輸 入 イ ンフ レを しや だ ん し,国 内 の物 価上 昇 をよ くせ い す る効果 お,も つ こ とで ある 。にほ ん経済 は こ

れ まで,国 際 収支,物 価,福 祉 とい う3重 くに なや まされ なが ら.相 互の トレー ド ・オフ関係 か ら有 効 な政N-f－

段 が3す くみ の常 態 に あ る と されて きた 。

だ が,変 動相 場制 を とる こ とに よ って,と うめ ん,国 際 収 支上の 手 かせあ しかせ か は ず され れば,政 策 選択 の

は ば は それ だ けひ ろが る 。

しか も,国 内物 価上 昇 の も っ ともゆ う りよ くな 要因 と されてい る海 外 イ ンフ レの じよ う りくが しやだ ん され れ ば

,政 策 とう き よ くと して は.今 後の経 済 施設 の じゆ うて ん を あ げて国 民福 祉 こう じよ うの1点 に お くこ とも:・y

能 なはず で あ る 。

く わ えて 一般 じつ ぎよ うか い か らも,こ んかい の 変動 相場 制に は,フ ロ ー トズ レ した とい うか,ぜ んかい ほ

どの つ よい ひな ん は きかれ な くな った ⊃

こ う した点 を こ う りよ す る と,で きるだ け為 替需 給 にそ くした 円の 適性 水準 をみ つ ける必 要性 か らも.こ の さい

は, .じ っく りこ しを す えた 円 の長期 変 動相場 制 をか くこ して,そ の前提 にた った経 済運営 が のぞ ま れるの で あ

る 。

ただ,変 動相 場 制の 長 期化 は,国 内の 物価 上昇,イ ンフ レをは どめ す る.保 証 とは かな らず しも な らない 。

よ く し られ て い ると お り,さ くねんあ きか らほん ねん に かけて も うい をふ る って い るお ろ しう り物価 の きゆ う と

う要 因 には,輸 入物 価 上昇 の ほ か にも,不 況 カルテ ル党の 供給制 限 的行 為,景 気 回復 に とも な う需 要の拡 大,部

門 か ん需 要 の シフ ト い わゆ る過剰 流動 性,賃 金 コス トの ぞ うだい などが あ るか らで あ る 。

つ ま り,い まの物価 上 昇 は,こ れ らの諸 要因 がふ くざっ に からみ あ ってお こ ってい るわ けで,海 外 インフ レの 影

響 が 変 動相 場 制で しや だ ん され て も,な おねず よ い上 昇 要因 がの こ ってい れば,物 価 上昇 とイ ンフ レあ くせい 化

の 危 険 は さ らな い 。

さい きんの お ろ しう り物 価上 昇 には,交 易 条件 の きゆ うあ く化 に たんて きに しめ されて い るよ うに,も くざい,

だい ず,よ う もう などの 輸 入価 格の ぼ う とう によ る ところ が きわめ てお お きい 。

した が って,こ の 面 か らの 国 内物価 よ くせい 効 果 は今後,じ よ じょ にでて くるもの ときた い される が,同 時 に 物

価安 定 化た い さ く と して.ぜ ん き諸要 因 を じよ きよ ない しか んわ す るよ うな施 策 が積極 的 に とられ る必要 が あ る

。イ ンフ レの こ う しん は と りも なおさ ず国 民福 祉 のひて い にもつ なが るか らであ り,変 動相 場制か にお いて も,

イ ンフ レよ くせ い がい ぜん,じ ゆ うだい な政 策か だい と しての こる ことは うん を また なし、。

その 意味 で 政策 と う きよ くが,預 金準 備 率の さい き りあげや銀 行の ま ど ぐち寄生 な と によ って,金 融 政策 の き

ち よ う転 換 にの りだ した こ とは 過剰流 動 性吸 収の た めに さんせい で きる 。

だが,さ くねん10-12月 のGNP実 質成 長率 がぜ んね ん動機 比12.7%に なった こ とを は じめ,ほ ん ね

ん1月 まで の景 気諸 指 標 がつ きなみ お おは ば な上 昇 を しめ した

こ と を も って,景 気 か ねつ は ひつ しと判断 し公定 歩合の ひ きあ げ を け ん とう してい る とす れは,問 題 が あ

る 。

、

図6-14(b)漢 字 か な湿 り文 出 力例
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なぜ な ら,第1に,さ くねん あ き か らほん ねん1月 に かけて の景 気指 標お お はばこ うてん は,ぜ ん ねん動 機 の景

気 が どん そ こ常 態 に あ った こ との はん えい で もあ るか らで,景 気 が この ま まかねっ常 態 にとつ にゆ う す るか ど

うかは,も う しば ら くのす い い を み なければ な らない 。

第2に.今 後 は変 動相 場制 い こ うに と もな うデ フ レこ うか が予想 され るこ とであ る 。と くにお う しゆ う通 貨 じよ

うせ い の流 動 化 に よ って.円 相場 は と う しよ予想 をお お はば に うわ ま わる えんだか次 元 がひつ しとみ られ るだ け

に,そ の 影響 は 輸 出か んれ ん 産業 を中心 にけい しで きぬ もの が あろ う 。

この よ うな常 態 か で,は んか く的 な金融 ひ き しめ,総 需 要政 策 に う った えれば,過 剰 流動性 の吸 収 には 有効 で あ

って も,物 価 は そ れほ ど さが らず,む しろせ い さん が低下 して,お ろ しう り物 価上昇 をしげ き しかね ない とお も

わ れ る 。

この さい は,輸 出型 産 業の ない じゆ 転 換 をそ く しん す るため に,む しろ・∫能 なか ぎり国内 の福 祉 型需 要の 拡 大や

輸 入そ くしん に じゆ うて ん を おい た政策 を指向 す べ きで あろ う 。

産業 転換 の た めの いわ ゆ る ま えむ きの 調整援 助,ろ うど う力流 動化 の た めの職 業訓練 な どの施 策 が積極 的 に と ら

れ る必 要 があ る こ とは い うまで もな いが,お うべ い諸 国 に く らべ て挺 率の 法人税 のぞ うぜ い や所得 げ んぜ い な ど

も かん が え られ て よい 。

庸 は,変 動 相場 制 か に お いて,に ほん経 済のて きお う力,潜 在 能 力 をじゆ うふ=ん に いか しなが ら,経 済 たい し

つ を これ までの 輸 出型 か ら福 祉型 へ とかか ん に変 換 して い くこ とが政 策 の基本 で ある 。

原 因は さ ま ざま だが,い ま世界 の 食糧事情 は2年 つづ きのふ さ くで 需給 が ひ っぱ くし,わ が くにの の うせい の 基

本 も かん が え な おす ぺ きだ とゆ うこ えがい ちぷに あ が って い る 。

この た びはつ び よ う された 農業 は くしよ も,の お そん 的ふ う どのほぜ ん と ともに,世 界 ののお さん 物市 場 の不 安

定性 に対 応 して食 糧 じきゆ う度 の ひ きあげ を きよ うちよ う してい る 。

しか し,こ れ か らのの うせい は た だた んに食 糧の じ きゆ うじそ くを め ざすので はな く,て きちて きさん を 中

心 と した 高能 率.低 コ ス トの生産 体 制 をそ うきゆ う にか く りつ す るの がも っともじゆ うよ うなか だ いで あ る 。

世界食 糧 農 業機 構 の推 定 に よ る と,ほ ん ねん にお け る世 界の 食 糧生産 は きよ うさくで あ った さ くね ん とほ ぼ おな

じぐらい の み こみ で,け つ きよ く3年 つ づ きのふ さ くを 予 想 して い る 。

こ くるい のふ さ くは同 時 に資 料の 供 給ぷ そ くにもつ なが り,ち くさん 物 の生産 に おお きな ししよ う を お よぼ す

■

■

の お りん しよ うは さ くね ん10月 に 「の お さん物 じゆ きよ うの展望 と生産 も くひよ うの しあ ん 」なる もの を こ

うひ よ う した 。'

これ は,FAOの 「1980年 の 食 糧需給 の展望1や ローマ ・クラ ブの 「成 長の限界 」などに しめ され て い る食

糧 事情 に た いす る被 官 的 なみ か た を ねん と うに おいて,わ が くにの 食 糧 じきゆ う率 をたかめ てい くこと を ね

らい と して い る 。

こん かい の 農 業は くしよ で もみ ぎの よ うな問題意 識 を も ちなが らの うさ ん物 需給,農 業経営,農 業経 済の 動 向 を

分析 して い る 。

農業 生産 はの うさん 物 輸 入の ぞ うだい,こ めの生 産 調整 や普 通は たけ さ くもつ,げ ん さん などに よ って45,

46年 と交代 傾 向 をた ど った 。

47年 の 農 業 生産 は じや つ か んの も ちな お しが きた い され るものの,い ぜん として低 水準 にあ る 。の う よ う地 の

流 動 化は ち か の上 昇 に よ って疎 外 され,農 地 所有 けん のゆ う しよ う移転 は げんたい を つづ けて いる 。

また,こ め の生 産 調 整 に よ るきゆ う こうで ん のは んぷ ん ちか くは後 配 した ままにほ うち され,そ してい る 。と く

に農 業 の 職 業 人 口の 現象 がめ だ って いる 。農 業の職 業 人 口の現 象率 は40年 か ら44年 平均 では3.2%で あ っ

o
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に処 理 し、漢字 に よ る情 報 の デ ータ ・バ ン ク化 をは か り、 そ の情 報 の提

供 サ ー ビスを行 な う こ とを 目的 とす る。

① 入 力処 理

漢 字 テ レタイ プ か ら入 力 さ れた 紙 テ ープの デ ー タに対 し て 、文 字種

変 換 、文字 の大 小 、お よび縦 ・横 の フ ァン クシ.ヨン処 理 、英 数字 、特

殊 文 字 な どの ピ ッチ付加 処 理 を行 な う。

・フ ァンク シ ョン ・コー ド処 理

・ スペ ース ・コ ー ド処 理

・キ ャラク タ ・ピ ッチ処 理

・ジ ャ ステ ィフ ィケー シ ョン処 理

・そ の 他

② 棒 組 調整処 理

入 力処 理 を経 た文 字 デ ー タは 、1行 単位 を も って 、字 詰 、禁 則 、ル

ビ、 ハ イ フォネ ーシ ョンな どの処 理 が な され る。

・禁 則 、分 離

・行 末 、行 頭 、中央 揃

・タ ブ、均 等配 分 、ル ビ

●合 成 、 ハ イ フォネ ー シ ョン

・そ の 他

③ 組 版処 理

こ こで の処 理 は 、.文 章 全 体 の編 集 処 理 で あ り、図 版 、見 出 し、写 真、

ペ ー ジ割 りな どの処 理 が行 な わ れ る。

④ 校 正 、版 下 作 成処 理

校 正 用 、版 下用 プ リ ン ト、また 各 種 モ ニ タや 台帳 な どの プ リ ン ト処

理 を行 う。
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●

棒組調整処理

組版調整処理

校正ゲラ

版下処理

各種モニタ

フ ン

図6-15自 動 編 集 ソ フ ト ウ ェア の 処 理 フ ロ ー
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6.6変 換 単 語 テー ブ ル の 決定

日本 語 の文章 を カ タカ ナ入 力 方 式 に よ って処 理 す る場 合 、 コン ピ ュー タ

処 理 以 前 に行 な う この変 換 単 語 テ ー ブル の決 定 は も っ とも重 要 な作業 で あ

る。

カ タカ ナか ら漢 字 へ の変 換処 理 にお い て 、そ の変 換 率 は システ ムの影響

で は な く、変 換 テ ー ブル に 登録 す る漢 字 お よび 漢字 単 語 いか んに よ って決

ま って しま う。 と くに カ タカ ナか ら漢 字 へ の変 換 で問 題 とな る同 音異 義 語

の処 理 に 関 連 す る ため 、 十分 か つ慎 重 な判 断 ・決 定 が要 求 され る。

こ こに設 計 した シ ステム で は 、同 音 異義 語 の判 別 につ い て検 討 した結 果、

専 門分 野 別構 成 と ともに 単語(熟 語)単 位 の漢 字 、い わ ゆる漢字 単 語 を基

本 に した変 換 テ ー ブル が も っ と も効 果 的 で あ る と判 断 し、変 換 単語 テ ー ブ

ル の決 定 を行 な ってい る。

以 下 に変 換 単語 テ ー ブル格 納 ま での 手順 にそ って概 説 す る。

ーまず 最 初 に専 門 分野 にお ける漢 字 お よび漢 字 単 語 の調 査分 析 を行 な う
。

学術 書 に 関 す る よ うな専 門分 野 で あれ ば 、 ハ ン ドブ ック、用 語 辞典 な どの

専 門用 語 集 を参考 に した り、専 門 書 の キ ーワー ドや索 引 な どか ら漢 字 単 語

を 抽出 す る こ とが手 身 近 で よい 。 しか しな が ら、用 語 集 な どと して ま とま

って い な い分 野 に お い て は 、過 去 にお いて出版 され た文 書 ・文献 の なか か

ら漢 字 単語 を 抽 出 す る方 法 が と られ よ う。 この作 業 を進 め る うえで 、漢 字

単語 の 抽出 と と もに出 現 頻度 を カ ウ ン トす る必 要 が ある 。 これ は 、登 録 単

語 の規 模を システムにあ わせて考 慮 したほ うが 当然 な が ら効 率 的 な た め で あ

り 、頻 度 の低 い単 語 に つ いて は 、将 来 の必 要性 な どを推 測 して判断 しな け

れ ば な らな い。

こ う した 作業 ・検 討 の結 果 、専 門分 野 別 に漢 字 単語 を決 定 す るが 、 この

と き1分 野 に 限 らず 共 通性 の ある単語 に対 しては 一般 語 共 用 テ ー ブル と し

て 別 に 登録 す る必 要性 も生 じる。 と くに 固有 名 詞 に 関 しては 共 通性 が 高 い

ので 別 に 固有 名 詞 テ ー ブル と して登録 す る必要 が あ る。
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変 換 単語 テ ー ブル に登 録 す る漢字 単 語 が決 定 した ら、 つ ぎに 漢 字 単 語 と

そ の読 み仮 名(カ タ カナ)を 対 応 させ て 、漢 字 テ レタイプで 紙 テ ー プに パ

ンチ入 力 す る。

この うち漢 字 単語 部 を除 い てEBCDICコ ー ドに変 換 す る と と もに 、

固 定 フ ォーマ ットに編 集 して 、分野 別 変 換単語 テ ー ブル 。マ ス タの 磁 気 テ

ー プを 作成 す る
。

(例)

/1レ コード＼/1レ コー』 ∠1レ コード ・/1レ コード

＼

ll s
」 R・ 、

～1'＼ ・＼ 紙 テ ーープ

E

＼ 、、 ＼ 、
、
、 、 ＼
、 、 、、

デン リョク 電 力0

〈

↑

専

門

分

野

区
分

↑

読

み

仮

名

↑

同

音

異
義

語

区

分

↑

漢

字

単
語

(Variable)

い ずれ も漢字 テ レタイ プ コー ド
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7.文 書 情 報 と マ イ ク ロ フ ィル ム

7.1情 報 量 の拡 大 と多 様 化

7.1.1情 報 の 洪 水

情 報化 社 会 の進 展 に ともな い 、情 報過 剰 と か 、情 報 格 差 とか 、情 報公

害 な どの言 葉 が 使 われ る よ うにな って きた 。経 済企 画 庁 の数 年 前 の情 報

量 の 推 計 に よる と 、昭和40年 か ら昭 和60年 まで の20年 間 に情 報量

は約90倍 に伸 び る とい う試算 が な され た 。 これは新 聞 、雑誌 、 テ レビ

な ど世 の 中 に 出 さ れ るすべ て の情 報量 を文 字 数 に換算 した もの で あ るが、

昭和60年 の1年 間 の1人 当 りに換算 す る と、約43億 字 、普 通 の書籍

に して約10万 冊 とい う勘定 にな る とい う。

科学 技 術 情 報 に つ いて の予 測は 、OECDの ア ン ダ ー ラ教 授 に よ って

な され たが 、 そ れに よる と、1970年 の1年 間に 約200万 件 の論文

が発 表 され(6,000～7,000件/日)、 少 くと も年率10%で 増大

し続 け て い く とな る と、1985年 に は 、800万 件/年 に な る とい う。

2

150{〕

|000

500

(OECD情 報 政 策 レ ポ ート

0・ ア ン ダー ラ 、1972ξ1)

195541657585

図7-1科 学技 術 情 報 の ふえ方

図7-1は19'55年 を100と した場 合 の1985年 まで の情 報 量 の

増 加 予 測 を 示 す 。
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この よ うな爆 発 的 に増 大 す る情 報 の中 か ら 自分 に必 要 な情 報 を適 切に、

しか も必 要 な時 に 手 に入 れ る よ うに する こ とは 、そ う簡 単 で は な くな っ

て きてい る 。そ こで コン ピ ュー タに よる情 報検 索 が 開 発 さ れ 、実用 的に

も用 い られて い る。

7.1.2情 報形 態 のい ろいろ

コ ン ピ ュ ータに よ る情 報 の整 理 は 、大量 の デ ー タを処 理 す る こ との問

題 に つ き るので 、量 的 な問 題 を あ る意味 で解 決 で きた とみ て もい いか も

しれ な い。

しか し、現在、の コ ン ピ ュー タを利 用 す る場 合 に は 人 間が 通常 使 ってい

る文 字 や図 な どを取 り扱 うとい うよ り、 コ ン ピ ュー タで扱 い易 い範 囲に

合 わ せ てい る。 す な わ ち人 間 が コン ピ ュー タに歩 み よ っ て、 コン ピ ュー

タを使 わ せ て も ら って い る とい う見 方 の方 が 正 しい よ うな状 況 に あ る。

た とえ ば 、 日本 人 は 、通常 漢 字 やひ らが な を用 い てい るに もかか わ らず、

現 在 の コン ピ ュータで は英 字 ま たは カ ナ文 字 で しか 通用 しな い のが ほ と

ん ど であ る。そ れ も手 書 きで簡 単 にや りと りす る ことは困 難 で 、 キ ーパ

ンチ に よ る手段 を と ってい る 。 したが って 、文 書情 報 の場 合 で も、従来

の形 式 で のや り と りを コ ン ピ ュー タで行 な う こ とは 難 しい 。

7.1.3文 書情 報 の マイ ク ロ フ ィル ム化

マ イ クロ フ ィル ムに文 書 情 報 を入 れ る ことは 、 通常 の文 書 の形 式 で扱

え る し、 また図 や 写真 や色 彩 な ど も表 わせ る可 能 性 が ある。 この よ うな

文 書情 報 の マ イ ク ロ フ ィル ム化 は 一般 に広 く採用 され 、 そ の装 置 も各 種

の ものが 出 回 って い る(表7-1)、(表7-2)。 しか しこれ らの マ

イク ロフ ィル ムへ の文 書情 報 は 、 日常 わ れ われ が使 って い る形 式 にな っ

てい て読 む ことは 簡 単 で あ って もそ の必 要 な情 報 を引 き出 して くる のは

記号 ーまたは 番 号 で行 ってい る 。 これは機 械 向 きで あ って 人間 向 きで はな

い 。 これを人 間 向 きの通常 の人 間 の言葉 で書 くこ とは 難 しい ことで あ る

が 、 こ こに コ ン ピ ュー タを組 み 合 わせ る こ とに よ って一 部 は解 決 す る。
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O

心

妻7-1 7ア イル の形 態

ファイル の

業 種 形 態 1膓
ルム

フ ス

川ツ
ム プ

フジ
イ穿

ち

ア カ
パチ
1ユ1
ア ド

完杉
目 ユ

マカ

;1
ロ ド

,,

計

水 産 .1
一 1 1 一 一 3

鉱 業 ・ 石 油 4 一 2 2 4 一
12

鉄 鋼 ・ 非 鉄 8 2 2 9 12 3 36

建 設 15 　 9 10 3 一 37

食 品 3 2 一 1 2 一
8

繊維 ・パ ル プ ・紙 6 5 1 一 4 一 16

化 学 ・ゴ ム ・
硝 子 ・土 石

34 4 16 7 14 一 75

機械(含 金属製品) 42 9 18 33 16 一 118

電 気 機 器 75 8 24 43 22 2 174

輸 送 機 器
'

34 2 17 23 24 　
100

精 密 機 器 23 7 5 7 9 3 54

そ の 他 製 造 2 一 一 2 一 一 4

商 業 9 一
7 　 5 一 21

金 融保 険・不 動 産 29 1 1 3 4 1
'
39

運 輸 ・ 倉 庫 14 1 3 2 1 一 21

電 力 ・ ガ ス 8 1 4 6 4 　 23

サ=ビ ス 18 4 7 3 6 一 38

通 信 ・新 聞 ・出 版 24 1 3 4 6 一
38

官'公 庁 78 8 14 21 7 一 128

教凱 麟:団 体 116 19 8 7 24 5 179

計 543 74 142 184 167 14 1124

4

表7-2 被写体の種類

被写体

業 ・種

図

面

図

貢
献

文

書

多

;

新

聞

地;

図

帳

票

類

証

券

類

小 手

切

手 形

計

水 産 3 『 一 一 一 一 一 『 一
3

鉱 業 ・ 石 油 6 4 1 　 1 一 一 　 一 12

鉄 鋼 ・ 非 鉄 18 12 9 4 一 一 1 1 一 45

建 設 29 18 14 一 　
1 1 一 一 63

食 品 5 2 4 一 一 一 　 一 一 11

繊 維 ・パ ル プ ・紙 一 14 3 　 一 一 一 　 　 17

化 学 ・ゴム ・
硝 子 ・土 石

21 38 26 6 3 1 2 一 一 97

機械(含 金属制品) 90 36 22 9 一 一 6 一 一 163

電 気 機 器 110 64 40 17 3 一 6 4 一 224

輸 送 機 器 69 37 31 14 『 2 9 } 1 163

精 密 機 器 17 12 15 3 3 一 1 3 一 54

そ の 他 製 造 1 一 1 一 一 2 一 } 一 4

商 業 4 7 12 　 一 一 7 一 一 30

金 融 保 険不 動 産 5 5 7. 一 一 2 13 8 16
'56

運 輸 ・ 倉 庫 10 2 10 2 1 一 1 一 一 26

電 力 ・ ガ ス 12 5
1

7 一 『 2 3 一 _馳 29

サ ー ビ ス 6 16 4 3 8 2 1 1 一 41

通 信 ・新 聞 ・出 版 8 14 15 『
28 一 3 2 一 70

官 公 庁 57 29 44 1 13 12 15 一 一 171

教皇1
ヒ麟:団 体 15 108 30 1 73 29 5 『 一 261

計 486 423 295 60 133 53 74 19 17 1560



す な わち キ ー ワ ー ドは 現在 の コン ピ ュ ー タで使用 で きる文 字 を採 用 し、

実 際 の ソー スの文 書 デ ー タは 、日常 使 ってい る文字 を書 い た り読 んだ り

す る方 法 で ある。

7.2マ イ クロフ ィル ム の あ ら ま し

7.2.1マ イ クロ フ ィル ム の特徴

マイ ク ロフ ィル ムは 、資 料 を縮 小撮 影 した フ ィル ムで、 そ の縮 小 した

フ ィル ムを必要 に応 じて 取 り出 し、 拡大 して読 み 取 る方法 で利用 して い

る 。

マ イ クロ フ ィル ムに はっ ぎの よ うな特 徴 が ある 。

・記 録 が正 確 で信 頼 度 が 高 い。 ・

・秘 密 の保 護 が で きる。

1 位 に縮 小
で きる。・情 報 を 通常 の 資料 の約100

・再 生 は い ろ い ろ な形 に簡 単 に で き る。

・保 管寿 命 が長 い。

7.2.2マ イ ク ロ フ ィル ムの種 類

マ て ク ロ フ ィル ムは 、大 き くわけ る、と ロ ール状 の もの とカ ー ド状 の も

の が あ る。

(1)ロ ー ル フ ィル ム

これは100フ ィー ト(30.5m)の フ ィル ムを リールに巻 い た も

ので 、普 通2,000コ マ の写真 を入 れ る ことが で きる。 ロー ル フ ィル

ム の巾 に は16mm、35mm、10Smmな どが あ る。16mm巾 の も のは、

通 常 一般 文 書 、伝 票 、 小切 手 、手 形 、証 券 な どを記録 す る 目的 で使わ

れ てい る。35mm巾 の もの は、 学 術文 献 、 と くに 新聞 、図面 な どに多

く用 い られ て い る。105mm巾 の ものは大 形 図 面 や地 図 を 、 よ り精度

高 く詳 細 に記 録 し、 ハ ー ドコ ピーで 作 る 目的 で 利用 してい る。

、

▼

,
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(2)マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ

こ れ は 数10コ マ を 縦 横 に 並 べ た カ ー ド状 の も の で300コ マ程 度

収 容 で き る 。 マ イ ク ロ フィ ッ シ ュは 、 論 文 、文 献 、文 書 な ど を 分 類 し

て フ ァイ ル し、 図 書 の整 理 カ ー ドの よ う に 肉 眼 で 読 め る よ うな 表 題 を

つ け て と り出 す こ と が で き る よ うに して い る 。 最 近 で は さ らに 、3,000

コ マ 以 上 も 収 容 で きる 超 マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ も使 わ れ て い る
。

(3)ア パ ー チ ュア カ ー ド

ロ ー ル フ ィル ム を1コ マ ま た は 数 コ マに カ ッ ト し、 紙 カ ー ドの 窓 を

あ け て あ る 部 分 に は りつ け て使 用 す る もの で 、分 類 や 検 索 に 便 利 に な

っ て い る 。

(4)PCMI

PCMI(PhotochromicMicroimage)は 、NCR社 の も の

で3,200ペ ー ジ を 標 準 の4×6イ ンチ の マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュに 毎 秒

1,000ペ ー ジ の 速 度 で 入 れ ら れ る ス ーバ ・マ イ ク ロ フ ィル ム で あ る。

7.2.3マ イ ク ロ フ ィル ム の 作 成 と 利用

マ イ ク ロ フ ィル ムを 作 成 す る手 順 は 図7-2の よ うに な っ て い る 。

影撮

1
像現

1
管保

ー

索検

ー

写映

ー

読映

ー

写複

図7-2

マ イ ク ロ フ ィル ム 作 成 手 順
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こ れ らの 流 れ の 中 で は 、撮 影 カ メ ラ 、 フ ィ ル ム 自 動 現 像 機 、引 き伸 ば

し機 、保 管 容 器 、 マ イ ク ロ フ ィル ム ・リ ー ダ 、 リ ー ダ ・プ リン タ な どの

マ イ ク ロ フ ィル ム 用 機 器 が
、 そ れ ぞ れ 必 要 に応 じて 用 い られ て い る 。

7.3マ イ ク ロ フ ィル ム 用機 器

7.3.1マ イ ク ロ フ ィル ム撮 影 カ メラ

撮影 カ メラ と しては 、平 床 式 カ メラ、 マ イ ク ロカ ー ド ・カ メ ラ、 ロ ー

タ リ ・カ メ ラな どが用 い られ てい る。

(1)平 床 式 カ メラ

これ は テ ー ブル状 の複 写 台 の 上 に被 写 体 を置 き、撮影 縮 小率 に応 じ

て 上 下動 さ せ 、 上部 か ら撮影 す る装置 で ある。平 床 式 カ メ ラは 設 計 図

面 、帳簿 、 一般 文 書 、地 図 、新 聞 な どあ らゆ る分 野 に利 用 で きる。

(2)ロ ー タ リ ・カ メ ラ

これ は 被 写体 と フ ィル ムを互 いに撮 影 に応 じた スピ … ドで走 らせ 、

一部 ず つ撮 影 す る カ メ ラで あ る
。 これは シ ー ト状 被写 体 を連 続 的 に高

速 度 で撮 影 で きるため 小切手 や手形 、株 券 な ど証 券類 に 利用 さ れて い

る。

(3)マ イ クロ カ ー ド ・カ メ ラ

こ れは シ ー ト状 フ ■1ルムの中 に数10コ マを定 め られ た順 序 で撮 影

す る もの で ある 。 写 した フ ィル ムは16mm専 用 、16mmと35mm兼 用

の フ ィル ム 自動 現 像機 で現 像 す る 。

7.3.2現 像 処 理 機

撮 影 され た フ ィル ムは 、 一般 の 写 真 フ ィル ム よ り非 常 に長 尺 な ので マ

イ ク ロフ ィル ム用 の 自動連 続 の現 像処 理 機 が 使 わ れて い る 。 しか も現 像

に要 す る暗 室 は不 用 で あ り、 高 品質 の フ ィル ムの現 像 が で きる ので能率

的 であ る(図7-3)。
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TAKE-UP
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STRAIGHTTHROUGHFILMPATH

図7-3マ イ ク ロ フ ィル ム現 像 処 理 機

◆

7.3.3再 現 装 置

マ イ ク ロ フ ィル ムは そ の ま ーま で は 読 み とれ な い の で
、 こ れ を読 む た め

の 再 現 装 置 と して は 、 マ イ ク ロ フ ィル ム を ス ク リ ー ン拡 大 投 影 し て読 む

たピ の マ イ ク ロ ・リ 三 ダ と 、 マ イ ク ロ フ ィル ムか ら バ ー一・ド コ ピ ー を 作 成

す るた め の リー ダ ・プ リン タが ある。

(1)マ イク ロ ・リーダ(図7-4)

マ イ ク ロ ・リーダには 、透 過 式 ス ク リー ンと反 射 式 ス ク リー ンが あ

る 。 マ イ クロ ・リーダは普 通 の部 屋 で容 易に 読 め る ことが 重要 で あ る

が ス ク リー ン上 の像 の 明 る さは 、光 源 や投影 レン ズや フ ィル ムな ど㌘

同 じ条 件(〆ζして比較 した場 合 、透 過 式 ス ク リー ンの方 が は るか に明 る

く見 え る。 また 読 む姿 勢 が 楽 に とれ る よ うに す るため の 自由度 は透 過

式 の方 が 大 きい ので 、販 売 されて い る リー ダの約90%は 透 過 式 で あ

る とい わ れ て い る。

リ ー ダに とって以 上 の他 に 大切 な こ とは 、 ス ク リーン上 の文字 が適

当 な 大 き さに なる よ うに倍 率 を考慮 す る こ とで ある 。な お像 の 解 像度

はJIS規 格 で は ス ク リー ン上 の中心 で4本/mm、 周 辺 で2.5本/mm

－179一



以 上 と して い る。 ーまた1コ マつ つ ず ら して い くと きの ス キ ャニ ン グ機

構 が ス ムー ズで あ り、像 が 横 に な って いた り、上 下逆 に な って いた ら

簡 単 に操 作 で きる よ うな 回転 機 構 も大 切 で ある。

/▽.。,

＼

叉
一 ・十薬

＼ ＼

㌣　 刊　 、
/一 皿一・⑭

、

図7-4マ イ ク ロ ・リ ー ダの 構 造 の 例

(2)リ ー ダ ・プ リ ン タ(図7-5)

リー ダ ・プ リン タに は 、銀塩 安定 化 方 式 、静 電 式 の エ レク トロファ

ックス方 式 お よび電 解 方 式 が あ る。現在主 に使 わ れ てい る プ リン タ機

構 に よる と、 ス ク リー ン上 の像 を プ リ ン ト作 成 す る の に 、押 ボ タンを

押 して10～20秒 で ハ ー ド ・コ ピーが 得 られ る ものが多 い。

ひ
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図7二5 リ ー ダ ・プ リ ン タの 構 造 の例
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7.3.4マ イ クロ フ ィル ム検 索装 置

マ イ ク ロ フ ィル ム検 索 の方 法 は 、 フ ィル ムの種 類 に よ って い ろ いろ あ

る 。 マイ ク ロ フ ィ ッシ ュの場 合 は 、主 題 、著 者名 、資 料 番 号 な どの見 出

しを指 示 す る こ とに よ って検 索 し、 さ らに各 コマの内 容 を ス ク リー ンに

写 す な ど して必 要 な情 報 を選 び 出 してい る手 動検 索 方 式 が あ る。 これ に

対 して マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュお よび そ の各 コ マに ア ドレスを つけ て お いて、

そ の ア ドレ スを キ ーか ら打 ち 込む こ とに よ って検 索 を行 う自動 検 索 が あ

る 。 また数 十 枚 の マ イ ク ロ フ ィッシ ュを カ ー トリ ッジに入 れ てお いて 、

各 マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュに凸 をつ け てお き、これ をハ ン マで たた いて必 要

な マイ ク ロ フ ィ ッシ ュを選 び 出 す方法 も あ る。

ロ ール フ ィル ムの場 合 は、1つ の資料 の グル ープの は じめ に 、内容 の

見 出 しや撮 影 手順 な どを グル ープ の切 れ 目 ご とに ター ゲ ッ トを入 れ 、 ま

た あ る一定 の コマ数 ご と とか 、一定 の フ ィル ムの長 さご とに資料 の像 と

反対 、た と えば ネ ガ フ ィル ムの場 合 、白 ぬ きに す るな どに した フ ラ ッシ

ュを入 れ て お いて 、 この フ ラ ッシ ュと ダーゲ ッ トと コマ番 号 を組 み 合 せ

る こ とに よ って検 索 を行 な うこ とが で きる 。 これ を フ ラ ッシ ュ ・タ ーゲ

ッ ト方 式 とよん で い る 。

また コマ と コマ の間 に ラ イ ンを写 してお いて 、 これ を マイ クロ ・リー

ダに かけて 高速 に送 る と、 この ラ イ ンは連 続 した線 に見 え る 。 この線 の

位置 を検 索 の項 目ご とに つけ てお くと、 リ ーダの ス ク リーン の 目盛 りか

ら、現 在 の情 報 が何 で ある かをみ つ け る手 がか りとな る 。 これ を コー ド

ライ ン方 式 とよ ん で いる 。(図7-6)

ロー ル フ ィル ム の コマの 下部 に あ らか じめ 小 さな マー ク を写 して お き、

この マ ークを カ ウ ン ト して、 コマを探 す方 法 を ビ リ ップ方 式 と呼 ん で い

るd自 動検 索 装 置 つ きの場 合 は 、番 号 を キ ーで指 定 す る ことに よ って、

その番 号 が カ ウ ン トされ その場 所 の像 が ス ク リー ン上 に写 し出 さ れ る。

ロ ール フ ィル ム に白 と黒 で表 現 した2進 法 コ ー ドを資 料 とい っ し ょに
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コ ー ドライ ン

図7-6コ ー ドラ イ ン フ ィル ム

■

書題確認 コーード

'ピ・・lf-■ ■ ■ ■ ■

モーテ'リ テペ 一

所 小 ・ ・1

■■■■
■■■■■■

■ ■
■ ■ ■■■

,

図7-7ミ ラ コー ドの 画 像 ・コ⊥ ドの配 列

●

THER"AしFILM
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図7-8ロ ー ル フ イル ム複 写 機
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Input!"asterき

写 して お く と 自動 検 索 す る の に便 利 で 、 これ を ミラ コ ー ド方 式 と呼 ん で

い る 。(図7-7)

7.3.5複 写 機

マ イ ク ロ フ ィル ムは 、 そ の 情 報 を 必 要 な 場 所 で す ぐ使 用 で きる よ う に、

同 一 の フ ィル ム を コ ピ ー し て お く こ とが 多 く、 こ れ に は 図7-8の よ う

な ロ ー ル フ ィル ム の 複 写 機 や 図7-9の よ う な マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ複 写

機 が 使 わ れ て い る 。

7.3.6COM

(1)COMと は

COM(ComputerOutputMicrofilming)と は 、 コ ン ピ ュ ー

タ の 出力 を 磁 気 テ ー プ に 出 力 し 、 この テ ー プの内 容 を ライ ン プ リン タ

●
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に出 す と ス ピー ドが 遅 いので 、 マ イ クロ フ ィルムに 記録 す る方 法 を指

してい る 。 コン ピ ュー タと直 接 して使 うこ との で きる もの も あ り、 こ

れ を オ ン ライ ンCOMと 呼 ん で いる が 、一般 には オ フ ラ イ ンで使 って

い る場 合 が多 い 。 また文 字以 外 に図 を描 く ことの で きる もの もあ り、

tこ れ を グ ラ フ
ィ ックCOMと 呼 び主 と して 科学用COMと して使 って

い る。

COMに 対 してCIM(ComputerInputMicrofilming)は

マイ ク ロ フ ィル ムに記録 さ れ た デ ータをOCRで 読 み 取 れ る よ うに し

た もの で あ る。

現 在 市販 され てい るCOMの 一覧 表 を 表7-3に 示 す 。

(2)COMの 利用 状況

COMの 性能 上 か ら分 類 す る とつ ぎ の3つ に分 け る ことが で きる 。

① ノ ン インパ ク ト ・プ リン タと して のCOM

ライ ンプ リ ンタの代 りに使 え る ように した もの で 、1行132文

字 で64行 か らな る標 準 の出 力 を打 出 す よ うに な って いる 。

② 事 務用COM

線 、円 、 グ ラ フ、棒 な どの簡単 な グ ラフを描 い て 見 出 しを つ け る

こ との で きる プ リンタ と して使 え る ように した もので ある。

③ 科 学 用COM

精密 な 図 が描 け 、XYプ ロ ッタの代 りと して も使 え る よ うに した

もの で ある 。

これ らの用 途 の割 合 は 図7-10の よ うに な っ てい る。
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表7-3 COM

メ ー カ

〔 デ ィ ー ラ)

(Infom副ionIntcrnationaltD

極 東 貿 易

(ン}こL肩:うM社)

住 友 ス リ ー エ ム

(カ ル コ ン プ)

吉 沢 ビ ジ ネ ス マ シ ン

(PERTEC社)

三 菱 事 務 機 械 販 売

型 名 FR-80
エ レ ク ト ロ ン ・ ビ ー ム'レ コ ー デ ィ

/グ シ ス テ ム シ リ ー ズF
1675 2100

PERTEC3700
マイクロフィルム・プリンター

磁

気

テ

ー

プ

ト ラ ッ ク 数 7ト ラ ッ ク,9ト ラ ッ ク 7ト ラ ッ ク,gト ラ ッ ク 7.・9

..一

7/9
-・ 一 ーー一.'一

7ト ラック,9ト ラックのいず

れにも切換 自由

記録密度(bpi) 556,800,1600bpi 200,556,800.1600 200～ ▲600 200～1600
.「A-.－A－ 丁.・..」 －A-」

ECD,EBCDIC,BCD[C

ASCII他
一 ー ー一 　一 －L-一 一.

50

556,800,1600の3種

キ ャラ ク タ ・ セ ッ ト
BINARY,ASCH,BCD,
EBCDIC

BCD,EBCDIC BCD,EBCDIC,BCDIC
ASCII他

EBCDIC,BCDIC,

ASCII,そ の他各種有

転送速度(KC) 60Kバ イト OFFUNE-60K

.パ ー}

60 25,30,60の3種

文

字

文 字 種 類 128 英 激,カ ナ,記 号 英 数字 ・特殊 記号 ・カタカナ ・漢字'
・L.A.－AL「-.「.

英 数字'特 殊記 号 ・カタカナ 64種(128種 に拡 張)
..「.「 「.

トラト・マトリックス方 式(7×9)
文字発 生方式 直接 ストO－ク・ジェネレート CRTに よる ドッ ト方式 CRTに よる ドッ ト方 式

-P

文 字 数
苛

60～120

.「.「..づ,P

英数字 ・特殊 記 号;64凶 タカナ:48 英 数字 ・特殊記号:64,カ タカナ;48 」44キ ャラクタ/行

カ

メ

ラ

フ

イ

ル

ム

フイルムサイズ 35■ ■,16田 田,105真 田,216目 口 16
16.,35貝 ■105寂 盲マ イ クPフfッ シ ュ ・

105薮 原フル フ レ ー ム

200,400

10000～151000ラ イ ン/分

(35口 口)|5:1(16目 息)21:1,Z1:1(105フ ィ
・ソン乞)42:1(105フ ル フ レ ーム)10:1

1頴 嚥 孔 ・10恒 良マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ

200

10,000～15.000ラ イ ン/分

24:1,42:1, .48:1

'

16■劇 ま105朋 アソスフP

ケット"ロール

200フ ィー ト(16■ ●)IOO

フ ィ ー ト(105は)

フィルムの長さ

(フ ィー ト)
106m (16mm)675'

26DOOZシ 分フイルム記録速度
74仇SEC/フ レーム～I

SEC/フ レーム
6万 字/秒2万 行/分

24;1,・1211の2種縮 小 率 1/24～1/300 24/1.42-48/]

検 索 コ ー ド
IMAGECOUNT,
MIRACODE.

オ ドメータ,ブ リ ップ検索 ミ ラ コ ー ド イ メージカ ウント

チ エ ツ ク 方 式 パ リテ ィ方式 垂直方向,VRC,LRC

コ ン ピ ュ ー タ

イ ン タ フ ェ イ ス 麗繊 、認1麗・H⑭1
OFF ON'OFF

L

ON・OFF

接 続 機 種
「

全 機 種
・

全 機 種 IBM他 あらゆる機

ペ ージサイズ(字 ×行) 132×64(66×32)' 132～224×88 132×66 144×64.86

フ ォ ー ム 処 理 プ ログラム制御 プロジェクタ方式,ス トアド・プログラム
.

プロジ ェクタ プロ ジェクタ フォーム,オーパーレfに よる

処理速度(ベージ×分) 960ベ ール 努

i

l20
F

180～310 250ベ ージ～450ペ ージ/分(実 損》

モ ニ タ 8"×10"モ ニタ 現像処理モニタ ビジュアル モニ タ CRT直 視' 有,

価 格(レ ンタル)
買 取 円

¥75、500ρ00(II2,210,310,410)

¥78,250.000(113,210,310,410)
96万 ～4000万 30.24万 ～1260万 ～ 70万 円

備 考

、

熱現像方式(ド ライシ'レミー)現像 プ ロ
セス処理 まで一貫 オベレ『シヨン

,
イ,

●
㊨
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メ ー カ

(デ ィ ー ラ)

(Quantor社)

高 千 穂 交 易

(CMS社)

高 千 穂 交 易

丸 紅 エ レ ク ト ロ ニ ク ス キ ヤノン販売

EastmanKodacCompany

(ク ス ダ 事 務 機 株 式 会 社)

日商エ レク トPニ クス

型 名 Q皿nt。rlo5 命」antor100 CMS7000

、

UCC・COM300-2
」-COM
シリーズ

コダックKOM-80

マイクロフィルマ

コダックKOM-90

マイクロフィルマ SDI－ 川 ・】0

磁

気

テ

ー

プ

ト ラ ッ ク 数 7/9チ ャンネル 7/9チ ャンネル 7/9チ ャンネル 7.9 7.9 9 7父 は9 7又 は9

記録密度(bpi)

.一」・

556,800,1600BPI 556,800,1600BPI 2X)0,556,800,1600BPI 556,800.1600
5臼㍉800

1600BPI
556,800.1600 200,556,800.1600 200,556,800,】6〔X)

キ ャラ ク タ ・セ フ ト BCDEBCDIC BCDEBCDIC
EBCDIC,BCD,ASCII,

その 他いずれ も可
ANY EBCDIC BCDEBCDIC 自 由

転送速度(KC) 60KC 60KC 300KC/秒 36
ON500,

0FF60
60KC,90KC,120KC 120KI20KCま で 2001PS

文

字

文 字 種 類 1 1 16サ イズ(イ タリック,ロ ーマン,
ライト,ボール ドな ど) 英 激,カ ナ,特 殊記号

英,数,記 号
カナ,漢 字

4種(標 準,イ タリプク,

標 準太,イ タリック太)

4種(標 準,イ タリック

標準太,イ タリック太)

英,数 字,カ ナ,

特殊記 号,年 月日

文字発 生方式 ド ッ ト ・マ トリッ クス ドッ ト ・マ ト リワ クス ストローク・ジェネレート方式 ドフ ト ・ジ ェネ レー タ ス トローク方式 ス トロ ーク方式 キャラ クト・ン方式
フライング・

スポット

文 字 数 128種 128種 128種 128 96～192 121 121 128

カ

メ

ラ

フ

ィ

ル

ム

フ ィル ムサイ ズ 105nロ 16朋 16服,35願,105開 16,35,105姐 16,105寓 ロ 16,35,82,55,105" 1635β2,55,105ロ 寓 16β5,70,105奴

フイル ムの長 さ

(ブ イー ト). 100フ ィー ト 400フ ィー ト
ロ ール1000フ ィー ト,フ ィ ッ シ

ュ100フ ィー ト
200.1000 600.1200 20Gft500ftlooOft 200ft駁)OftlOOOft 1000ft

フィルぶ己録速度 30000キ ャラクタ/分 30.000キ ャラクタ/分 120KC/秒,50000行/分 3ペ ーソ/秒 8,3μs 8,3μs 120Kc/秒

縮 小 率 2・1X,27× ピ12× 275× 20× カら50× まで任 意 15～42倍
「

22:1,42:1
11　 ～-
205D

II-～-
20田

18,25,・12,・18

検 索 コ ー ド
,

イ メ ー ジ ・カ ウ ン ト
ノく一 ㊨コ ー ド,ミ ラ ー.コ ー ド,

イ メ ージ ・コ ン トロ ー ル 望診蘂協 イメージカウト
コ ー ドライ ン,イ メ ー ジマ ー ク

ミラ コ ー ド

コ ー ドライ ン,イ メ ージ マ ー ク

ミ ラ コ ー ド

ミラ コ ー ド,イ メ ー ジカ ウ ン ト

コ ー ドライ ン

チ ェ ッ ク 方 式 パ リ テrチ ェ ッ ク(ビ ッ ト・チ ェ ック)
,

VRC VRC CRCチ ≠ック

コ ン ピ ュ ー タ

イ ン タ フ ェ イ ス 可 ON・OFF オ フライン オフライ ン 各種あり

接 続 機 種
F

いずれも可 ほとんどの種類 IBM仕 様のテ ープ ドラ
イ ブユニ ット

IBM仕 様の テ ープ ドラ
'イ
フ ユ ニ ツ ト

謬 品RUNIVAC
HITAC.NEAC

ペ ージサイズ(字 ×行) 90行/ベ ージ,160字/行6.1字/ペ ージ,132三}/行 256字/行,128行/ベ ージ 136字 ×79行 232×64 132×64行 132×64行
132,136,140桁/行

6・1～88行/ベ ージ

フ ォ ー ム 処 理 1 1 1フ ィッシュ8種 類まで可 フォームスライド
プロジェクタ

方 式
フラゾシュに よる重ね焼 き フラソシュによる重ね焼 き フ ォー ム ・ス ライ ド

処理速度(ペ ージX分)' 200ベ ール 分 600ペ ール 分
ロール900ペ ージ/分、フィッシ

ュ270ペ ール 分
3ベ ージ/秒 150～720 3～500ペ ール 分 3～500ベ ール 分 4べ一こン分

モ ニ タ 有 nイ ンチ・モニター・テレビ
ヒ ュ ーイ ン グ'ス コ ープ,フ ォ

ー マ ッ トデ ィス プ レf

ビュ ーイ ング ・ス コ ー プ,フ ォ

ーマ ッ トデ ィス プ レイ

ボラロイドカメラ
ピューイング・スコープ

価 格(レ ンタル)
買 取 円 4042万 円, 5,66|万 円 その 他:モ デルSDI4370

:SDI・4ZOO(オ ンライン用)

SDI4060(グ ラフィソク用)

SDI4460
備 考 自動現像機内蔵,自

動カッタ内蔵
自動現像機内蔵

バ ッフ ァメモ リ

(8K～32K)

モジューノkD三邑加に よりVCC'

COM300-3型 こなリクヲフィック
COMへ のシステムアップ可能
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メ カ

(デ ィ ー ラ)

.
SEACOCOMPUTER-DISPLAY社

(東 洋 ナ フ ィ ス メ ー シ ョ ン)
.

「

Gould社(住 友 商 事) 日 本 電 子 産 業

型 名iSEACO皐|21」 SEACO451グ ラフィックCOM BetaCOM70,0L JEM-3100/PT-150

、i

ト ラ ン ク 故

1

7又 は9 7又 は9 7ま たは9 9

記 録密度(bpi) 200,556,80.1600 556,800.】600 556β00.1600 800BPI

キ ャラ クタ ・セ ッ ト ANY ,ANY(EBCDIC,BCD,ASCI1
その他 何で も)

JEM漢 字 コー ド'

転送速度(KC) 30KC
1

36KC 36KCmax 288KC

文

字

.

.

文 字 種 類 英数字,カ ナ 文字,.記 号等 英 数字,カ ナ文字,記 号 英 数字,.ヒ 下段 シフ ト,科 学記号 英数 字,カ ナ,漢 字,OCR用 文字

文 字発生方式 ス トローク方式 ス トローク方式 dotmatrix フライングスポット及びROM

文 字 数 約|40
ハードウエアキャラクタ約130文 字,ソ フト

ウエ7キ ャラクタ256文 字(種 類は無 限) 128 漢字2旬0/201000英 数字128字

カ

メ

ラ

フ

イ

ル

ム

フ ィルムサイズ 16,35,82,55,105■ ■ 16,35,IO5"(82.抽 ■も可)
.

105,70,35,16" 16,35,82,55,10胸 廓

フ ィルムの 長さ

(フ ィー ト)
200,400,600.1000 20㍉400,600 200ft

「

200ft

フイルム記録速 度 12.000行/分 MAX101000ヌ/秒

縮 小 率 24×,42× 35ロ 貝 一12×,16粛 ■-24× 48:142:1,勿:1,18:1,12:1
⊥
24

検 索 コ ー ド
ミラ コ ー ド,ラ イ ン コ ー ド、

イ メー ジ カ ウ ン ト
ANY(ソ フトウエ刀こよって作成) CutMark,ImageCmmtMack

チ ェ フ ク 方 式 VRC,LRC,CRC(自 動修 正機能) VRC,LRC,CRC

コ ン ピ ュ ー タ

イ ン タ フ ェ イ ス1
可 可 オ フラ イン 各種Compナ ンライン又はMTオ フライン

接 続 機 種 ANY ANY 132字X64行 以内

ベ ージ サイズ(宇 ×行) 140×64,160×80
ハードウエアキャラクタMAX160×80

ソフ トウエアキャラクタANY 132× 最大105行 唯

フ ォ ー ム 処 理 フォームスライド
ハードウエア(フ ォームスライド)-1,

ソフトウエア=無 限 可 最大420ペ ー ジ/分

処理速度(ベージX分) 150～250ベ ール 分 160べ ー〃 分 最大370ベ ージ/分

モ ニ タ

、

ボアサイ ト モ ニタデ ィスプ レイ有 オプシ ョン

価 格(レ ンタル)

買 取 円
2β00万 」51000万 約15ρ00万 円 31200万 円(125万 円)

備 考

■

レ

●
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科 学 用

COM

30%

ノ ンインパク ト

プ リンタ としで

のCOM

事 務 用

COM

図7-10

COMの 使用 例 を あ げ る と表7-4の よ うに な って いる

(Auerbach社 の調 査 に よ る)。

表7:-4

の

∨

業 務 応 用 範 囲 分 布

銀 行 業 要 求払 い 計 算 支 唐

臼 動 可〔 産 業 部 品 リ ス ト 供 給 人

航 空 料 金 情 報 代 照 人

図 拍. 館 書 籍 日 録 、 閲 覧 室

特 製 鋼 鉄 品 目 目 録 倉 庫

通 儒 販 、 売 カ タ ロ グ情 報 受 注 者 ・

書 籍 出 版 マ イ ク ロ出 版 取 引 先

工 学 科学用グラ7、工学用製図 エ ン ジ ニア 、技 術 者

金 融 お よ び 投 資
チ ャー ト、 グ ラフ、 テ ー

ブル 、 一般 印刷
従業員,依 頼人 、管理者

保 険

供給人の委任状 、供給人

の適用 システム、取引先

一覧表 、チェック ・コピー

検索,料 金支払名簿 、医

者の記録、売 人の記録

供

従

取

支

'

給 人

粟 員.

締

店

科 学

漫 画 映 画 お よび

シ ー ン

広告 、技術 、化学、科学

的調査

テ レビ局 、映1画 館.研 究

所 、大学

教

訓

育

錬

お よ

映

び

画
教 育 と 訓 練 教 室 お よび 瑞 堂

一189一



COM使 用 別 の割 合 は 図7-11の よ うにな ってい る。

図7-11

カタ ログ製作

18%

(3)COMの 構 成

COMで 文 字 を発 生 す る方法 と して、CRT、 電 子 ビー ム、LED

(LightEtnittingDiode)、 レーザ な どが使 われ てい る。

①CRTに よ る方 法

キ ャラ ク トロンに よ って文 字 を発 生 させ 、 これ を マイ ク ロ フ ィル

ムに写 しとる方 法 を と ってい る(図7-12)。 事 務 用COMの 使

用 で きる文 字 数 は120種 類 位 で あ り、 そ の文 字 の形 成 方 法 と して

ス トローブ ・ジ ェネ レー タに よる場 合 が図7-13で ある 。 これ は

CRTの1文 字 分 の区画 内 の25×35の 格 子 か らな る仮想 マ トリ

ック ス上に 磁 気 テ ープ か ら送 られて きた電 気 信号 に 相 当 す る文 字 が

電 子 ビー ムの ス トロー クによ って描 かれ て い き、そ の所要 速 度 は約

8.3マ イ ク ロ秒(毎 秒12万 字)と い う速 度 で ある 。 ス トロー ク方

式 の場 合 、特 殊 文 字 を使 用 した い と きは 、ジ ェネ レ ー タ回路 の入 れ

か えに よ って入 れ かえ る ことが で き、漢 字 プ リ ンタ と して 使 う こと

もで きる。 ーまた ス トロー ク方 式 では電 子 ビ ームの太 さ を電 気 的 に変

化 す る こ とに よ って 、標 準文 字 に対 す る太 文 字 を書 い た り、 マ トリ

ソクスのY軸 を ず ら す こ とで イ タ リ ック体 を描 くこ ともで きる 。図
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図7-12 CRTに よ る言己録
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図7-13COM文 字 の一例
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7 1 4はKWICイ ン デ ッ ク スの 作 成 を イ タ リ ッ クス体 を入 れ て

見易 く した例 で あ る。

図7 1 5はCRTに よるCOMの ハ ドウ ェア の構 成例 を示 し

た もの で あ る。

② EBRに よ る方 法

.

夕

EBR(Electron Beam Recording)は 電 子 ビ ム を ドラ イ

シル バ ・フ ィル ム に露 出 して 記録 す る もの で、通常 の銀塩 の湿式の

白 フ ィル ムは使用 しな い(図7 16)。 この場 合CRTの スク )
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ン形 式 と違 っ て マ イ ク ロ フ ィ ル ム に直 接 電 子 ビ ー ム が 投 射 さ れ る の

で 、 マ イ ク ロ フ ィル ム は 真 空 装 置 の 内 部 に お か れ る こ と に な る(図

7-17)。 露 出 さ れ た7イ ル ム は プ ロ セ ッサ で熱 現 像 さ れ る 。

③LEDに よ る記 録

こ れ はLED(LightEmittingDiode)す な わ ち 、 発 光 ダ

イ オ ー ドで ビ ッ ト信 号 を文 字 に表 わ す も の で あ る(図7-18)。

Memorex1603はLEDと フ ァ イ バ ・オ プ テ ッ ク ス を 組 合 わ せ

た も の で あ る(図7-19)。 こ れ に対 してSeqnentialInfor-

mationSystemS/COM-70で は フ ァ イ バ ・オ プ テ ック ス

は 用 い て い な い(図7-20)。

④ レ ー ザ に よ る 記録 .

レ ー ザ に よ る マ イ グ ロ フ ィル ム上 へ の 記録 は よ り一一層 の 高 密 度 の

記 録 が で き る 。た とえ ばLaSerMicrofilming社 のPDR-5シ

ス テ ムは 、8ミ リ フ ィル ム上 の36チ ャ ネ ル に1イ ンチ 当 た り

5,000ビ ッ トの 割 合 で 記 録 で きる(図7-21)。 す な わ ち1イ

る

電子ピ⇔ムが乾坤式マイクロブちπム

Φ表面に潜在映像を書台込んで行く●

`

図7-16電 子 ビー ム に よ る記録
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ア 」

'◆

吟

ン チ 当 り合 計180,000ビ ッ トで あ る 。 こ れ に 対 し て8ト ラ ック

の 磁 気 テ ープ は 、1イ ンチ当 た り1,600ビ ッ トの 場 合 は14,400

ビ ッ トで あ る か ら こ れは レー ザ の 記 録 の12分 の1に あ た る 。 な お

図7-22は レ ー ザ ・ビ ーム に よ'る 記 録 の原 則 を 示 し 、図7-23

はPDR-5シ ス テ ム の概 念 図 を 示 し、 図7-24はPDR-5シ

ス テ ム の ハ ー ドウ ェ ア構 成 を 示 し てい る 。

(4)COM用 ソ フ トウ ェア

COMに よ る出 力 は 、単 な る数 字 の便 利 さ だけ で な く見 や す さ 、 使

い や す さ の点 か ら グ ラ フに 表 わ す こ とが 要 求 さ れ て き て い る 。 そ の た

め の ソ フ トウ ェア が い ろ い ろ 開 発 さ れ て い る 。 た と え ば 、Canon社

の ソ フ トウ ェア ・パ ッ ケー ジ"PAGE"は 事 務 用 グ ラ フ ィ ッ ク ス の

分 野 で 使 用 され る もの で 、 ライ ン プ リ ン タ とXYプ ロ ッタ の 両 方 の 機

能 を もた せ て い る 。 こ れ はCOBOL、FORTRAN、 ア セ ン ブ ラ

な ど で 使用 で き、 折 れ 線 グ ラ フ、棒 グ ラ フ 、円 グ ラ フ 、財 務 パ タ ー ン

な ど描 く こ とが で きる 。 出 力 例 を図7-25に 示 す 。

'_」[___「L_」「L_
一

ー
一

芒当
____「L∫ 一 一「__s6

図7-22レ ー ザ'ビ ー ム に よ る 記 録
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7.4マ イ ク ロフ ィル ム によ る文 書情 報 検索 シ ステ ム

マ イ ク ロフ ィル ム と コンピ ュー タを組 み 合 せ た マ イ ク ロ フ ィルム検 索 シ

ステ ムは い ろいろ の構 成 が あ り、主 な もの を あげ る とつ ぎの よ うに な る。

(1)ミ ニコ ン ピ ュー タを利 用 す る場 合

ミニ コ ンピ ュータを検 索 装 置 の専 用機 と して用 い る もの で図7-26

の よ うにな る。

(2)TSS端 末 を利 用 す る場 合(図7-27)

TSS端 末 か ら キー ワー ドな どの必 要 な情 報 を入 力 して 、TSSコ ン

ピ ュ ー タに接 続 さ れ て い る フ ァイル を検 索 し、 合致 した デ ー タか ら マイ

ク ロ フ ィル ムの番 号 を タイ プ ライ タに印字 する もので あ る 。 この番 号 に

合 った マイ ク ロ フ ィル ムを手動 ま たは マ イ クロ フ ィルムの キ ー をた た い

て 自動検 索 を行 な う。

さ らに マ イ クロ フ ィルム をTSS端 末 に オ ン ライ ンで接 続 して行 な う

方法 もあ る。

(3).模 写 電 信 を 利用 す る場 合

利 用 者は オ ン ライ ン ・デ ィスプ レイ で質 問 し、 この シ ステ ム か らは利

用 者 と会 話 しな が ら必 要 な 情報 を探 して い く。 必 要な情 報 が 得 られ た ら

マ イ ク ロフ ィル ム の ア ドレス をた よ りに 原 文 を見 る 。遠 隔地 に マ イ クロ

フ ィル ムが ない 場 合 には模 写 電信 で送 る よ うに す る(図7-28)。

(4)ビ デ オ モ ニ タを利用 す る場合

端 末 に は デ ー タ ・ファイル や マ イ クロ フ ィル ム を もた ず、 必要 な情報

は すべ て 中央 の コ ン ピ ュー タか ら送 って も ら うシ ステ ムで ある。 この シ

ステ ムの フ ァイル管 理 は す べて 中央 で行 な うの で、端 末 での 運用 管 理 は

楽 に な る。
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8 今 後 の 課 題

これ まで 一般 に 考 え られ て きた情報 処理 シ ス テムで は 、所定 の理 論 式 や 経験

則 の ロジ ックに した が って導 出 した 数値 や 記号 を、所要 の フ ォ ーマ ッ トに整理

整 頓 して 作成 した テ ー ブル や グラ フその ものが情 報 で あ る とい う概 念 を よ りど

こ ろ と して お り、そ こに コン ピ ュー タを活 用 す る こ とが情 報処 理 技 術 の基本 で

あ る と規 定 してい る よ うに思 われ る 。

しか しな が ら 、経 営情 報 シ ステ ム の形 成 とい う観点 に立 って、 これ を単 に ト

ッ プ ・マ ネ ジ ン ト ・レベ ル の情 報 シ ステ ム と してで な く、 あ らゆ る レ ベル の管

理 者 も利活 用 で きる よ うな情 報 シ ステ ム に拡張 す る ため に は、単純 な数 値 や 記

号 に よる情 報 、 す な わ ち定形 的 な数値 情 報 や記 号情 報 のほ かに 、各 レベルの管

理 者 が 数値 情 報 や 記 号情 報 に対 して 自己 の判 断 に基 づ く処理 をほ ど こ して 文書

の形 式 に加 工 した情 報 をや りとりで きる よ うに す る必要 が あ る。

こ の よ うに 、数値 や 記号 が情 報 と して有 効 で あ ったの は 、情 報 シ ステ ムが単

一 レベル 、 あ るい は きわめ て限 られ た範 囲 で利 用 さ れて いた か らであ って 、情

報 シ ス テムの利用 が 拡 が るに つれ て柔軟 性 のな い数値 や 記号 だ けに よる情 報 で

は 、 む しろ情 報提 供 の 相 手 に正確 な意思 を伝 達 で きない ば か りで な く、 時 に よ

っては 、情 報 提 供 の 相 手 に重 大 な ミスに つ なが る誤 解 を与 え て しま う恐 れ も考

え られ る。

少 な くとも、経 営 情報 シ ステ ムにお いて 、 ト ップ ・マ ネ ジ メ ン トか ら 、 オペ

レ ーシ ョナ ル ・レ ベル の管理 者 に い た る 、 あ らゆ る レベルの 管理 者 間で 情 報 を

伝 達 す る過 程 に お い て は 、管 理 者 が適 宜 に自己 の考 えや判 断 を文 書 の形 式で情

報 シ ステ ムに入 力 で きる よ うにす る ことが必 要 で あ り、い わ ゆ る文 書情 報処 理

に 関 する研 究 ・開 発 の重 要 性 は今 後 ま す ます高 ま る傾 向に ある。

48年 度 に進 め た文 書情 報 処 理 に 関 す る研究事 業 で は 、 カ タカナ け ん盤 に よ

って情 報 を入 力 し、漢 字 か な湿 り文 で 出力 す る た めの基本 的 な シ ス テム設 計 を

一205一



、

考 察 したが 、比 較 的簡 単 に操 作 で きる入 力 サ ブシ ステ ムを開発 す る こ とに よ り、

日本 語 情 報処 理 シ ステムの普 及 に と もな って予 想 され る デ ー タ ・エ ン ト リの要

員 不 足 を解 消 す る とい う、 この研究 事業 の 目的 の1つ は明 る い見 通 しを得 た と

結論 す る ことが で きよ う。

今 後 の課題 と しては 、文字 に よ る情 報 の伝 達 や記 憶 に 大 きな利 点 を もつ 、こ

の 日本 語情 報 処理 方 式 を発 展 させ て 、官 公庁 にお ける通達 文 書 、 出版 社 にお け

る初 編 、生 産 企 業 にお け る製 品 マニ ュアル 、病 院 にお け る カ ル テ とい った文 書

情 報 の 作成 に利 活 用 で きる よ うな トー タル ・シ ス テムを実 現 す るた めに 、そ れ

ぞれ専 門分 野 別 の カ タカナ ・漢 字 単 語 テー ブル を整備 ・拡 充 し、入 力 シス テ ム

に使 用 す る周 辺 機 器 を開発 す る こ とで あ る。
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